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　■　プロローグ

一話　陽の下の襲撃

　■　インターミッション

二話　終局への一撃
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　ぼんやりとした視界が次第にはっきりとしてきた。

「……気がつきましたか？」

　優しげな声に誘われ、ジャック・ジャックスは目を動かした。

「……おお、美しい方――」

　目に入った若い娘の顔に反射的に言葉が出る。

「あの……大丈夫ですか？」

　心配そうに言われ、ジャックスは体を動かそうとした。しかし、重くて動かない。

「……わ、私はどうして……こんな……」

「ちょうど通りがかったら、倒れていたんですよ。それで運んできました」

　娘の姿を見て、ジャックスは微妙な違和感を感じた。美しい顔立ちもそうだが、どことなく印象が違う。華きや奢しやな体つきや白っぽい肌、少しとがった耳に気づいて、ようやくわかった。

「……エ……エルーラン？」

　奴ど隷れいかと思ったが、そうではない。質素ではあるが、身にまとった衣服は綺き麗れいで、磨かれた石を使った装そう飾しよくも施されている。明るい表情も奴隷とは思えない。視線を動かして見れば、他にも数人の人影があるが、全員エルーランのようだ。

「大丈夫ですよ、何もしませんから。怖こわがらないでください」

　エルーランの娘はなだめるように言うと、水の入ったカップを置いてススッと距離を取った。

　妙みような感じを受けながら、ジャックスはカップを取って、一気に水を飲み干した。五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染み渡るとはこういうことかと、生き返った気分になった。同時に記憶もはっきりしてくる。

　レネを追い詰めたところで、崖がけ崩くずれが起こり、谷底に落ちたのだ。気を失って、倒れたところをこのエルーランたちに助けられたということだろう。

「……エルーランか」

　ミーガンから聞いた話によれば、レネはエルーランの混血だという。それがどうして自分よりも三九位も王位継承順位が高いのか謎なぞだが、それよりも今の状態がジャックスを打ちのめしていた。

「ええい、エルーランの混血を追っていてエルーランに命を救われるとは、なんという皮肉だ！」

　頭を抱えて唸うなりを漏もらした。

「大丈夫ですか？」

　心配そうな顔をした少女にのぞき込まれて。ジャックスは慌あわてて体裁を整える。

「い、いや、心配ありません。美しい方にご心配をかけるなど私ともあろう者がなんたる失しつ態たい！」

「面白い方。髪も長くて人とは違うのですね」

　少女はクスッと笑うと、ジャックスの三つ編みの長い髪を見た。

「亡き母が私に与えてくれた美しい髪ですから、手入れを怠っては面目が立ちません」

「そうなのですか……」

　そう言うと、少女は遠慮がちに尋ねた。

「あの……。聞くつもりはなかったんですけれど、今、『エルーランの混血』って言葉が聞こえたのですが？」

「た、たいしたことじゃない！　気にしないでくれたまえ」

　ジャックスはそう答えたが、すぐに思い直した。

「いや、命の恩人に対して、それは不義理というものですね。正直に話しましょう。私は陛下殺害犯である男を追ってきたのです。その男はエルーランの混血で――いや、だからといって君たちに敵意を持っているとか危害を加えるというつもりは毛頭ないので安心してくれたまえ。その相手が――」

「エルーランの混血？」

　周囲にざわざわと声が広がっていった。同時にいくつもの視線がジャックスに注がれる。

「き、君たち、そ、そんなに熱い目で私を見ないでくれたまえ」

　ジャックスは目を泳がせた。少女がジャックスに身を乗り出すようにして訊きく。

「その方の名前は？」

「レネ――レーネディア・シャールという女のような軟弱な――」

　ジャックスは最後まで言い終えることが出来なかった。エルーランたちが歓声を上げたからだ。

「それで、その方は母上とご一緒では？」

「いや、そんな女性はいませんでしたね。まあ、そこそこ美しいご婦人は一緒だったが。ティナとか言いましたか」

「その方は赤毛でしたか？」

「そう言われればそうですね。燃えるような赤でしたか」

「アルティナさんだわ！　約束を守ってくださったんですね」

「それで、レーネディア様は今どこに？」

「レ、レーネディア様ですと？」

　ジャックスは少女の熱のこもった表情に、どこか嫉しつ妬とを覚えながら答える。

「私と一緒に崩くずれた崖がけに飲まれたはずですが。私だからこそ助かったものの、あれでは助からんでしょうな。あ、いただきますよ」

　ジャックスは差し出されたスープを受け取って口に含んだ。

「ぅあつぅっ！」

　唇に火傷やけどをして食器を放ほうり出しそうになって、慌あわててつかみ直す。

「いや、熱いですな。旨うまいですが……」

　フォローするが、誰だれも自分に注意を払っていないのに気づいて、ジャックスは背を丸めて食べ始めた。

「付近にはお姿はなかったのだな？」

「はい。あるいはもっと上流だったのかもしれません」

「足跡などはなかったのか？」

「近くにはあの方のものだけで……」

　エルーランたちはジャックスそっちのけで話し込み始めた。

「あのう、もしもし？」

　ジャックスは小さく咳せき払ばらいをして声を上げた。

「あー、お取り込み中すまないのだが、ひとつお訊ききしてもよろしいかな？」

「はい？」

　娘がジャックスを振り向く。

「レーネディアというのは、国王の息子ですよね？」

　ジャックスが探るように訊くと、娘が改まった様子で答えた。

「はい。そのとおりですが、それだけではなく、我らエルーランの王女レニア様のご子息であらせられます」

「な、なんですとーっ!?」

　ジャックスは悲鳴のような声を上げた。
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「もうユーリア地方に入ったのか？」

　ボサボサの前髪の隙すき間まから周囲を見て、誰だれとはなしにレネが尋ねた。

　第二王子、第一王子との戦いを経て、レネたちはふたりの領地を北上していた。兵士のほとんどが使い物にならない状態では追手を向ける余力もなかったのだろう。何ごともなく街道を歩き続けて五日が過ぎていた。

「そうね。三〇分ほど前に入ったくらいかしら」

　前を行くティナが赤いポニーテールを揺らして振り向いた。

「そんな前だったのか？」

「地面に線が書いてあるわけじゃないから、だいたいよ。ひょっとしたら今入ったばっかりかも知れないし」

　ティナはそう言うと、付け加えた。

「でも、第三王子ギュレイ・シュミットの領地はこれからよ。第一王子の領地の北側もユーリア地方にかぶってるから。エルーランたちが住んでる居きよ留りゆう地ちはユーリア地方の北西になるわ」

「そういうことか」

　ようやく理解できたと、レネはうなずいた。

「そろそろ街道からそれた方がいいんじゃないですかぁ、ご主人様？」

　メイロンが訊きくと、レネは少し考えた後、決然と前を見て答えた。

「いや、今回は正面から真まっ直すぐ行く」

「だ、大丈夫ですかぁ？」

　心配そうな顔をするメイロン。メイレンは笑いながらレネの背中を叩たたく。

「こそこそするのんが面倒になったんやろ？」

「第三王子がどんなヤツか知りたいのか？」

　ターヤが尋ねる。

「それもあるんだけど、エルーランがどう扱われてるか、表側をまず知りたいんだ」

「……奴ど隷れい、ね」

　ティナの言葉にレネはうなずいた。

　エルーランの奴隷は表向き禁じられているが、実際にはほとんど規制されずに行われている。その大元がどこなのかは考えるまでもない。エルーランが住んでいるのは、居留地一カ所しかないのだから。

「奴隷取引をつぶすんか？」

　メイレンがどこか楽しげに笑いながらナイフを指の間にちらつかせる。

「また敵が増えるわね」

　ティナが言うと、男装のままのターヤが肩をすくめて苦笑を浮かべた。

「王国と機関商組合を相手にしてるんだから、これ以上増えても同じじゃないか？」

「それもそうね」

　ティナは納得したが、メイロンはますます心配で仕方がないといった表情になる。

「でも、このまま進んで大丈夫なんでしょうかぁ？」

「これだけ往来があれば、いきなり襲ってくるってこともないんじゃない？」

　ティナは周囲に視線を向けた。

　街道は街に近づくにつれて人通りが増えており、馬車や機甲馬も一時間に五台くらいの割合で通り過ぎていく。

「そこまでアホやなかったらな」

　メイレンの茶ちや化かすような言葉に、ターヤは真剣に答えた。

「会ったことはないけど、噂うわさを聞いた限りでは抜け目はないと思う。王にはどうかと思うけど、バカじゃないはずだよ」

「そうでしょうね。王都の次に裕福な街を治めてるんだから、バカじゃ務つとまらないわ。あるいは側近に頭の切れる人がいるのか」

　ティナの答えに、レネはうなずいた。

「だったら、このまま行く。いいよな？」

　レネの問いに四人とも無言で応じた。



「ご主人様、見えましたよ！」

　メイロンが声を上げたのは、そろそろ陽ひが傾いてきた頃ころだった。

　城下町はまだ見えないというのに、シュミットの城はこの距離からでもはっきりと見えた。小高い丘の上に建っていたからだ。さらに進むと、ようやく下に広がる城下町が見えてきた。周りを高い壁で囲まれ、城はその中にある丘の上。二重の防御がなされている格かつ好こうだ。

「あれがシュミットの城か……。攻めるのは難しそうだな」

　じっくりと周囲を見たレネがつぶやくと、ティナがうなずく。

「そうね。気づかれずに城に入るのは難しいと思うわ」

「ティナは来たことあるのか？」

「……あるわ」

　ティナの表情を見て、レネはしまったと唇を噛かんだ。エルーランを狩っていたという話からすれば、居きよ留りゆう地ち周辺で活動していたのは考えるまでもなくわかることだった。思い出したくもない過去を呼び覚ます必要などないというのに。

　レネの表情を見て、ティナは早口で付け加える。

「でも、私がやっていたのは邪じや魔まをするエルーランを捕まえたり……殺したりすることで、その後のことには関係してなかったから。奴ど隷れいのことはわからないの」

「……そうか。すまない」

「あなたが謝ることじゃないわ」

　ティナは固い声で言い、真まっ直すぐに前を見たまま歩き続けた。

　一時間後、五人は城壁にたどり着いた。

　城下町の入り口は優に六メタもある城壁に開いた門になっていた。機甲馬が通れるように幅も高さも充分だ。都に匹敵するといってもいい。

　街に入る審しん査さでもあるのかと思っていたが、意外にも兵士が顔を確認するくらいで、ほとんど審査はなかった。

「もっと警備が厳重かと思ってたな」

「商売をスムーズに進めるにはここで時間を取らせたら無駄でしょ。そのかわり、顔はしっかりチェックされてるわよ。事件を起こしたら、次は入れないわ」

「なるほどな」

　高い門を見上げながらくぐると、道はいきなり右に曲がっていた。周りにあるのは厩きゆう舎しやが多い。

「なんでこんなに曲がってるんですか？　歩きにくいですよね」

　怪け訝げんそうなメイロンに答えたのはターヤだった。

「敵が攻め込んできても真っ直ぐ城に向かえないようになってるんだ」

「そう。それくらいヨルクの脅威が身近にあるのよ、この街は」

　ティナはそう答えて足を速めた。

「この曲がり道は急いで通り過ぎた方がいいわよ」

　レネが理由を聞くより早く、一台の荷馬車がスピードを出して突っ込んできた。カーブを曲がろうとして大きく傾き、荷台に積まれた野菜が幾つかこぼれ落ちる。それを狙ねらって街の住人が群がっていった。

「事故はあんまりないけど、ああいうのが多いから。下手すると、こっちの荷物も奪うばわれるわよ」

「油断も隙すきもないなぁ」

　レネは思わず荷物袋を背負い直した。メイロンにいたっては袋をぎゅっと抱きしめる。

　足早に大きく曲がった道を抜けると、ようやく通りが開けた。幅四メタ程度の道が城のある丘に向かって伸びている。道の両側には商店や料理屋、酒場が並んでいるのは、これまでの街と同じだ。

「さてと、まずは……」

　周囲を見回したレネに、すかさずメイロンが声と手を同時に上げた。

「腹ごしらえですねっ！」

「アホか！　ここは偵てい察さつやろが」

　メイレンが平手でメイロンの頭をスパーンと叩たたいた。

「いや、腹が減ったし、当面の宿も確保しとかないとな」

　レネが言うと、メイロンはどうだと言わんばかりの顔でメイレンを見る。

「あんたらの頭が同じレベルやっちゅうのを忘れてたわ」

　メイレンは悔しそうに舌を鳴らした。

「宿は幾つか知ってるわ」

　わかってるというように応じたティナにうなずき、レネは煙を出している料理屋を見た。

「ここら辺だと何が旨うまいんだ？」

「海のもの以外はなんでもあるわよ。高くつくけどね」

「高いのは勘かん弁べんしてくれ」

「それじゃ、私に任せる？」

「異議なし」

　レネがどうぞと笑みを浮かべると、ティナはついてきてと言って歩き出した。

「まだやってるといいんだけど……」

　馴な染じみの店があるのか、ティナは慣れた様子で大通りから脇わき道みちに分け入った。狭い道には露店が並び、呼び込みの声が一段と激しくなり、色々な香りが鼻孔をくすぐる。

「よかった。あったわ」

　ティナはほっとした顔で一軒の料理屋に向かっていった。

「ここは？」

　レネは看板を探したが、それらしいものはない。

「昔、よく来てた店よ」

「ってことは、商兵の関係で？」

「そうじゃないわ。仕事抜きで――」

「ティナじゃないの!?」

　答えを遮さえぎったのは、かすれた大きな声だった。

　驚いたレネが見ると、ふくよかな体つきをした年配女性が店から出てくるところだった。この店の女将おかみなのだろうが、けばけばしい衣装と化けし粧ようは違和感だらけ。メイロンは完全に引いている。

「ずいぶんご無ぶ沙さ汰ただったじゃないかい！　どこかでくたばって……おや、いい男じゃないか。どこで捕まえたんだい？」

　女将はレネを見てティナの脇わき腹ばらを肘ひじで突いた。

「そんなんじゃないって……」

「そう？　あら、可愛かわいい娘さんがいっぱいだね」

　今度はメイロンたち三人を見て、大きな口から歯を見せて笑う。

「いや、ボクは――」

　ターヤは否定しようとしたが、それより先に女将おかみはドンと肩を叩たたいて店に押しやった。

「いいよいいよ、訳ありだなんだろ？　奥の部屋をお使い」

「助かるわ」

　ティナは戸と惑まどう四人にうなずき、店に入っていった。

　勢いに負けたようにレネは茫ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

「ほら、なにのんびりしてんだい？　ヤバいんじゃないのかい？」

　女将に小声でささやかれ、レネは女将の顔を凝視してしまった。

「ほら、やっぱりね。ささ、入った入った」

　追い立てられるように、レネは中に入るしかない。

　中は薄暗い廊下が続き、小部屋が幾つか並んでいる。先に行ったティナは一番奥の部屋から顔を出して待っていた。

　部屋の中にはテーブルを中心に作り付けのイスがぐるりと取り囲んでいる。テーブルの中央にはエルラ機関の明かりが灯ともり、向かい側に座った相手の顔が見えるくらいの明るさがある。部屋の入り口には外から見えないように布の覆おおいがたれ下がっている。妙みように大きな窓もあるが、今は閉まっていた。

「ボク、男に見えないかな？」

　席に着いたターヤが開口一番そう言った。

「他の連中には大丈夫なんじゃない？　あの女将は鋭いのよ。私たちとは経験が違うから」

「経験って何をしてるんだ？　この料理屋の女将さんなんだろ？」

　レネが言うと、ティナは意味ありげに笑った。

「他にも色々ね。それに、長年客商売してると人を見る目が磨かれるのよ」

「オレのこともなにか知ってそうな感じだったけど？」

「そうかもね」

　ティナははぐらかすように肩をすくめた。

「この街の情報はここに――違うわね、あの女将の頭に集まるのよ」

　と、注文した様子もないのに、次から次へと料理と酒が運ばれてきた。

「気にしないでいいわ。こういう店なの。とにかく食べて」

　ティナはさっさと料理に手をつけ始めた。

「美お味いしいですよ！」

　メイロンは一口放ほうり込むと、目を輝かがやかせた。そして、慌あわててレネを見る。

「あ、ご主人様の料理よりはちょっとだけ落ちますけど」

「いいって。変な気を使うな」

　レネは苦笑いを浮かべて、薄い生き地じで野菜と肉を巻いた物を口に入れた。

「面白い味だな」

「ティパっていうこの辺りの名物よ。この店が一番美お味いしいわ。どう？」

　ティナがターヤに感想を聞く。

「山の方は食べ物が違うね。こんなのは初めて食べたよ」

　海辺暮らしのターヤはここに来るまでにも初めて食べる食材や料理に驚いていたが、今日は特にびっくりしていた。目が丸くなっている。

　と、メイレンが緊張した様子で廊下に視線を向けた。手にはすでにナイフ。

　すぐに垂たれ幕まくの外から声が聞こえた。

「ちょっといいかい？」

　女将おかみの声に、ティナは垂れ幕をめくり上げた。メイレンはナイフを見えないように指の間に隠す。

「こっちも用があったの。入って」

　ティナが言うと、席をひとつずらした。女将はそこに大きな体を突っ込む。

「役目が終わったのに戻ってくるなんて、よほどの用があるんだろうと思ってね。なにかあったんじゃないのかい？」

　窮屈そうに座った女将は心配そうにティナを見る。

「……色々とあったわ。最後に会ってから二年もたってるしね」

「二年って……」

　レネは開いた口を閉ざした。上司だったミーガンに斬きられて、エルーランに助けられたのが二年前だったはずだ。その後、エルーランについて正反対の立場になったわけで、女将はそれを知らないかも知れない。となると、エルーランについては敵かもしれないし、快こころよく思っていないかもしれない。しかし、ティナは仕事のつきあいじゃないと言っていた。

　レネは心を決めて口を開いた。

「女将はこの街のことを色々知ってるようだから、ひとつ教えて欲しい」

「なんだい？」

　女将はレネに大柄な体を乗り出した。

「この街でエルーランの奴ど隷れい売買が行われてるはずだ」

「そうだね。表向きにはないことになってるし、誰だれも知らん顔をしてるけどね」

「どこでだ？」

「そりゃ簡単には言えないね。この街の富はエルラ機関商に売るエルラ鉱こう石せきと、エルーラン奴隷にあるんだ。それを潰つぶすようなマネはおいそれと出来ないさ」

「ヒントでもいいから、頼む！」

　レネはテーブルに手を突いて頭を下げた。

「あんた、なんで、そんなにエルーランの奴ど隷れいのことを知りたいんだい？」

　女将おかみはそんなレネの姿をジッと見て尋ねる。

　顔を上げたレネは女将の目を見ると、ためらうことなく言い放つ。

「オレに半分エルーランの血が流れてるからだ」

「レネ!?」

　ティナが驚いて腰を浮かした。

「いいんだ。まずはこっちが相手を信用しないと、信用してもらえない」

　レネは女将の目を見たまま答える。女将の方が根負けしたように視線を外すと、ふうっ息を吐き出した。

「あんた、いつもそんな調子なのかい？」

「ああ。回りくどいのは柄じゃないし、面倒だからな」

「長生きできないよ、そんなんじゃ」

「大丈夫です！　私がご主人様を守りますから」

　すかさずメイロンが声を上げる。

「王子様を守る女騎士団ってとこかい」

　女将は周りの女たちの表情を順に見て、フッと笑った。

「知ってたよ。悪かったね、試して」

「知ってた？」

「それくらいの情報網はあるさ。あんたがエルーランの王女の息子だってこともね。あいまいな答えだったら、情報は教えないつもりだったけど、見かけによらず、なかなか肝の据わった子だね。気に入ったよ」

　女将はレネの肩を叩たたくと、ティナに視線を向けた。

「ティナ、いい男見つけたじゃないかい」

「だ、だから、そんなんじゃないって」

　ティナはレネから視線を外して女将の言葉を否定する。

「まあ、いいさ。若い子の恋愛に口を挟むつもりはないからね」

「だから……」

　ティナは顔を赤くして女将をにらんだ。

「気づいてないだろうけど、女の顔してるよ。昔とはえらい違いだ」

　女将はティナの耳元でささやくと、さっさとレネに向き直った。

「取引が行われるのは、この街で一番安全な場所だよ」

「……なるほどな」



    

  
    
      



    

  
    
      　考えるまでもなく、ひとつしかない。

「潜入する方法はあるか？」

「売買の後、商品は――おっとごめん――奴ど隷れいたちは人目につかない通路を通って外に出される。その通路をたどれば入れるよ。警戒は厳重だけれどね」

「……行くの？」

「どうせ、そこの主には訊きかなきゃいけないことがあるんだ。ついでだ」

　心配そうなティナの問いにそう答えると、レネはターヤたちに視線を向けた。

「これはオレの個人的な問題だ。ついてくる必要はないからな」

「もちろん行くさ」

「私はご主人様の護衛ですから」

「まあ、おもろそうやし」

「わかった。好きにしろ」

　レネが笑いながら言うと、メイロンがすかさず手を上げた。

「はーい、好きでーす！」

「どさくさにまぎれてなに言うとんねん！」

　メイレンがメイロンの頭をスポーンと叩たたいた。
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「おい、どうしたんだ？　なんか店からおかしくないか？」

　料理屋を出て城の方へ向かう途中、レネが前を行くティナに声をかけた。

「なんでもないわ」

　ティナは振り返らないで短く答える。

「って言われても、オレを避さけてるみたいだし」

　レネが食い下がると、メイレンが後ろからレネの背中を突いた。

「レネはん、鈍いなぁ。女には毎月色々あるねん」

　一瞬戸と惑まどった後、レネは慌あわてて言葉を継いだ。

「……え？　あ、そうだったのか？　気づかなくて悪い」

「そうじゃないから！」

　ティナはとっさに振り向いて否定しかけて、メイレンがニヤ～と笑っているのに気がついた。

「ほな、なんなん？」

「……それでいいわよ、もう」

　ティナは力なくそう答えると、前を向いて歩き出した。否定したら説明しなければならないし、説明しないとまた突っ込まれる。そう思った。

「辛かったら無理するなよ」

「あ、ありがとう……」

　ティナはそれなら四日前に済んだわと言いたいところをこらえて、レネに苦しい笑みを浮かべた。

　メイレンは吹き出しそうなのを我慢していた。

　そうこうするうちに城門の前まで来た。すでに薄暗くなっているため、あちこちに立つエルラ機関の照明がまばゆい光を灯ともしていた。

「あれが城か……」

　レネは城を見上げた。

　見張りの立つ城門から先は馬車一台分の幅しかない道が丘を登っている。その先にそそり立つ城は城壁に囲まれた中に槍やりのような塔が五つそそり立ち、街を睥へい睨げいしている。丘はかなり高く、周囲から孤立しているため、接近する者がいればかなり目立つ。街と城は独立しているといってもいい。

「確かに侵入するのは難しそうだね」

　ターヤが感想をつぶやく。

「あの女将おかみはん、もったいぶらんと教えてくれたらよかったのにな」

　城を見ながら、メイレンがブツブツと文句を言うと、レネが首を振った。

「無理を言ったのはこっちだ。しょうがないさ。それに、メイレンとメイロンが探してくれるんだろ？」

「や、やれ言うんやったらやってもええけどな」

　メイレンがそっぽを向いて言うと、メイロンが手を上げた。

「はい！　メイロン、行きま～す!!」

「あ、こら！」

　駆け出したメイロンを追って、メイレンは慌あわてて走り出した。

「メイレンもいつの間にかやられたみたいね」

「そうだね。敵が多くなる一方だ」

　ティナとターヤが互いを横目で見る。

「なんのことだ？」

　ふたりの会話を聞いたレネがいぶかしそうに尋ねる。

「なんでもないわ」

　ふたりが声をそろえて答えた。

「な、なんだよ？」

「いいの、あなたはわからなくて！　それともわざとやってるの？　だったら話は別だけど……」

　ティナはレネをジーッと見たが、レネはきょとんとした顔でティナとターヤを見返す。

「……それはないわね」

「そうだね」

　ティナとターヤがハアッとため息をついてうなずく。そして、ティナは城に背を向けた。

「衛兵に目をつけられたら面倒だから、一いつ旦たん、女将おかみの店に戻りましょう」

　ティナが目配せするまでもなく、レネも衛兵がこっちをにらんでいるのに気づいていた。

「メイロンたちなら大丈夫よ」

「そうだな。で、さっきのはなんなんだよ？」

　真顔で訊きくレネにティナは冗談まじりにターヤに言う。

「ねえ、ちょっとこいつ殴ってもいいかな？」

「ボクも参加したいんだけど、今はちょっと、ね」

「そうね」

　周囲を見てティナは歩き出し、ターヤも続いた。

「おい！　だから、なんだよ？」

　後を追ってくるレネに、ふたりともまったく答える素振りを見せなかった。



　メイロンたちが戻ってきたのは一時間ほどしてからだった。

「いや～、ホンマ苦労したわ」

　席に着くなり、いつになく疲れた表情をしたメイレンが口を開いた。

「兵士に見つかったのか？」

　心配して訊きいたレネに、メイロンが代わりに答える。

「それは大丈夫です。見つけにくいところにあったから、時間がかかってしまったんですよぅ」

「見つかったのか。で、入り口はどこにあったんだ？」

「さっき見てた城に続く道の真下。それに気づかんと丘をぐるっと一周走ってしもた……。灯台もと暗しっちゅうのは、このことやな」

　悔しそうに言うメイレン。

「それはご苦労様だったわね。でも、さっきは気づかなかったけど？」

「街の方からは見えない角度にあるんですよ。それに衛兵が邪じや魔まして、あまり近くまで行けないですし」

「すると、そこから城まで地下道が続いてるってわけか？」

「そうや。中までは入れんかったけど」

「わかった。オレが行く。メイロン、案内してくれ」

「今日はあかんで」とメイレン。

「どうしてだ？」

「奴ど隷れいの売買は明日やて見張りの兵士が言うてたで」

「いや、逆に好都合だな。警備も薄いから、予行演習できる。奴隷が捕まってる場所もわかった方がいいしな」

「私も行くわ」

　ティナが声を上げた。

「無関係じゃないでしょ、私は」

「そうだな。よし、オレとティナを案内してくれ、メイロン。ターヤはメイレンと一緒に宿を確保してくれ」

「……わかったよ。でも、騒動を起こす時は一緒に連れていってよ」

「そりゃ逆だ。こっちが頼むんだ。戦力はいくらあっても足りないくらいだしな」

　そう言って笑みを浮かべるレネ。ターヤは笑みを浮かべて手を差し出した。

「だったら、貸してあげるよ」

「頼りにしてるからな」

　レネはニコッと笑ってターヤの手を握り、席を立った。ティナとメイロンが後を追う。

　後には真っ赤になったターヤとメイレンが残された。

　レネたちが外に出ると、完全に陽ひは落ちていた。大通りは明かりがまばゆいが、路地は光量を落としたり、赤や緑のガラスシェードをかぶせたりしているため、近づかないと顔がはっきり見分けられない程度だ。好都合だと、三人は路地を抜けて城の方へ向かっていった。

　城門は閉ざされているが、見張りの衛兵は相変わらず四名がいた。緊張しているわけではないのは足を動かしたり、首を回したりしているのでわかるが、警戒していないわけではないだろう。

「ご主人様、こっちです」

　メイロンがレネの服の裾すそを引っ張った。

「あそこです」

　メイロンが指さしたのは、いびつなシルエットをした壁だった。

　街を取り囲む城壁は高さ六メタほどだが、高さにはばらつきがあり、何なんヶか所しよか五メタほどのところがあるのを見つけたという。恐らく崩くずれたのを修理する際、石が足りなかったのだろう。普通の人間なら六メタだろうが五メタだろうが乗り越えるのは難しいが、メイロンには苦もない。

「ご主人様なら大丈夫ですよね？」

「ああ、多分な」

　そう答えてティナを見る。

「なんとかするわ」

　ティナも答え、三人は壁に向かって駆けた。

　明かりがほとんどないため、

「見張りが巡回してますから気をつけてください」

　メイロンが示すと、城の方から衛兵がひとり歩いてきた。街の入り口の方へと消えていく。五分ほどで戻ってくると、城の方へと消えていく。どうやら、一定の区間を行き来しているようだ。

「私が合図したら行ってください」

　メイロンがレネにささやき、レネはうなずいた。

「今です」

　レネは弾はじかれたように駆け出し、壁に向かってジャンプした。石はごつごつした出っ張りもあり、足をかける場所も、指でつかむ場所も充分だ。ひょいひょいと五メタの高みに達し、反対側へ回り込んだ。最後にＯＫと手で合図を送る。

「ティナさん、いいですか？」

「先に行って。私が失敗したら、あなたも行けなくなるから」

「でも……」

「大丈夫よ」

　躊ちゆう躇ちよするメイロンを安心させるようにティナはうなずいた。

「わかりました」

　メイロンは左右を確認すると、飛ぶように走り、壁に駆け上がった。音も立てず、ネズミのように素早く壁の向こうに消えていった。

　再び顔を出したメイロンが合図を送ってくる。

「行くわよ、ティナ」

　自分を鼓舞するようにつぶやくと、ティナは駆け出した。

　予想外に暗くて距離がつかみにくい。それでも勢いをつけて壁の出っ張りに足をかけ、ジャンプする。手を伸ばして壁に指を引っかけようとしたが、スルッと滑ってしまった。

　レネが手を伸ばそうと身を乗り出すが、届く距離ではない。

　ティナはとっさに左手を振り上げた。

　壁の上でガチッと金属音がする。

「誰だれかいるのか？」

　誰すい何かの声が飛んできた。衛兵だ。

　ティナは左手に持った小さな物を急いで押した。グイッと上から引っ張られたように体が引き上げられていく。

　衛兵がやって来るより早く、ティナは壁の上を回り込んでいた。そのまま立ち去るのを待って、下に降りた。

「そんな便利な物があったのか？」

「リアムの城に忍び込む時にも使ったわ」

　レネは最初に殴ったリアムを思い出す。そういえば、メイロンと一緒に城壁を登った後、ティナがどうやって城の中に潜入したのか聞いていなかった。

「とにかく、なんとか成功だな。行くぞ」

　レネがささやき、メイロンが先に立って城の下へと向かった。



　城へと続く道は丘を削り、橋のような細い道にしていた。真横から見ると、街から城へなだらかに登る崖がけのように見える。その横に地下へつながる道が口を開けていた。街からは見えないどころか、横から来ても発見するのは難しいほど巧こう妙みように隠されている。

「街の人間には知らせずに金かね儲もうけか」

「でも、ここで儲けた金が街に流れるのよ。だから、誰も反対はしないわ」

「持ちつ持たれつってやつか……。気分悪いな」

　レネは吐き捨てると、深呼吸した。

「緊張した？」

「いや、興奮したまま行くと、突っ走って兵士を殴り飛ばしそうだったからな」

　そう言って苦笑すると、レネはメイロンに尋ねる。

「で、どこから入れるんだ？」

「正面からですよ？」

　メイロンは不思議そうに答えた。

「見張りがいるわよ？」とティナが示すように、入り口にはふたりの兵士が立っていた。それも目立たないように壁際の陰だ。

「大丈夫です。目を離した隙すきに忍び込みました」

　簡単に言うが、城門の衛兵よりもマジメに見張りの任務をこなしている。隙がそうそうあるとは思えない。

「ちょっと待っててくださいね」

　そう言うが早いか、メイロンは駆け出していった。

「大丈夫なんだろうな」

　レネは不安そうにつぶやいた。

「メイレンを連れてきた方がよかったかもね」

「それはそれで不安もあるなぁ……」

　レネたちの不安などとは無関係に、メイロンは見張りの近くまで見つからずに行くと、甲高い口笛を吹いた。鳥のようにも聞こえる。

　見張りのふたりが顔を見合わせて明かりを持って出てきた。その隙にレネとティナは進み、見張りの後ろに回り込む。

「案外警戒してないのか？」

　レネは意外に思いながら、これ幸いと奥へ進んだ。

　洞どう窟くつは馬車一台分の余裕ある幅で、壁は木材と石材できちんとした造りがなされていた。

　途中、話し声が聞こえて物陰に身を潜めたが、人の姿を見ることはなかった。

「そろそろ城の真下だと思うんだけど」

　ティナがそうつぶやいて頭上を見上げる。

　暗い空間がぽっかりと口を開けていた。何本もの柱に梁はりが渡してあり、階段が上へと続いている。確かにここは城の地下だ。階段の上には城の隠し扉があるに違いない。

　奥には檻おりがいくつも並んでいた。その中にはみすぼらしい服を着せられた若い男女がひとりずつ入っている。

「あれは……」

「間違いなくエルーランの奴ど隷れいね」

　ティナの声に怒りがこもった。

　飛び出そうとしたティナの腕をレネがつかんで止める。

「どうするんだ？」

「決まってるでしょ、助けるのよ」

「今はダメだ。取引そのものをつぶさないといけない。そのためには明日でなけりゃ意味がない。エルーランを奴ど隷れいにしようなんて損するだけだと、奴隷商人に思わせないと」

「レネ……」

　ティナはレネの静かな声の内に潜む激しい感情に驚いた。

「そうよね。あなたの怒りの方が大きくて当たり前よね。わかったわ。言うとおりにする」

「いや、ティナが激しかったんで、逆に冷静になれたんだ。オレひとりだったら多分突っ込んでた」

　苦笑しながら、レネは頭をかいた。

「でも、せめてあなたのことを教えてあげたら？」

　ティナが言うと、レネは少し考えて首を振った。

「やめとこう。前みたいに平伏されたら逃げられなくなる」

「それもそうね……」

　ギャンニの屋敷からエルーランの奴隷を助けた時、平伏して顔も上げなかったのを思い出し、ティナも同意するしかない。

　レネは奴隷たちにもう一度視線を向けた。

「明日、もう一度来るからな」

　そうつぶやき、レネは歩き出した。
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　その日は女将おかみが紹介した宿で泊まり、翌朝、五人は街に出てきた。

　屋台で軽く朝食を取り、ついでとばかり城の方の様子を確認しに行った。そこで予想外の事態に遭遇した。

「警戒が厳しくなってるな」

　レネが顔をしかめる。城門前の衛兵が倍に増えていたのだ。

「それだけじゃないよ」

　ターヤに肩を叩たたかれ、レネは彼女が示す方を見た。城壁周りを周回している衛兵の数も昨日より明らかに増えている。

「昨夜忍び込んだのがバレたのか？」

「そうじゃないみたいです。いつもと同じだって言ってますよ」

　メイロンが近くの店で客たちがしゃべっているのを聞いて伝えてくれた。

「そうか。しかし、こうなると昨日のようにはいかないな」

　レネは困った顔で腕を組み、衛兵を見た。

「あいつらの目をそらすか」

「また陽動作戦？」

　ティナの問いにレネはニヤッと笑った。

「ちょっと違うか。オレがここにいることがわかればいいんだ」

「どう違うんだ？」とターヤ。

「オレはシュミットを狙ねらってる危険人物だってことにすればいい」

「そんなことしたら余計に警備が厳重になるんじゃ？」

「そうだろうな。でも、厳重になるのはシュミットの周りだろ？　オレたちが行きたいのは、城じゃない。その下だ」

「……そうね」

　少し考えてティナがうなずいた。

「強行突破するか、攪かく乱らんするか、どっちかだ」

「選択肢が少ないね」

　ターヤはそう言ったが、不満や不安があるわけではなさそうだった。顔が笑っている。

「それじゃ、作戦を練りますか」

　ティナはそう言って街の方へ引き返し始めた。

「どこでだ？」

「もちろん、あの女将おかみの店よ。噂うわさを流すなら最適の場所だしね」

　ティナの提案で、五人は昨日と同じ店に行き、奥の小部屋に通された。女将はまるで来るのがわかっていたかのように用意をしていた。

「女将、ちょっと訊ききたいことと、頼みたいことがあるんだけど、いい？」

　ティナが声をかけると、女将は垂たれ幕まくから顔を突っ込んできた。

「なんだい？」

「レネがこの街に来てることを城の連中は知ってる？」

「それほど愚おろか者ものじゃないからね、あんたの兄さんは」

　女将は訳知り顔で答える。レネは苦笑を浮かべた。

「愚か者も多かったけどな。それじゃ、頼みたいのは、オレがここにいるって噂をパッと広めてくれないかってことなんだ」

「自分で自分を宣伝するのかい？」

「ああ。オレは目立ちたがりなんだ」

　驚いて目を見開く女将に、レネはニヤッと笑った。

「ふうん、おもしろいね。ちょっと待ってなよ」

　そう言うと、女将は出ていった。

「やってくれるかな？」

「多分ね」

　ティナが言った途と端たん、入り口の方で激しい口調の声が聞こえたかと思うと、カンカンッと鐘の音が響いた。その音をかき消す勢いで荒々しい足音が集団で接近してくる。

「もう来たのか!?」

　噂うわさを流すという話をした直後だというのに、あまりにも早すぎる。

「違うわ！　シュミットが見つけたのよ!!」

　ティナが立ち上がって窓を押し開けた。不自然なくらい大きな窓は、簡単に上下に開き、人が立ったまま出入りできるくらいになる。

「そんな仕掛けになってたのか」

　驚いたレネは窓が開く様子に見入ってしまった。

「だから、この店がいいのよ！　早く出て!!」

　ティナの声に追われるように、レネは窓から飛び出す。

　直後、小部屋の垂たれ幕まくが乱暴に跳ね上げられた。

「いたぞっ！」

　兵士の叫びにかぶせてレネが声を上げる。

「予定とは違うけど、予定どおりに行くぞ！」

「はい、了解です！」

　メイロンは返事をすると、懐から煙玉を取り出した。床に叩たたきつけると同時に白い煙が舞い上がり、兵士の視界を覆おおい隠した。

　煙を背中から引きながら、レネは駆け出した。

「待てっ！」

　兵士が叫びと共に短たん弓きゆう銃じゆうを放った。煙にまぎれて的を絞れないから適当に撃っただけだ。しかし、呻うめきが上がった。

　レネが声に気づいて振り返ると、窓から出たところでターヤが足を押さえていた。

「大丈夫か!?」

「また足だよ」

　ターヤの右ふくらはぎに矢が突き立っている。初めて海岸で出会った時を思い出したが、今度は傷をなめて治すわけにはいかない。

「時間がない」

　視界をふさがれた追手は窓の辺りでバタバタともがいているが、すぐに出てくるのは間違いない。レネはそう言うと、ターヤの背中と膝裏に手を差し入れた。

「きゃっ」

　思わず声を上げるターヤ。

　かまわず抱え上げ、そのまま駆け出す。

「レ、レネ……ちょっと、これは……」

「黙ってろ。舌噛かむぞ」

　慌あわてて声を上げるターヤにそう言い、レネは路地に駆け込んだ。

　狭い路地はふたりも並べば隙すき間まはない。そこをレネはターヤを抱えたまま苦もなく駆けた。足元に箱やカメが置いてあるのを蹴けって、器用に道の真ん中に転がす。追手の兵士がつまずいてののしり声を上げた。

「くそっ、待てっ！」

「かまわん。撃てっ！」

　罵ば声せいと共に短たん弓きゆう銃じゆうを構える気配。

「やべっ！」

　レネはとっさに脇わき道みちに体を横にして入れた。そのままカニのように横歩きして隣の路地に抜けた。

「大丈夫か？」

　抱えたターヤを見る。

「は、はい」

　ターヤはなぜか両手で顔を隠していた。



    

  
    
      



    

  
    
      「どうし――」

「いたぞ！」

　怪け訝げんそうな顔で訊きこうとしたレネを背後からの叫びが邪じや魔ました。

「しつこいっ！」

　唸うなりを上げて再び駆け出す。

　追手をまいてとりあえず身を隠したのは、路地と路地の間にある店の物置のようになっている空き地だった。陰になっているために外からは見えにくいし、箱が積まれているので身を隠すことも出来る。なにより、挟まれでもしない限りは逃げやすい。

「ここなら大丈夫か」

　レネはターヤを降ろして、外を見た。追手の気配がないのを確認してターヤの足を見た。

「傷を見せて」

　レネはターヤのズボンを切り裂き、ふくらはぎを出した。白い肌に短たん弓きゆう銃じゆうの短い矢が刺さっていた。深くはないし、血もそれほど出ていない。

「我慢しろよ」

　レネは言うやいなや矢を引き抜いた。ターヤは歯を食いしばって声を上げなかった。血が流れ出たが、量は多くない。

　レネは小さな瓶びんを荷物から取り出して、傷口に流しかけた。強い酒だ。

「そんなの持ってたっけ？」

「さっき逃げる時に失敬した。緊急時だ」

　言いながら、レネは傷を布で巻きつけた。

「薬はメイロンが持ってる。合流した後できちんと手当てしてもらおう」

「……ありがとう」

　ターヤは足を動かしながら、なにか思い出したのかプッと吹き出した。

「さっきのってさ。はたから見てたら、男同士でだっこしてるように見えたよね」

「え？　あ……そうか」

　言われて初めて気がついたか、レネは引きつった笑みを浮かべた。

「男と女でも、ちょっと……恥はずかしいけど……」

　ターヤはそうつぶやいて頬ほおを染めた。

「……そ、そう、だな」

　冷静に思い返して、レネも微妙な間が空いた。

「どうせなら、男じゃなくて女として抱きかかえて欲しかったな」

「別に男として見てるわけじゃないぞ」

「え？　女だと思ってくれてるの？」

「当たり前だろ。でなきゃ、ハイドの時に助けに行ったりしない」

「……あ、あれは……」

　ターヤの顔がこれまで以上に赤くなった。

「思い出さないようにしてたのにな……」

「わ、悪い」

　レネは思わず謝った。男に体を見られたというだけじゃなく、ハイドの裸はだかまで見てしまったのだから、あまりいい思い出ではないだろう。レネにとってもハイドに負けた感じがある。

「ね？　それじゃ、あの人のことは女だと思ってる？」

「あの人？」

「ティナさん」

　ターヤに問われて、レネはすぐに答えた。

「あいつは特別だな」

「そう……なんだ……」

　ターヤは返ってきた迷いのない答えに打ちのめされてうつむいた。

「色々なことを教えてもらったし、ここに来られたのもあいつのおかげだ。いくら感謝しても感謝しきれない。あ、でも、あいつには言うなよ」

「そうじゃなくて――」

　ターヤが不満そうに身を乗り出した時、レネの視界に衛兵の姿が映った。

「動くぞ」

　レネは衛兵の姿が見えた方と反対側の路地の様子をうかがい、ターヤに合図した。

　肝心な時に邪じや魔まが入って、ターヤはムッとしたように外をにらんだが、すぐに立ち上がった。

「歩けるか？」

「なんとか」

　そう言いながらもターヤの歩き方はあきらかに右足をかばっている。

　レネはターヤを抱え上げると、路地から出た。

「ま、また男同士だって思われるよ！」

「思いたいヤツには思わせとけ」

　慌あわてたターヤにレネは言い放つ。

　これがずっと続けばいいのにな……。

　そんな場合じゃないと思いながら、ターヤはレネの首に回した腕に少し力を込めた。



　あらかじめ決めていたわけではないが、レネが向かったのは昨夜乗り越えた城壁のある辺りだった。

　ティナとメイロンは物置小屋の中で待っていた。

「遅かったわね」

「心配してたんですよぅ」

　ターヤを降ろしてから中に入ると、ふたりはほっとした顔で迎えた。

「ちょっと色々あったんだ。メイレンは？」

「衛兵をかく乱してるわ。レネのふりしてね」

　そう言うと、ティナは後から入ってきたターヤの顔に目を止めた。

「どうしたの？　顔が赤いけど？」

　そう言われてレネはターヤを振り返った。確かに顔が上気している。

「傷のせいか？」

「傷？　足ね。メイロン、お願い」

　ティナが言うと、すぐにメイロンが袋から薬箱を取り出した。

「了解ですぅ」

　メイロンはてきぱきと傷口を確認して。

「あまり深くないですから大丈夫だと思いますよ。ちょっと痛いですけど、辛抱してくださいね」

　メイロンはそう言って軟なん膏こうを塗りつけ、包帯を強めに巻いた。

「歩けますか？」

「大丈夫。ありがとう」

　ターヤは足を動かしてうなずいた。

「みな、無事やったんやな」

　そう言って気配を悟らせずに入ってきたのはメイレンだった。が、レネは顔をしかめた。

「その格かつ好こうで走り回ってたのか？」

「そや」

　メイレンはふふんと鼻を鳴らして笑ったが、レネは複雑な顔のまま。メイレンはレネとして衛兵の注意を引いていたと言われたのでどんな格好をしているのかと思ったのだ。実際には頭をすっぽりと黒い頭ず巾きんで覆おおい、これ見よがしの長剣――に見える木の棒を腰に下げていた。

「オレには見えないんだが……背も低いし」

「ああ、身長はこうやってごまかすんや」

　そう言ってメイレンは胸の前にある棒を上に上げた。頭巾が二〇セメタほど伸びる。

「これでうちの顔を頭巾から降ろした布で隠してたんや」

「それでオレと間違うか？」

「そんなんええんや。怪しい格好したヤツが走ってたら、まず、そいつを追うもんや」

「なるほどな」

　レネは感心して声を上げ、メイレンに尋ねた。

「で、衛兵の様子はどうだった？」

「街の方にかなりの数が出張ってきとるな。さっきまでより倍近いんと違うか？」

「隠れて聞いてましたけど、ご主人様が城主の命を狙ねらってるって噂うわさがもう出回ってますよ」

　メイロンが付け加える。

「女将おかみ、仕事が早いな」

　レネは感心してつぶやくと、ティナに尋ねた。

「ティナ、短たん弓きゆう銃じゆう用のエルラ機関はまだあるか？」

「ギャンニから拝借したのがまだあるけど？」

「持てるだけくれ」

「なにに使うのって訊きくだけ野や暮ぼね」

　ティナは背負った荷袋からヒモでひとくくりにされた小さなエルラ機関の束を取り出して、レネに渡した。

「ああ、目に物見せてやる」

　レネは束をつかむと、

「よし、一発かましてやるか」

　ニヤッと笑って立ち上がった。
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「それにしても意外だったわ」

　衛兵の目をかいくぐって城壁を乗り越えたところで、ティナがささやいた。

「なにがだ？」

「いつもみたいに機甲馬でも盗んで牢ろうに突っ込んでいくのかと思ったのに、地道に潜入するなんて」

「捕まったエルーランを解放するんだ。派手に突っ込んだら脱出するのが大変だろ」

「ちゃんと考えてたのね」

「ひょっとして、オレをバカにしてる？」

　心外だとレネは聞き返す。

「ちゃんと成長してるんだって感心してたの」

「当たり前だろ」

　不満そうなレネにターヤが加勢する。

「ティナ、それはレネをバカにしてるよ」

「そーですよ。ご主人様だって頑張って考えるんです」

「なんかフォローになってないぞ、それ」

　メイロンが力説したが、レネは苦笑いを浮かべた。

「ふえ？　そうですか？」

「そうなんだよ」

　レネはメイロンの脳天を拳げん骨こつでグリグリした。

「あうう……」

　頭を押さえるメイロン。

　レネは城壁を回り込んで、牢ろうへの入り口が見えるところにまで移動した。

　入り口には昨夜と同じくらいの警備しかされていなかった。昼間ということもあり、逆に目立つことを警戒したのかも知れない。

「どうするんや？」

　メイレンがレネを振り返って楽しそうに訊きく。

「見張りは気を失わせよう。騒がれないようにな」

「始し末まつした方が確実なんやけどなぁ」

　がっかりしたようにメイレン。

「意味のない殺しはやりたくない」

「まあ、たいていの殺しに意味なんてあらへんけどな」

　そう言いながら、メイレンは動き出した。メイロンもその後を追う。

　ティナはそれを見て、今さらながら驚く。

　以前のレネはどうするかティナに意見を訊いてから判断をしていた。それがいつの間にか周りがレネに判断を仰ぐようになっている。レネはこの五人の中では指し揮き官かんの立場になっていたのだ。

「もう、私の手助けなんていらないのかもね」

　ティナはフッとため息を漏もらす。それを聞きつけたターヤはこれ見よがしにレネの肩に手をかけた。

「そうかもね。でも、代わりにボクがいるから大丈夫だよ」

　ティナはチラッとターヤを見て、負けじと笑い返す。

「やっぱり、今の撤回するわ。レネにはまだ私が必要よね」

　その時、メイレンから合図の指笛が聞こえた。

「素直じゃないね、ホントに」

　ターヤは小声でつぶやき、先に駆け出した。

「行くぞ！」

　レネはティナの肩を叩たたき、走り出す。

　ティナはその背を見て、会った時よりも大きくなったのを感じていた。

　男の子だったのに、すっかり男になっちゃったな。

　残念なような寂しいような不思議な気分になりながら、ティナは駆け出した。



　洞どう窟くつの通路にレネが入ると、すでに中にいた衛兵はメイロンたちが黙らせていた。

「残りは中にいる奴ど隷れい商しようと衛兵だけです」

　メイロンがレネに告げると、メイレンが後を続けた。

「奴隷商は三組。それぞれ商人の他に二、三人の護衛がついとるな。衛兵は六人」

「ってことは、一五人くらいはいるってことか。思ったより多いな」

　レネは敵の配置と数を聞いてつぶやく。

「どうするの？」

　ティナの問いにレネは一瞬考えて答えた。

「奴隷商は捕まえる。護衛と衛兵は仕方ないな。それが仕事だ。正々堂々とやってもらおう」

「いいの？」

　意外そうに聞き返すティナ。

「出来ることなら殺したくも斬きりたくもない。でも、そうすることで仲間に負担や危険が増えるのは避さけたい。おかしいか？」

「現実的になったってこと？」

「……そうだな。でも、オレはオレのやり方でやる」

「で、最終的には？」

「これに物を言わせるさ」

　レネは右みぎ拳こぶしを握りしめた。

「やっぱりご主人様はそれですよね！」

　メイロンはニコニコする。

「それじゃまずメイロンは煙玉。メイレンは衛兵を頼む。オレとティナとターヤは奴隷商をやる。主人を抑えれば護衛は手を出せなくなるだろうしな」

「わかった」

　ターヤがうなずくのを確認して、レネは足の包帯を見た。

「足は大丈夫か？」

「動かせるよ。問題ない」

　ターヤはそう答えると剣を抜いた。

「無理はするなよ」

　念を押し、レネはメイロンに合図を送った。

　うなずいたメイロンは煙玉を両手に持つと、ちょろっと通路の真ん中に出た。その様子は大きなリスだ。

　投げられた玉は大きく弧こを描いて飛ぶと、奴ど隷れい商しようたちの集まる辺りに落ちた。同時にボンッと白い煙を吐き出す。

「な、なんだっ!?」

　奴隷商も護衛も衛兵も声を上げる。

　同時にレネは駆け出した。

　一番近くで剣を抜こうとしていた衛兵に飛びかかると、固めた拳こぶしを突き出す。

　ゴツンといい音がして、衛兵は吹っ飛んだ。

　それを確認するより早く、レネは壁を蹴けって反対側の衛兵に向かっていた。すでに剣を抜いていた相手はレネに向かって剣を振り下ろそうとしたところで喉のどから血を噴き出して声にならない悲鳴を上げた。メイレンのナイフに切り裂かれたのだ。

　レネはそれを見ないようにしながら、衛兵の位置を確認して奴隷商のいた方へ向かった。

　最初に見つけた奴隷商の周りは三人の護衛に囲まれていた。

　レネは面倒だとばかり腰の大剣を抜き放った。

　鞘さやから白光が漏もれ、光の帯がグンッと伸びる。

　薙なぎ払はらう寸前、斬きってしまうかもしれないという思いがよぎったが、迷いを断ち切って振り切った。

　四人まとめて光の刃が胴を薙ぐ。その瞬間、四人は力を失ったようにその場にへたり込んで口をポカンと開けた。

　次の相手の位置を確認しようとした時、右の方から誰だれかが叫んだ。

「あの光を撃て！」

　途と端たん、短たん弓きゆう銃じゆうの矢が剣に当たる感触がレネに伝わってきた。

　レネは顔をしかめた。真っ白くなった視界の中で、バーンエルラの大剣の放つ光だけが目立つのだ。それは考えつかなかった。

「メイロン！」

　声を上げるまでもなく、衛兵をひとり倒したメイロンは先に目をつけていた護衛の下に走っていた。

　舞い上がった白い粉は上から下へ舞い降りる。そのため、背の低いメイロンがさらに身を屈かがめると、下の方はうっすらと視界が通る。

　メイロンは背中の短刀を抜いて構えると、護衛の足を狙ねらった。

　相手はレネに意識を集中していたため、接近するメイロンにはまったく気づいていない。そうでなくともあちこちで戦いの音がしているため、音は聞こえない。

　短刀で足を斬られ、悲鳴を上げる護衛。それでもうひとりの護衛が気づいた。すぐに短たん弓きゆう銃じゆうをメイロンの方に向ける。

　が、メイロンの方が速かった。短刀を振り上げると同時に奴ど隷れい商しようの背中に飛び乗った。

「黙っててくださいね」

　利きき腕を切られて血を噴き出す護衛をバックに、にっこり笑うメイロン。奴隷商はコクコクとうなずき、なすすべもなく手を上げた。

　ティナは飛び出してきた傭兵にはばまれて足止めを食らった。ターヤはその先にいる奴隷商に向かった。

　三人の護衛を従えた奴隷商は襲撃されたと同時に階段を目指して動き出した。ターヤが迫った時には階段に足をかけていた。

　抜き放った長剣を右横に構え、ターヤはしんがりの護衛に斬きりかかった。しかし、一瞬背後から攻撃することにためらってしまったため、踏み込みが浅かった。切先が脇わき腹ばらをかすっただけだ。

「こいつっ！」

　斬られた護衛ともうひとりが斬りかかってきた。残ったひとりが奴隷商を伴って階段を上がっていく。

　二振りの剣をまともに受けるのは、鍛きたえられたとはいえ女の腕では難しい。ターヤはかわして反撃に転じた。まずは最初に傷を負わせた護衛の剣を跳ね上げて斬りつける。そこに耳に飛び込んできたのは階段を上る足音だった。

　このままじゃ、奴隷商に逃げられる！

　いつもなら冷静に対処できるはずが、ターヤは焦って強引に斬りかかった。

　そこにつけ込まれ、もうひとりの護衛が剣を叩たたきつけてきた。衝撃が腕を走り、思わず剣を取り落としそうになる。かろうじてこらえたが、いつものように剣を握る力がなくなっていた。

　ここぞとばかり攻め立てるふたりの圧力にターヤはぐらついた。利き足が傷のせいで踏ん張れなくなっていた。

　そこに脇から白光が割り込んできた。

　ふたりの胴を薙なぎ払はらい、ターヤの腕をつかんで立たせる。

「大丈夫か？」

　そう訊きくレネの顔をターヤは真まっ直すぐに見られなかった。

「……ごめん。また迷惑かけたね」

「気にするなって」

　うつむくターヤにレネは軽くそう言う。

「ふたり上に逃げたよ！」

　気づいたターヤが慌あわてて声を上げると、上からメイレンの声が降ってきた。

「こっちも片づいたで」

　奴ど隷れい商しようと護衛が小柄なメイレンに脅されながら階段を下りてくる。どこか妙みような光景だ。

　その頃ころになってようやく視界が開けてきた。

　ターヤが改めて周囲を見ると、三人の奴隷商はひとりがへたり込み、ふたりが後ろ手に縛られている。護衛は五人がへたり込み、三人が重傷。衛兵は殴られたひとり以外は死んでいる。

「これで片づいたか……」

　レネは大剣を鞘さやに収め、衛兵の体を調べていたティナに振り向いた。

「鍵かぎはあるか？」

「ないわ」

　ティナはそう答え、意識のある衛兵をつかんで詰問する。

「牢ろうの鍵はどこにあるの？」

「……ここにはない」

「どこにあるのか言いなさい！」

「領主様がお持ちだ」

　ニヤッと笑った衛兵に肘ひじ打うちをかますと、ティナは衛兵を突き放した。

　それを聞いたレネは舌打ちすると、奴隷たちが閉じ込められた牢に駆け寄った。

「助けに来たぞ」

「あなたたちは？」

　鉄格子の向こうからエルーランのひとりが歩み寄ってくると怪け訝げんそうに訊きく。

「そんなことはいい。これを壊せばエルラが放たれる。力を回復して、ここから出るんだ」

　レネが差し出したエルラ機関を見もせずに、エルーランは問い返す。

「出てどうするのですか？」

　予想外の問いにレネは戸と惑まどった。

「……どうするって、ここから出てエルーランのところに戻るんだ」

「戻ってどうなります？」

「どうって……」

　予想外の反応にレネは戸惑いながら、さらに続けた。

「こんなところでひどい扱いをされて黙ってることはないだろ？」

「どこに行っても、結果は変わりません。追われて捕まって虐げられる……。無駄なあがきをするより、このままなにも考えずにいた方がいいのです」

「どうしたんだ？　全員同じ意見なのか？」

　レネは他の檻おりにいるエルーランを見回して尋ねる。

「ここにいる皆と話し合った結果です。あなたもお逃げなさい。我らの味方などしても何のメリットもありませんよ」

　そのエルーランは背を向けようとした。レネは檻おりをつかんで声を上げる。

「このままの方がいいなんて、悲しいこと言うな！」

　しかし、エルーランは止まらずに檻の奥へ行き、座り込んでしまった。

　レネの背後から笑い声が聞こえてきた。

「助けに来たつもりが不要だと言われるとは、こいつは笑える！」

「やかましい！」

　レネは奴ど隷れい商しように叫び、エルーランたちに向き直った。

「あーっ！　がたがた言ってないで、そいつを壊してエルラを吸い込め!!」

「力を使う気はありません」

「そんなことはどうだっていいんだよ！　その体を治して逃げる力を取り戻せ!!」

「ですから、逃げるつもりはないと――」

「おまえたちのいる場所はここじゃないだろう！　仲間の下に戻るんだよ!!」

「どうして、あなたがそんなに必死な顔をするのですか？」

　理解できないという顔でそう訊きかれ、レネは一瞬どう答えるか迷った。しかし、このままではエルーランを救うどころか、自分や仲間たちまで危険にさらしてしまう。

「オレの名は――」

　レネが意を決して口を開いた時、

「そこまでだな」

　上から鋭い声が降ってきた。
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「俺おれを狙ねらうと見せてエルーランを助けに来たか。愚おろかではないが、詰めが甘いな」

　階段からレネを見下ろしているのは青年だった。その周囲には一〇人ほどの衛兵がおり、全員が長ちよう弓きゆう銃じゆうを構えてレネたちを狙っていた。

「おまえがギュレイか？」

「おまえだって？　兄に向かってその呼び方はないだろう。少しは年長者へ敬意を払うということを教えてやらなければならないようだね」

　ギュレイは長剣を抜き放ちながら階段を下りてきた。その間も長弓銃を構えた衛兵の銃口はレネたちにぴったりと向けられている。

「そいつらは貴様よりも俺の方が信頼できると言っているのさ。俺は他の奴隷商とは違って、奴隷どもを丁寧に扱っているから、ここを出て、また別の奴隷商に捕まりたくないのだろうね」

　ギュレイは床に降り立つと、レネに向かってゆっくりと歩み寄ってきた。

　スラッとした長身でレネより少し高いくらい。黒髪を肩にかかるくらいまで伸ばし、それを細かく編み込んでいる。

　これまでのバカ王子とは出来が違うのは、足の運びだけでわかった。まったく隙すきがない。

　レネは緊張した顔でギュレイをにらんだ。自分を含めて全員が狙ねらわれている。下手な動きは出来ない。

「他人の城に攻め入ってきたんだ。どういう扱いをされても文句は言えないよな？」

　ギュレイはレネに長剣を突きつけた。

「しかし、ただ殺すだけじゃ面白くない。貴様もエルーランの血が入っているんだ。ちょっと美しいとは言えないが、そういうのが好きなご婦人方もおられる。可愛かわいがってもらうと――」

「ご主人様はあなたなんかよりずう～っと格かつ好こいいです！」

　メイロンが真剣な顔で反対の叫びを上げた。

　ギュレイは四人を見回し、なるほどと言うように眉まゆを上げてニヤリと笑った。

「ははあ、この連中はおまえのハーレムというわけか？　親父おやじの血は争えないな」

　ギュレイはまるで壺つぼの鑑定でもしているように四人を順に見て回った。

「選より取どり見み取どりというところか。若干、同じようなのがふたつあるのが難点だが」



    

  
    
      



    

  
    
      「メイロンとメイレンは全然違う。一緒にするな」

　バカにした顔でレネが吐き捨てると、ギュレイはメイロンの顔を剣で突いた。

「それほど奥の奥まで知っているということかな？」

　ニヤニヤしながらメイロンとメイレンを見比べるギュレイ。

「こ、このゲスが……」

　レネは歯をむき出してギュレイをにらみつける。

「その自分の立場をわきまえない態度は改めさせないとな。おい！」

　ギュレイは衛兵をふたり呼びつけた。

「こいつの手足を動かなくしろ」

　命令に応じて木製の手て枷かせと足あし枷かせが用意され、レネの手首と足首にはめられた。木枠に手首や足首をはめて鍵かぎをかけるタイプで、ロープなどよりも遙はるかに頑がん丈じようで重い代物だ。

「奴ど隷れいにしては服がまともすぎるな」

　ギュレイはレネを見ると、襟に剣の切先を引っかけ、一気に振り払った。胸のボタンが引きちぎられ、胸がはだけられる。

「手元が狂ったかな」

　レネの左胸にうっすらと血の筋がにじんだ。

「ご、ご主人様に、なっ、なにするんですかっ!?」

　顔に手を当てたメイロンが指の間からレネを見ながら叫ぶ。

「ほんなこと言うて、しっかり見とるやないか！」

　メイレンが突っ込む。

「み、見てませんっ！　あんなあられもない姿なんて!!」

「このむっつりスケベ」

「ス、スケベてなんですか！　姉さんこそ、ご主人様に迫ろうとしてるんでしょ!?」

「な、なんやて!?　なんでウチがあんなんに懸想せなあかんのよ！」

　どんどん激しくなっていく姉妹の言い争いに、険しい顔をした衛兵が割って入ろうとした。

「おい、いいかげんに――」

　その瞬間、ふたりはどこから取り出したのかナイフを閃ひらめかせ、階段の上で長ちよう弓きゆう銃じゆうを構えていた衛兵に投げていた。

　ティナとターヤを狙ねらっていたふたりが喉のどを貫かれて階段を転がり落ちてきた。

　メイロンとメイレンは投げると同時に横っ飛びに避けた。放たれた矢は誰だれもいない床に当たる。起き上がったふたりはさらにナイフを放った。メイロンが放ったナイフは命中したが、メイレンの方はかわされた。

「メイロン、任せるで！」

　舌打ちしたメイレンはそう言うや、逃したひとりを片づけるために階段を駆け上がっていった。

　ティナとターヤは自分たちを狙ねらっていた銃口が外れた瞬間、前にいた衛兵に飛びかかっていた。

「貴様ら、こいつがどうなってもいいのか!?」

　ギュレイがレネに剣を突きつけて叫ぶ。

「心配いらねーよ」

　ギュレイが驚く間もなく、レネが手て枷かせをはめられた腕を勢いをつけて振り上げた。剣を木枠で跳ね上げる。

「その手枷を軽々と!?」

　ギュレイは衝撃で一歩下がって剣を構え直した。

「これくらい軽いもんだ。鉱山育ちをなめるなよ」

　レネは手枷を胸の前で盾のように構えてニヤリと笑った。

「いつまで強がれるかっ！」

　ギュレイは剣を振り下ろして斬きりつけた。コンッコンッと木を刻む音がリズミカルに続き、その度にレネは突き出した手に当たらないように向きを調整しながら受け止めた。

　上からかと思えば横から下からと、ギュレイはありとあらゆる方向から斬りかかったが、レネはまるで小こ馬ば鹿かにするように受け止め、反り返ってかわしていく。

「足が自由にならないのを忘れているようだな！」

　上半身ばかりを攻めた後、ギュレイは足を伸ばしてレネの足あし枷かせを蹴けった。

「うおっ!?」

　レネは前のめりに倒れる。

　そこにすかさずギュレイの剣が振り下ろされた。

　手枷を地面につき、体をひねって転がる。直後、剣が地面に当たった。

　レネは手枷を振り回して剣を折ろうとしたが、ギュレイは意図を悟って剣をすぐに引っ込めた。逆に手枷が振り下ろされた瞬間を狙って腕に斬りつけてくる。

　腕を持ち上げて手かせで受け、腰を中心に体を回して、次の攻撃も避ける。

「このっ！　ちょこちょこと動きやがって!!」

　激高したギュレイが剣を大きく振りかぶった瞬間をレネは待っていた。

「食らえっ！」

　両足を一気に伸ばして、がら空きになったギュレイの顔面を蹴り上げた。ガツンといい感触がして、靴底がまともに顎あごに決まった。

　一撃を食らったギュレイは優に二メタは吹っ飛んで、背中から地面に叩たたきつけられた。

「凄すごいですうっ！」

　メイロンの歓声が上がった。

　上体を起こしたレネが仲間を見ると、すでに決着は着いていた。

　衛兵は半数が死に、半数も利きき腕を斬きられたり、意識を失ったりして、残りも動ける状態ではない。

「怪け我がは？」

　レネが訊きくと、四人とも呆あきれたような顔をした。

「大丈夫だよ。それより自分の心配をしてよ」

　ターヤが心配そうに駆け寄って来た。

「レネの傷は？」

「ああ、かすり傷だ。これを外してくれ」

　腕を持ち上げて手て枷かせを示す。

「ちょっと待って」

　ティナが鍵かぎをかけた衛兵の腰にぶら下げられた鍵束を奪うばって戻ってきた。

　何度か試した後、レネはまた自由になった。

「やっぱり軽いな」

　清々したという顔で手を動かして、レネは顔をしかめた。痛みを感じたのだ。見れば、手首と足首に擦すり傷きずができて、血が出ている。

「ほら、あんな状態で無む茶ちやするから」

　ティナがたいした傷じゃないとわかってほっとした表情をする。

「ほんま、あれはうちら並の芸やったな」

　マネをして茶ちや化かしながらも、メイレンは感心した顔だ。

「手当てしますね」

　メイロンはいそいそと袋から薬を取り出した。

　全員の視線がレネに集中していたその一時、

「レーネディア！」

　怒りを込めた叫びにレネは顔を上げた。

　いつの間にかギュレイが起き上がって短たん弓きゆう銃じゆうを構えていたのだ。銃口の先はレネの頭に真まっ直すぐ向けられている。

「やってくれたな、俺おれの顔に蹴けりを入れるとは……」

「ちょっとはマシになったんじゃないか？」

「やかましい！　奴ど隷れいにするのはやめだ。今ここで殺してやる」

　ギュレイが引き金にかけた指に力を入れたその時――。

　突然、重い震動が襲ってきた。ズンッと地響きのような音が聞こえたかと思うと、上の方からホコリが降ってくる。

「何ごとだ!?」

　ギュレイが叫ぶ。この場にいる者に答えがわかるはずもない。

　が、答えは慌あわただしい足音と共に上から降ってきた。

「ヨルクです！　ヨルクが攻めてきました!!」

　上層からの衛兵の叫びだ。

「なんだとっ!?　国境守備隊はなにをしてるんだっ!?」

「北方のエルーラン居きよ留りゆう地ちではありません！　西から来ました!!」

「あの山を越えてきたのか？　そんなバカな！」

　ギュレイが部下と話す間にも震動は断続的に襲ってきた。揺れも激しくなってくる。

「大変そうだなぁ」

　レネが言うと、ギュレイは血走った目でにらみ返した。

「……まさか、貴様が手引きしたのか？」

「オレが？　ヨルクと？　まさか。でも、いつか来るとは思ってたんだろ？　そのくせこの慌てようは不様じゃないのか？」

「予期していない方向から攻められただけだ！」

　ギュレイは忌々しげに叫び返すと、短たん弓きゆう銃じゆうを腰に戻した。

「貴様とはいずれ決着をつけてやる」

「それはこっちのセリフだ」

　レネが言い返す。

「次もこうなると思うな」

　ギュレイは言い捨てると階段を駆け上がっていった。

「放ほうっておいていいの？」

　ギュレイに短弓銃を向けていたティナがレネに訊きく。

「ヨルクが攻めてきたんだろ？　だったら、あいつに自分の軍を指し揮きさせないとな。それよりこっちも考えないと」

　そう言ってレネはエルーランたちを振り返った。

「……あなたはいったい……」

　最後の手段だとばかり、レネは名乗りを上げた。

「レニア・シャールの息子レーネディアだ」

　それを聞いた途と端たん、エルーランたちはその場に膝をついて平伏してしまった。

「やっぱり、な……」

　うんざりした表情でレネが肩をすくめた時、再び震動が襲ってきた。ザザッと上からホコリが降ってくる。

「ここもヤバいんじゃない？」

　ティナが肩にかかったホコリを払った。

「ここから出るぞ！」

　レネは声を上げた。



    

  
    
      



    

  
    
      
　報告がもたらされたのは、もう一時間ほどで夜が明けるという頃ころだった。この六時間後にギュレイの城はヨルクの襲撃を受けることになる。

「ミーガン様、ヨルクが動いたようです」

　偵てい察さつ兵へいがテントの外から声をかけた時、エルラ機関商商兵部部長ミーガン・クライズはまだ寝袋の中にいた。

「入れ」

　応じると同時に寝袋から起き上がり、上着を身につけ始める。その間に偵察兵は淡々と報告を続けた。

「わかった」

　ミーガンはうなずくと、装備をすべて調えてテントを出た。

　向かう先には一際大きなテント。この遠征隊を率いる第四王子デュラン・マルト・バイヨン専用だ。周りには五人の衛兵が立ち、警護している。

　衛兵はミーガンの姿を見ると、一瞬顔をしかめたが、なにも言わずに通した。王族を警護する近衛兵と、ミーガンの属する商兵は仲がよいとは言えない。しかし、ミーガンはデュランのお気に入りで、今回の派兵では主力部隊を率いている。

　ミーガンはテントの垂たれ幕まくの前で逡しゆん巡じゆんした。

　この向こうで見たくない光景が繰り広げられているのではないか。

　そんな疑念がぬぐい去れないのだ。この旅の間、ずっとそうだった。城のデュランの部屋でエルーランの王女レニアの姿を見てから、そんな光景を想像してしまう自分がイヤだった。そのレニアがレーネディアの母親だというのも自分の胸をかき乱す。どうして、あんな軽けい薄はくなヤツのことを考えてしまうのか。

　ミーガンはきっと顔を上げ、声を上げた。

「失礼致します」

　そう断って垂れ幕をめくって中に入った。

「どうした？」

　デュランはすでに服を着ていた。ベッドにも他にも人影はない。女の臭においもない。

　ホッとした自分に腹を立てながら、ミーガンは報告をする。

「ヨルクが動きました」

「そうか……。やはり、早かったな」

「問題は侵入方向です」

「なんだ？」

「ギュレイの城を真まっ直すぐに西から襲ってきたようです」

「山を乗り越えてきたか……。それは予想していなかった」

　デュランは険しい表情で考え込んだ。

「いかがしましょう？」

　ミーガンの問いに答えたのは、穏やかな声だった。

「迷う意味などありません」

　テントの奥から現れたのはレニアだった。捕らえられた時の老婆のような姿からは想像もつかない若い女性――しかも、ミーガンとは対照的なたおやかな美しさ。

　ミーガンの顔が引きつった。

「レニア殿」

　デュランが軽く頭を垂れる。

「ここまで来たのは国を守るためなのでしょう。戦場がどこだろうと、すべきことは同じではありませんか？」

「おまえに言われなくとも、デュラン様はそれくらいわかっておられる」

　不快そうに言うミーガンに、デュランが鋭く言う。

「ミーガン、口を慎め」

「しかし、デュラン様！」

　言い返そうとしたミーガンだが、デュランの険しい目に負けて軽く頭を下げた。

「……失礼致しました、殿でん下か」

　言葉では謝罪したが、ミーガンの態度は謝罪にはほど遠い。



    

  
    
      



    

  
    
      「敬称など結構です。私は今は王女でも何でもないのですから」

　レニアは柔らかく微笑ほほえむと、デュランに視線を向けた。

「デュラン様、私をエルーラン居きよ留りゆう地ちにお送りください」

「そんなわけにいくか！　どうせ逃げる気だろう」

　すぐさまミーガンが反対の声を上げる。

「私はエルーランから追放されたも同然。逃げていく場所などありません」

　レニアの答えに、意外にもデュランはうなずいた。

「わかりました。すぐ手配致しましょう」

「デュラン様!?」

　予想外の答えにミーガンは驚いた。だが、驚きはさらに続いた。

「ミーガン、おまえがお送りして差し上げろ」

　デュランの言葉にミーガンは口を開けたまま動きを止めた。

「わ、私がですか？　しかし、私はデュラン様の――」

「信用できないのなら、なおさらお前が見張っているべきだ。違うか？」

「……それは、そうですが……」

　ミーガンは口ごもった後、強い口調で答えた。

「わかりました。ただし、逃げるようなことがあれば容よう赦しやなく殺します」

「かまいませんわ。よろしくお願いします」

　殺気のこもった視線にも、レニアはあくまでもにこやかに頭を下げた。
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　レネたちが城の地下通路から外に出た時、新たな攻撃が城を襲った。

　ズンッと重い音が背後から聞こえてきた。

　振り返って見上げたレネは信じがたい光景を目にして立ち尽つくす。

　そそり立っていた五本の塔の内、西側の一本がゆっくりと崩くずれ落ちてくるのが見えた。中程から折れるようにして城壁に向かって倒れると、城壁にぶつかって先端が跳ねた。城壁もハンマーで叩たたきつぶされたように崩壊していく。その時になって、ようやく轟ごう音おんが聞こえてきた。

「……城が崩れるなんて……」

　ティナが目を見開いてつぶやいた。

　その声をかき消すような爆音が西の方から聞こえたかと思うと、なにかが上空を飛ぶのが見えた。あまりに早く、はっきりとは見えない。

　次の瞬間、城壁が爆発したように地面諸もろ共とも弾はじけ飛とんだ。土ぼこりがもうもうと舞い上がったかと思うと、かなり離れているレネたちにも小石が雨のように飛んできた。

「なんだ、今のは!?」

　レネが西の方向を見ると、メイレンが答える。

「ヨルクの新兵器やな」

「知ってるのか？」

「詳しいわけやないけど、うちがヨルクを出た二年前にそんな話を聞いたことがあるんや。あっちにはエルラ機関がないさかい、新しい武器を作っとるて」

「それを機関商組合が奪うばって新型長ちよう弓きゆう銃じゆうを作ったってわけね」

　ティナはミーガンが持っていた轟音の出る長弓銃を思い出した。恐らく、この攻撃をしている武器と同じ技術なのだろう。

「でも、ヨルクが開発していたのは、それだけじゃなかったってのがオチか」

　レネの声をかき消すように、また攻撃が始まった。轟音と共に城壁が崩れていく。

「とにかく、ここから逃げるぞ」

　レネが声を上げると、ティナが訊きく。

「どうやって？」

「正面突破だな」

　そう言って、レネは城門目指して駆け出した。

「だと思ったよ」

　ターヤは肩をすくめて後を追う。

　街と城とを繋つなぐ坂道を目指すと、城門を守る衛兵が血相を変えて逃げ出した。

「なんなんや、あれ？」

　ナイフを構えていたメイレンは拍子抜けしたように声を上げる。

「ヨルク軍の先発隊だと思ったんじゃない？」

　ティナが言うように、現在五人の他に八人のエルーランが同行しており、小隊規模の集団になっていた。

　城門をくぐって街に入ると、そこは混乱の極みだった。

　街から避難しようと荷物をまとめる者、馬車や機甲馬に荷物を積む者、すでに駆け出している馬車や機甲馬、着の身着のまま走る者……。衛兵もこの状況下でレネたちと戦う気力はなかったようだ。

「とにかく、馬か機甲馬を手に入れよう」

　レネが混乱に負けじと声を上げる。

「女将おかみに頼んでみましょ」

　ティナはそう言うと、先に立って小走りに歩き始めた。

　混乱の中を走ろうとして、レネはエルーランたちに振り向いた。

「すまないけど、そこで待っててくれるか？　ターヤ、メイロン、メイレン、一緒にいてくれ」

「かしこまりました」

　反対しようとしたターヤとは対照的にエルーラン全員が恭うやうやしく頭を下げ、レネは閉口しながら走り出した。念を押すことはないと走り出す。結局、ターヤだけがついてきた。

「女将！　いるか？」

　店に飛び込むと、タッチの差でティナが先に着いていた。

「あんたたち、無事だったのかい」

　女将は人気のない店の奥から出てきた。

「あんたは逃げないのか？」

　さっき店を後にした時と同じ格かつ好こうでのんびりと出てきた女将の姿を見て、レネは驚いた。

「逃げてどうするのさ？　ヨルクの狙ねらいはまず城主だ。そして、ここを拠点に王国を攻めることだろ？　民間人を殺すより、便利に使った方がいいんだよ。向こうさんもそれくらいわかってるさ」

「もう負けるのがわかってるような口ぶりだな」

「いや、わかっちゃいないさ。でもね、どっちが勝ったって関係ないんだよ、あたしたちにとっちゃね」

　意外な返事にレネは戸と惑まどった。

「王国が負けてもいいのか？」

「あたしら庶しよ民みんにとっちゃね、何事もなく生活できるなら誰だれが王だろうが皇帝だろうが同じなんだよ。もちろん、ひどい政治をするようになったら黙っちゃいないけどね」

「女将おかみの政治信条はいいから」

　ティナが割って入り、レネは我に返って本題を切り出した。

「馬か馬車を持ってないか？　持ってたら貸して欲しい」

「逃げるのかい？」

「いや、エルーラン居きよ留りゆう地ちまで行く。捕まってたエルーランを運んでいかなけりゃならないんでね」

「この戦の真まっ直ただ中なかをかい？　ご苦労なことだね。街の入り口の厩きゆう舎しやに馬車がある。そいつを使いな」

「わかった。ありがとう」

　レネが出ていくと、ティナが女将に声をかけた。

「もっと厳しい要求をされるかと思ったわ」

「ま、若い者が必死になにかやろうとするのを止めるほど野や暮ぼじゃないさ。あんたも本気なんだろ？」

「どうかしらね」

　ティナは肩をすくめる。

「この期に及んで往おう生じよう際ぎわが悪いねぇ、あんたも」

　女将は呆あきれた顔をしたが、目は笑っていた。

「ま、そうやってもがくのも若い者の特権さ。うしろのあんたもね」

　ティナの後ろにいたターヤに声をかける。

「さあ、行くわよ」

　察知していたのか、ティナはなにも言わずに外に出た。

　ティナとターヤが街の入り口についた時、すでにレネは女将の馬がいる厩舎を探し当てていた。

「二頭だけなのか？　馬車があるって聞いたぞ」

　レネは馬番の男に険しい顔を向けていた。

「どうしたの？」

　ティナが訊きくと、レネはがらんとした厩舎にいる二頭の馬を示した。

「四頭と馬車があったんだが、奪うばわれたんだってよ」

「奪われた？　番をするのがあなたの仕事だろう？」

　ターヤが強い口調で馬番に詰め寄る。

「この混乱で皆殺気立ってんだ！　こっちだって抵抗して殴られたんだぞ!!」

　馬番はそう言って額の傷を示す。

「まあ、しょうがねぇか、この状態じゃ……」

　舌打ちをしたレネは必死の形相で逃げていく群衆を見ながら唸うなった。

「でも、これじゃ全員は無理だな」

「全員どころか、私たち五人だけでも無理よ」

　ティナが首を振る。

「他にエルーランが八人、か……。だいたい、オレは馬に乗れないしな」

　レネは周囲を見回して、とても馬車を貸してくれそうな相手などいないのを知った。自分たちを守ることで精一杯なのだ。それどころか、残った二頭の馬も奪うばわれてもおかしくない。

「戦場から離れた方がいいんだろうけど、どこが戦場になるのかわからねーな」

　困った顔で城の方を見たレネに冷たい声が浴びせられた。

「相変わらず行き当たりばったりで無策だな」

　真っ先に反応したのはティナだった。短たん弓きゆう銃じゆうに手をかけ、振り返る。

　数騎の馬が逃げる人の波に逆らうように街に入ってきた。先頭の馬にまたがっているのはミーガンだ。背後には大型の機甲馬もいる。

「こんなところでなにをしてるの？　デュランは？」

　油断なくティナが訊きく。

「デュラン様を呼び捨てにするな！」

　鞭むちのようにビシッと声を上げると、ミーガンは答えた。

「今、こちらに向かっておられる。ヨルク迎げい撃げきのためにな」

「襲撃を予測してたの？」

「当たり前だ。だから、こんな辺境まで足を運ばれたのだ。残念ながら、まさかここに攻めてくるとは思わなかったが」

「デュランにも予想外だったのか……」

　レネは意外そうに唸る。何でも見通しているような自信家だと思っていたのだ。

「で、あなたはこんなところにどうして？　デュランに捨てられた？」

　ティナが嘲ちよう笑しようを含んだ声で言うと、ミーガンは予想外の激しい声を上げた。

「バカな！　私はデュラン様の命でエルーラン居きよ留りゆう地ちに向かっているのだ!!」

「居留地？　どうして、あなたが？　まさか、またエルーランを――」

　ティナが殺気を含んだ目でミーガンを見ると、ミーガンの後ろにいた騎手が馬を進めて穏やかな声をかけてきた。

「ティナさん、ミーガンさんは私を護衛してくださったのです」

　ティナは声の主を見上げ、不審そうな顔をする。

　馬に乗るのは、見覚えのない二〇代半ばの女性だった。輝かがやく長い髪。気品のある顔立ち。細いながらも力強さを感じる存在感。

　レネも不思議そうに見つめていた。見覚えがあるようなないような微妙な引っかかりを感じる。

「私もまだまだ大丈夫かしら？　自分の息子が見とれるなんてね」

「……ク、クソババアか？」

　レネの言葉にティナは目を見開いた。

「レニア様？」

「ウ、ウソだ！　オレのクソババアがこんなにキ、綺き麗れいなわけがないっ!!」

　うろたえまくったレネが叫ぶ。

「バカは放ほうっておいて、ティナさん、今までこんな息子の面倒を見てくれてありがとう」

「い、いえ、そんなことはありません」

「そちらの勇ましい女性は？」

　レニアはターヤを見て尋ねる。

「第七王子マーティン・レードの妹ターヤと申します」

　ターヤは腰を屈かがめる女性の礼をした。男装のままなので違和感がある。

「それではレーネディアの妹になるのかしら？」

「そうです。ですが、血はつながっていません」

「あら」

　その言葉になにか感じたのか、レニアは微笑ほほえんだ。

「バカ息子が世話になったようね」

「い、いえ、ボクの方こそ……」

　頬ほおを赤らめたターヤを見て、レニアはレネに声をかけた。

「レーネディア」

「なんだよ？」

　レニアの声に不ふ機き嫌げんそうに振り向いたレネの視界いっぱいに、でかい石が飛び込んできた。とっさにかわそうと首を振ったが、避けきれずにこめかみの辺りをかすっていく。

「ちょっとは成長したかと思ったけど、まだまだね、あんたは」

「こ、このクソババア！」

　叫んで拳こぶしを振り上げたレネだが、いら立たしげに降ろした。

「……やっぱり本物かよ。すぐ物を投げる癖くせは治ってねぇな」

「あなたもね、おかしなところだけあの人に似ないでちょうだい」

　レニアはどこか嬉うれしそうにそうこぼすと、改まった口調で切り出した。

「レーネディア、あなたがエルーランの元に行きなさい」

「そ、それは！」

　ミーガンが慌あわてて声を挟んだが、レネは面倒そうに応じた。

「オレよりクソババアが行った方が手っ取り早いだろうが。話が通じるのも早いだろ」

「おまえが行く方がいいのです。それに意味があるのですから」

　ミーガンは硬い表情でレニアを見たが、それ以上のことはしなかった。

「どういうことだよ？」

　レネの問いには答えず、レニアはティナに視線を向けた。

「ティナさん？」

「はい？」

「あなたなら里に入れるはずですね？」

「ええ」

「では、またよろしくお願いします」

「――わかりました。引きずってでも連れていきます」

　ティナがにっこりと笑みを浮かべる。

「お、おい、ふたりで納得してんじゃねぇ！」

　慌あわててレネが抗議するが、説明はない。

「だいたい、オレは馬に乗ったことがないんだぞ。どうやって行くんだよ？」

　レネの問いにレニアは聞こえよがしのため息をついた。

「こんな役に立たない息子に育てた覚えはないのにねぇ」

「だったら、ガキの頃ころから馬に乗せろよ！」

「そんな贅ぜい沢たくできるわけないでしょう、あれっぽっちの稼ぎで」

「オレが働いてたんだよ！」

　怒りにまかせて叫んだレネだが、レニアから目をそらせてぼさぼさ頭を指でかいた。

「ああ、くそっ、なんか調子狂うな……」

　レネが舌打ちすると、ミーガンが後ろに顎あごをしゃくった。

「あれを使えばいい。早く行け」

　背後にある機甲馬だ。

「いいのか、そんなことして？」

　意外に思って聞き返したが、ミーガンは難しい顔をしたまま応じた。

「私の使命は王女を送ること。それ以外の命令は受けていない」

　そう言うと、ミーガンはいらだたしげにレネをにらみつけた。

「鈍い男ね、察しなさい！　借りを作るのは嫌いなのよ!!」

「だから、貸したつもりはないって言ったろ」

　ヴォルチに襲われた時に助けたことを言っているのだとわかり、レネは呆あきれて言い返した。自分ではもうとっくに済んだことだと思っていたからだ。

「私が借りだと思ったんだから借りなの。これで返したから」

「わかったよ。そういうことにしておく」

　レネが苦笑を浮かべながら言った時、

「ご主人様！」

　メイロンの声が飛んできた。

　振り返れば、待つように言っておいたエルーランたちも全員揃そろっていた。

「遅いから心配して来ちゃいましたぁ」

「悪いな。けど、ちょうどよかった。オレはエルーラン居きよ留りゆう地ちに向かうことにした。メイロンたちはここに残ってくれ」

「レーネディア様、私たちもご一緒致します」

　エルーランたちの最年長者が言う。

「いや、機甲馬に全員は無理だ。それに数が多いと早く動けなくなる。あんたたちはここでクソババアを守ってくれ」

「クソババア……ですか？」

　エルーランたちは不審そうに首を傾かしげる。

「ああ、あんたらの元王女だってよ」

　レネがそう言って背後のレニアを示すと、エルーランたちの表情が変わった。

「レ、レニア様!?」

　エルーランたちはレニアの姿を見て地面に額をすりつけんばかりに平伏した。

「みんな……私などを……」

　レニアが馬を下りようとすると、恭うやうやしく数人が急いで手を貸した。

「後はよろしくな」

　閉口したレネはさっさとエルーランとレニアに背を向けて、機甲馬に向かって歩み寄った。すぐにミーガンが部下に命令を出した。

「機甲馬を一機、空けろ。私は居留地近くの国境守備隊へ援軍を呼びに向かう。お前たちはここでエルーランたちを守っていろ」

　ミーガンはそう言って馬首を巡らせた。機甲馬から五人の兵士が降りてくると、レネはハシゴに足をかけた。

「レネ、エルーランを頼みますよ」

　レニアが穏やかに言う。

「わかったよ」

　言い捨てると、レネは駆け上る。

「私も！　私も行きますっ!!」

　エルーランの中からメイロンが駆けてくると、ティナより先に登ってしまった。

「あ、こらっ！　抜け駆け」とメイレンが慌あわてて駆け出す。

「抜け駆け？　やっぱりメイレンもレネを狙ねらってる？」

　ターヤが声をかけるとメイレンの動きが止まった。

「え？　いや、そういう意味やのうて――」

　メイレンはつられるように足を止めて答えた。

「レーネディアはずいぶん可愛かわいい女の子たちに縁があったみたいですね。あの人も同じだったから、血は争えないものね」

「そうですね、ホントに」

　ターヤはレニアの言葉に苦笑しながらうなずいた。

「それで、もう決着は着いたのかしら？」

　レニアが問う。

　ターヤは立ち止まり、ティナとメイレンにハシゴを譲った。

「まだです」

　ターヤはティナが登っていくのを見上げ、自分に言い聞かせるようにそう答えた。そして、レニアに尋ねる。

「ひとつお訊ききしたいのですが、『レネが行った方がいい』というのはどういう意味なのですか？」

「この後のことを考えたのです。レーネディアがデュランに対した時、立場が変わる可能性があるということです。私が行ったのではデュランの考えどおりですからね」

「……それは、何か起こるということですか？」

「可能性は考えておかなければいけません。いつも勢いだけでは上う手まくいきませんからね」

「息子さんをよくご存じなのですね」

「もちろん」

　そう答えてレニアは悪戯いたずらっぽく片目をつむった。

「おーい、ターヤ」

　レネの声が窓から聞こえてくる。

「すぐ行くよ！」

　ターヤは答えると、レニアに頭を下げてからハシゴを登った。
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「最短距離を行くわよ！」

　機甲馬の操そう縦じゆう桿かんを握ったティナが叫んだ。

　走り出した機甲馬の中で、レネは左の窓際の席に座って叫び返す。

「このまま行ったらヨルク軍に当たるんじゃないのか？」

「まだ距離がある。それとも怖こわいのか？」

　声は外から聞こえてきた。窓が開いていたのだ。見れば、ミーガンの馬がレネの横に並んでせせら笑いを浮かべていた。

「怖いんじゃない！　行くまでにあの兵器を食らったら死ぬだろ」

「飛んできたら、その剣でなんとかするんだな！」

　ミーガンはそう言って拍車をかけて馬を急がせた。

「無む茶ちやいうなっ！　なにかもわからねーのにそんなことができるかよ」

　レネは言い返してヨルク軍のいる方向を見た。

「敵の武器を教えてやる。新型長ちよう弓きゆう銃じゆうと同じだ。火薬で鉄の弾を飛ばす。城を攻撃しているのは、そのもっと大きな物に違いない」

「火薬で？」

「そうだ。エルラ機関は使っていない」

「だから、あんなでかい音がしたのか！」

　山中でジャックスが使った時、普通の長弓銃とは違う轟ごう音おんがしたのだ。火薬はあまり使われない。扱いづらいのもあるが、エルラ機関で代用できるからだ。レネはエルラ鉱山でたまに大きな岩を壊す時に使うのを見たことはあった。

「我々はエルラ機関に頼りすぎたおかげで武器の進歩が止まってしまった。デュラン様はそう考えておられる」

「武器なんて進歩しなくていいだろ。生活をもっと進歩させろよ」

　うんざりした顔で言うレネだが、ミーガンはそんなことも知らないのかとレネをにらんだ。

「我が国はエルラ機関のおかげでヨルクより進歩している。ありがたく思え」

「そうなのか？」

　レネの問いに答えたのは後ろの席に着いたメイレンだった。ヨルクで数年仕事をしていたはずだ。

「そやな。ヨルクの夜は暗いで。いまだに松明たいまつとランプだけやからな。水道もかまどもあないに便利やないしな」

「我が国の民衆の生活はヨルクより遙はるかに恵まれている。ヨルクが我が国を狙ねらうのはその技術とエルラ鉱こう石せきが欲しいからだ」

「まさか、エルーラン居きよ留りゆう地ちに兵を置いてるのはヨルクから守るためなのか？」

「そうだと言いたいが、それは結果だ。国境に近いところにエルラ鉱石があり、そこに自然とエルーランの生き残りが集まったのも。とにかく、デュラン様は体を張ってでも侵略を防ぐおつもりなのだ！」

　ミーガンはそう叫ぶと、前を見た。

「先に行く。無事に着けよ！」

　言い放ち、馬に拍車をかけてスピードを速めた。見る見るうちに遠ざかっていく。

「こっちはもっと速く走れないのか？」

　レネは窓を閉めて操縦席のティナに訊きいた。

「無理言わないで。あっちは馬にひとりだけ。こっちは五人よ。ひとりだけでも全力疾しつ走そうの騎馬には敵かなわないのに」

「そうか。仕方ないな……」

　レネは残念そうにつぶやいた。

　その間にも重い轟ごう音おんが響き、頭上を砲弾が飛んでいく。右の窓からは破壊されて裸はだかになっていく城の姿が見える。

「しっかし、遠くから撃ってくるだけってのは……」

　承服できないようにレネが言う。短たん弓きゆう銃じゆうどころか剣で斬きり合うのすら主義にあわない。拳こぶしで殴ることで自分も痛みを感じたいという主義だけに、レネにとってこの戦いを認めるのは難しいらしい。

「まず城壁を崩くずして、それから攻め込むつもりなんでしょうね。あの城は守りもしっかりしてるから」

「それにしても、こっちも結構でかい的なんだから、撃ってきたっておかしくないんだけどな」

「ご主人様、撃たれたいんですか？」

　メイロンが不思議そうに言う。

「あんまりそう言うことは口に出さない方がいいよ」

　ターヤが真剣な顔で忠告すると、西側からドンッと爆発音が聞こえてきた。

「やっぱりさっきのなし！　撃ってこなくていい!!」

　レネが慌あわてて取り消す。

「今さら遅いみたいやで」

　窓から外を見ていたメイレンが言った次の瞬間、震動が機体を走り抜けた。

「どうした!?」

　イスにつかまってレネが訊くと、メイレンが冷静に説明した。

「期待どおり撃って来よった。後ろに外れたけどな」

「続いて来ますっ！　右!!」

　メイロンが叫ぶと同時に、ティナは操そう縦じゆう桿かんを左に倒した。

　レネは反対側に体を持っていかれそうになって座席につかまった。

　直後、右から衝撃が襲いかかる。一瞬、機甲馬がバランスを崩しかけたのがレネにも感じられたが、なんとか持ち直した。

「危険だけど、ヨルク寄りの進路に変えるわ」

　ティナはそのまま操そう縦じゆう桿かんを左に倒して進路を変えた。

「敵に近づいてどうするんだよ？」

「砲撃は遠くのものしか狙ねらえないのよ、きっと。だから、近づいて切り抜けるの」

「そうじゃなかったら？」

「その時はその時よ」

　疑わしげに訊きくターヤに、ティナはそう言いきった。

「なんだか、ティナさんがご主人様に似てきたですよぅ」

　メイロンが不安そうな顔をするのにもかまわず、レネは声を上げた。

「わかった。突っ走れ！」

　同時にティナがレバーを一段階押し込んだ。

　グンッと速度が上がり、機甲馬独特の激しい上下動がさらにひどくなった。

「きょ、居きよ留りゆう地ちまで、どれくらいだ？」

「歩いて一日半。黙ってないと舌噛かむわよ！」

　機甲馬なら三時間くらいだろうか。しかし、その間、耐えられるかどうか、レネにも自信がなかった。

　その間にもメイロンとメイレンは窓から砲撃を見て着弾地点を予想して方向を叫ぶ。

「左ですっ！」

「次はそのままで！」

　その度に機甲馬は右に左に方向を変え、加速と減速を繰り返す。乗り心地という点では最悪だ。

「敵陣に斬きり込んだ方が早いな」

　レネは歯を食いしばって呻うめいた。

「うちもそうしたいわ！　あ、前に来るで!!」

　減速をした瞬間、衝撃が機甲馬を揺さぶった。次いで土砂が機体に降りかかり、前面や屋根を叩たたく音が聞こえた。同時に前に放ほうり出されそうになる。

「ひでぇな。こんな攻撃食らって、ミーガンは無事に突破出来たかな」

　レネのつぶやきにティナが反応する。

「あの女が心配なわけ？」

「そりゃまあ、こいつを貸してくれたんだし、王国軍を連れてこないとマズい状況になるしな」

「ふうん……。それだけ？」

「そうだよ。他になにかあるのか？」

　不思議そうに聞き返すレネ。

「別に」

　短く言いながらティナは操そう縦じゆう桿かんを急に倒した。

　レネは転がりそうになりながら踏ん張ったが、天井に頭をぶつけてしまった。

「弾は飛んでないぞ！」

「岩があったから避けたのよ」

　ティナはなんでもないことのように素っ気なく言った。

「なんなんだよ……」

　頭をさすりながら他の三人を見たレネは驚いた。全員予期していたようにしっかりと席につかまっている。特にメイレンとターヤ。

「わかっとらへんなぁ……」

　メイレンが顔をしかめて呆あきれ声を上げた。

「え？　なにがですかぁ？」

　メイロンが不思議そうに姉を見る。

「あんたにゃ、まだわからへんねん」

「バカにしないでくださいよ、姉さん」

「知らなくていいよ、メイロンは」

　ターヤにまで言われてメイロンは頬ほおを膨らませると、レネに視線を向けた。

「みんなして私をバカにするんですね。いいですよぅ、ご主人様とのけ者同士一緒になりますからぁ。ねー、ご主人様？」

「いや、のけ者じゃないぞ、オレは」

　レネはそう答えると、イスに座り直して外を見た。

「ええぇ？　ひどいですぅ……」

　しょぼくれた顔で窓際に移ると、ちょこんと座ってうなだれる。

　その様子を見たレネはメイロンに声をかけた。

「おい、メイロン」

「あ、心配してくれました？」

　嬉うれしそうに食いついたメイロン。

　が、レネは真剣な顔で指摘した。

「そっちは攻撃が来ない方向だぞ」

「あうう……そうでしたぁ……」

　メイロンは頭を押さえると、すごすごと逆の窓に移動した。

「男の気を引く演技するんは、早すぎるわ」

「しかも、相手が悪いよね。あの鈍感だし」

　メイレンとターヤが口々に冗談めかして陰口を叩たたく。

「ご、ご主人様はマジメなんですっ！」

　メイロンは真っ赤になって叫び、その後、しばらくの間、機甲馬の中は静かになった。気がつけば外も静かだ。

「抜けたみたいね。砲弾の攻撃が届かなくなったわ。追手は来る？」

　ティナが訊きくと、メイロンが急いで後方の窓から外を見て報告する。

「大丈夫ですぅ」

　それを聞いて、ティナは機甲馬のスピードを少し落とした。おかげで震動がわずかに小さくなった。

　それを機にレネは操縦席の隣に移ってティナに尋ねた。

「ティナ、向こうの様子を教えてくれないか？」

「様子って？　なにが知りたいの？」

　操そう縦じゆう桿かんを握りながら、ティナは聞き返す。

「まず周辺の地理かな」

「国境は南北に走るふたつの山脈の裾すそが交ざる辺りにあるの。だから、ここは標高も比較的低いし、一番越えやすいところ。大部隊が侵攻してこられるのは、ここしかないわ。だから、ここを対ヨルクの拠点にしてるわけ。王国軍の国境守備隊駐ちゆう屯と地んちはこの裾すそ野のにあるわ」

「居きよ留りゆう地ちは近いのか？」

「駐屯地も居留地の一部だけど、エルーランたちが住むのは、そこから少し離れた森や洞どう窟くつよ」

「一カ所じゃないのか？」

　レネは驚いて聞き返す。

「そうね。少なくとも四つの集落があるわ。実際にはそれより多いと思う」

「それは面倒だな。で、クソババアは村の王女なのか？」

「エルーラン全体の王家だけど、離れて暮らしてるから見知ってる集落もあれば、そうじゃない集落もあるみたいね。まして、二〇年近く前に出られたわけだから」

「そうか。だから、さっきのエルーランたちはオレを見てもわからなかったんだな」

　ギャンニのところにいた奴ど隷れいたちは顔立ちだけでレネの血筋がわかったのに、どうしてだと思っていたのだが、ようやく、レネにもその差が納得できた。

「でも、まだそんなこと言ってるの？」

　ティナが苦笑しながら言う。

「なにがだ？」

「レニア様のことクソババアなんて」

「ずっとそうだったんだ。急に変わるかよ。それに中身は変わってねーし」

　投げられた石が当たったこめかみを押さえて顔をしかめる。

「お綺き麗れいになってらっしゃったわ。やっぱりエルーランは長命なのね。あれじゃレネのお姉さんくらいに見えるわ」

「そうか？」

　ふーんと鼻を鳴らし、ティナは小さく笑った。

「見とれてたわよね」

　レネはワンテンポ遅れて声を上げる。

「みっ、みとれるわけないだろ！」

　必要以上に大きく響いた声に後ろの三人が顔を見合わせた。

「反応が妙みように激しいね」

「あやしいですぅ」

「レネはんの好みがわかったで」

　レネの様子をうかがいながら口々に好き勝手なことを言う。

「おまえらな、オレをからかうんじゃない」

　レネは背後に向かって声を上げると自分の席に戻っていった。

「まったく……なんで、オレがクソババアに……」

　腕を組んで座り、ブツブツとつぶやく。



    

  
    
      



    

  
    
      　そして、二時間後――。

「見えてきたわ」

　ティナの声に弾はじかれたように、レネはハッチを開けて梯はし子ごを登った。風の中に上半身を出して見る。

　窓から外を見たメイロンたちから歓声が上がった。

　レネも初めて見る母の故郷に感慨深いものがあったが、それよりも単純に風景の美しさに驚いた。

　左右からふたつの山脈がなだらかな傾斜を持って折り重なっている。まるで緑の絨じゆう毯たんが左右から広げられたようだ。そこにちょうど夕ゆう陽ひが沈んでいく。大地の緑に、赤とオレンジの光に雲が照らされて複雑な光景が生まれていた。

「綺き麗れいですね」

　いつの間にそこにいたのか、ターヤがハッチの隙すき間まから顔を出していた。銀髪に夕陽が映はえて赤く染まっている。

「ああ……」

　レネはつぶやいてターヤを見た。

　その髪の色に赤毛のポニーテールが脳裏に浮かんだが、さすがにそれは口には出来なかった。

　　　３



　機甲馬は森に入る手前で止まり、レネたちは全員降り立った。

　初めて機甲馬に乗った時は、地面に降りるとまだ動いているような錯覚に陥ったが、何度も乗ってきたおかげか、さすがにそこまでひどい症状は出なかった。

　周囲は暗い森。これまで経験してきたよりも木が高く、枝葉は鋭い。木々の間にある下した生ばえも深く、歩きづらそうだ。

「そろそろ陽が落ちるわ。急いだ方がよさそうね」

　ティナはそう言って先に立って歩き出した。

　道のない森に分け入ると、周囲は一段と暗くなってきた。ティナがエルラ機関の明かりを取り出し、点灯する。前方に白い明かりがまるで道を作るように闇やみを貫いた。

　下生えをかき分けるガサガサという音が続く。

「歩きづらいですぅ……」

　と、メイロンが口をへの字に曲げてつぶやいた。

「意外だな。こういうのは得意じゃないのか？」

　レネが驚いて訊きくと、メイレンもうんざりした声を上げる。

「これはうちでもつらいわ。なんせ草の背丈が高いだけやのうて、密度も高いわ。普通やったら木の上を行くんやけどなぁ」

「別に音を立てたっていいぞ。どうせオレたちが音を立ててるんだから」

「でも……」

　それでもメイロンは居心地悪そうに草を避けて歩く。

「自分の周りから音が出ないのが普通ですから……」

「なんや、気持ち悪ぅて……」

　メイレンも引きつった顔でそう応じた。

「職業病だね」

　ターヤはそう言って笑う。

「そんなに気味悪いなら、木を伝っていってもいいぞ」

　レネが言うと、ティナが口を挟んできた。

「それはしない方がいいわ」

「どうしてだ？」

「エルーランたちが警戒するかもしれないから」

「警戒ってオレたちは味方だぞ」

「それは向こうからはわからないでしょ。しかも、真っ暗だし」

「……そうか。そういうことで、しばらく我慢してくれ」

「わかりましたぁ……」

　メイロンは居心地悪そうにうなずいた。葉っぱにすれてカサッとかすかな音がする度に顔をしかめる。

　いっそのこと肩車でもしてやればいいのかと、レネは思った。が、メイレンもいるわけだし、無理だなと思い直す。

　それを感じ取ったのか、メイレンがレネをジッと見上げている。

「ダメだぞ」

　釘くぎを差そうとレネは先に首を振ってやった。

「へ？　なにがや？」

　メイレンはきょとんとした顔をする。

「オレを見てたから、なにか言いたいのかと思って」

　誤ご解かいだったかとレネが慌あわてて言いつくろうと、メイレンは鼻で笑った。

「自意識過剰やな。向こうになにか見えたような気がしたんやけど……」

「なにか？」

　怪け訝げんそうにメイレンの視線の先に振り返る。

　その時、ボウッと薄い緑の光が視界の隅に映った。

　レネは目を凝らしてその光を見ようとしたが、見ようとすればするほどはっきりと見えない。そのうちに、別のところにも光が灯ともり始めた。

「うわぁ、綺き麗れいですぅ……」

　メイロンが口をぽかんと開けて声を上げた。

「この光って、もしかしてエルラ鉱こう石せきなのか」

「そうよ」

　レネの問いにティナは短く答えた。

「鉱山でもこんなにはっきりとは光らなかったな。よっぽど純度が高いってことか」

　エルラ鉱石は光に当てると、しばらくの間、ぼんやりと光る。鉱山ではよく見かける光景だが、外でこんなに光っているのは見たことはない。それに大きさも明るさも段違いだ。

「これがこの辺りでエルーランが生き延びた理由よ」

「なるほどな」

　レネはティナの説明に納得した。エルラ鉱石はエルーランにとって必ひつ須すのエルラを放出する。これだけ純度の高いエルラ鉱石があるということはエルーランにとっても生きやすいのだろう。

「地面にこれだけ出ているということは、地中にはどれだけあるのかわからないね。ディガーからすると宝の山だよね？」

　ターヤのつぶやきに元ディガーだったレネは近くの輝かがやきを指した。

「そうだな。そこの塊だけで一年くらい暮らせそうだ」

「ええ。だから、機関商組合はここを狙ねらってるのよ。邪じや魔まなエルーランを排除し、エルラの力を研究するために、私はエルーランを捕まえたり、殺したり――」

「それはもういい」

　レネは強い口調でティナの言葉を遮さえぎった。しかし、ティナは首を振った。

「多分、エルーラン奴ど隷れいの禁止を有名無実にしたのも機関商と結けつ託たくしたデュランだと思う。エルーランとの融和を考える陛下が邪魔だったのよ。だから、殺害して、レネに罪を着せた。他の王子にバーンエルラの剣のことを知らせたのも、きっとデュランよね」

「まだ決まったわけじゃない」

　レネは軽く答えた。

「でも、他に考えられないでしょう？」

「まあ、可能性は高くなったよな。オレより継承順位の高い連中はみんな否定してるわけだしな」

　そう答えるしかなかった。幼おさ馴なな染じみという関係を考えれば、ティナが一番考えたくない可能性だ。それを口にしたということは、ティナが考え抜いて達した結論なのだから。

「とにかく、今はエルーランの村に行くことを考えよう」

　ターヤの提案にレネは感謝した。

「そうだな」

　そう言ってティナの肩をポンと叩たたく。

「そうね。私がやるしかないわよね」

　歩き出したティナがつぶやく。それは草ずれの音にまぎれてレネの耳には届かなかった。



　歩き出して一時間ほどたっても森の様子に変わったことはなかった。完全に陽ひが落ち、エルラ鉱こう石せきのぼんやりした光も薄れてきた。もはやティナの持つ明かりだけが頼りだ。

「まだなのか？」

　レネが尋ねると、ティナは無言のままさらに進み、地面に屈かがみ込こんだ。

「なんだ？」

　怪け訝げんに思って訊きくと、ティナは少し悔しそうな声で答えた。

「もう着いてるわ」

「え？　ここか？」

　レネは周囲を見回した。しかし、これまでとまったく変わらない森の中だ。家どころか洞どう窟くつすらない。

「どこに家があるんだ？　人の姿も気配もないじゃないか」

　レネが言うと、ティナが悪戯いたずらっぽく笑う。

「見えない？」

　そう言って周囲に腕を振ってみせる。

「なにも見えないけど……」

　ターヤも首を振った。

「なにもありませんよぉ」

　メイロンも途方に暮れた顔。

「なんや妙みような感じがするんやけど……。人がおらんのに気配だけちょっとある……」

　メイレンは緊張した表情でナイフを取り出した。

　それを見てティナが慌あわてて両手を掲げた。

「もういいでしょ。私の顔を忘れた？　それとも合い言葉を言う？」

　ティナは誰だれに向けてなのか、声を張り上げた。

「それが決まりだ」

　どこからかおもしろがっているような嗄かれた声が返ってくる。

「わかったわよ。変に固いのは相変わらずね」

　そう言うと、ティナは耳慣れない言葉を口にする。鳥の鳴くような声だが、歌うように唱えたのは確かになにかの言葉のようだった。

「了解した」

　満足そうな声が消えると、レネは目を見張った。周囲の光景が氷が溶けるように消え去り、代わりに木の上に家が見えたのだ。しかも、それまではほとんど闇やみ夜よだったのに、ランプの明かりが至る所に灯ともっている。

「幻まぼろしなのかな、これは」

　ターヤが目をこすりながらつぶやいた。

「エルーランの力か！」

　ようやく気がついてレネが声を上げる。

「そういうこと。エルーランはこうやって自分たちの身を守ってきたの」

　ティナはそう言うと、歩み寄ってきた壮年の男に手を掲げて挨あい拶さつした。

「久しぶりね」

「半年ぶりにやってきたかと思えば、ずいぶん人数が増えているな」

　薄明かりの中、男はレネたちを見回した。

　細い体型が多いエルーランの中でも、比較的がっしりした男だ。四〇歳程度に見えるが、長命のエルーランだけに、実際はもっと年配かもしれない。

　男はレネの顔で視線を止め、一歩近づいた。

「……まさか、この方は……」

「そうよ。レーネディア・シャール殿でん下か」

「気持ち悪いからやめてくれ」

　ティナの言葉にレネは不快そうに顔をしかめる。

「生きていらっしゃった……」

　男はレネの前に進み出ると、膝をついて頭を垂れた。

「お、おい、やめろって！　とにかく立て。顔を上げろ」

　レネが心底イヤそうに言うと、男は顔を上げた。しかし、立とうとはしない。ジッとレネの顔を見て、感かんに堪たえないと声を上げた。

「やはり、お顔があの方に似ておられる」

「あの方ってクソババアか？」

「ク、クソ……？」

　男は絶句した。

「……あの、レニア様をそのようにお呼びなのですか？」

「根性の悪いババアだからそれで充分なんだよ」

「……とおっしゃると？」

「こっちが油断してると物投げつけてくるし、口も悪いし、きつい仕事ばっかりさせられるし……。とにかく、クソババアで充分なんだよ」

「レニア様がそんな……」

　男はかなりのショックを受けたように茫ぼう然ぜんとしていた。それを見かねたようにティナが肩を叩たたく。

「まあ、色々あったみたいよ。後で説明してあげるわ」

　ティナはそう言うと、男に立ち上がるように促した。が、男はレネの方を見る。

「ああ、もういいよ」

　レネが面倒そうに言うと、ようやく男は立ち上がり、一歩後ろに下がった。ティナに向かって尋ねる。

「それでレニア様は？」

「お元気よ。実はここに来る前にもお会いしたんだけど、色々あってレネだけ来ることになったの。詳細は後で話すわ」

「そうだな。殿でん下かをこんなところでお待たせするわけにもいかない」

「だから、殿下ってのはやめろって」

　レネは嫌がったが、男は真ま面じ目めな顔で答える。

「しかし、殿下は殿下です」

「殿下は殿下かもしれねーけど、オレは殿下じゃねーから！」

　メイロンがはしゃいだ声で割り込んでくる。

「やっぱり、ご主人様じゃなくて王子様の方がいいですよね！」

「よくねーっ！」

　声を張り上げて、レネはエルーランたちの方を見た。

「頼むからやめてくれ。だいたい、オレが王子だとかあんたらは認めてるのかよ？　あんたはいいのか？」

　レネは男を指さしたが、真剣な表情で尋ね返された。

「なにか問題でもございますか？」

「オレは人間との混血だぞ？　いいのか？」

「それがなにか？」

　本気で理解できないように首をひねられ、レネは二の句が継げなくなった。

「あなたにはちゃんと説明するわ。とにかく、今は移動しましょ」

　ティナに肩を叩かれ、レネは仕方なく歩き出す。

「いつものところでいい？」

　ティナが振り返って男に訊きくと、真剣な顔で首を横に振られた。

「いえ、殿下には別の部屋を用意させていただきます」

「遠慮したいんだけど……ダメみたいね。用意できたら呼びに来て」

「わかった。では、殿下にはしばらくの間だけ窮屈な思いをしていただくことになりますが――」

　機き嫌げんを伺うように顔を見られ、レネは軽く応じた。

「いいから気にしないでくれ」

　そして、ティナに訊きく。

「いつもあんな調子なのか？」

「ファルレ？　固いのよね。悪い人じゃないわ。私を助けてくれたのも彼だし」

「そうなのか」

　唸うなりながら、レネは去っていく男の背中を見送った。そして、ふと気づく。

「そういや、あの顔、どっかで見たような気がするんだけどなぁ。でも、エルーランに知り合いはいないしな」

「解放した奴ど隷れいの誰だれかとか？」

「うーん……」

　レネが唸っている間に、先導するティナは足を止めた。

「ここが私が使っていた家よ。まだ誰も使ってないみたいだから、とりあえずここ使って」

　レネは家を見上げた。大きな木の枝に床を渡し、複雑に組み合わせてある。壁も窓もきちんとあり、一部を見ただけでは地上の家と変わりはない。決定的に違うのは、枝にあわせてあるので、二階三階と上に伸びているのではなく、幹を取り巻くように螺ら旋せんになっていることだ。

「木の上のお家って素敵ですねぇ」

　メイロンが見上げて目を輝かがやかせる。

「ここでご主人様と一緒にご飯を食べたり、星を見たりしたいですぅ」

「あほ！　シャルみたいに妄想を口走らんとき!!」

　メイレンがスカーンとメイロンの頭を叩たたく。

「ずいぶん健全な妄想だったけどね」

「そーですよぅ！」

　ターヤが感想を口にすると、メイロンはメイレンに向かって口をとがらした。

　そんな漫まん才ざいのようなやりとりが繰り広げられている間に、レネはハシゴを登って家に上がっていた。

「私の家にようこそ。ここに男が入ったのは初めてよ」

　ティナは珍しく芝居がかった仕草でレネを家に招き入れた。

「そうなのか。なんか、嬉うれしいな」

「そ、そう？」

　ティナは嬉しそうに笑ったが、レネはすでに物珍しそうにあちこち見回っていた。

「これを一軒まるまる使ってたのか？」

「そう。誰も住んでなくて、古いけど直せば使えるからって。直しながら、ここで一年暮らしたわ。それで自分のやってきたことを思い返してたの」

　留守の間にたまったホコリを払いながら、ティナは懐なつかしむように周囲を見た。

「狭そうに見えたけど、広いな。クソババアとあの狭い部屋で暮らしてたから、えらく違うなぁ」

　レネは隣の部屋を見て戻ってきた。

「そうね……。私の方がいい暮らしして悪いわ」

「別にそんなつもりで言ったんじゃねーから。でも、これだけ広けりゃ一緒に住めるよな」

「え？」

　一瞬、ティナの目が驚いたように大きくなる。

「無理か？　五人でも大丈夫だろ？」

　レネが登ってきた他の三人を示して言う。

「……そ、そうね」

　ティナは慌あわてて相づちを打った。

「期待したらあかんで」とメイレンが肘ひじで突く。

「わかってるわよ」

　ムッとしたようにティナはメイレンをにらみ返した。



    

  
    
      



    

  
    
      　視界の外でそんなやりとりがあったことなど知らず、レネは今度は反対側の部屋を見に行った。

「オレが上の方に住めば、邪じや魔まにもならないよな」

　上を見上げるレネにメイロンが声を上げる。

「ご主人様、ダメですよぅ。上は私のものですから」

「そうなのか？」

「なんとかは高いところが好きやて言うしな」

「違います！　上だと真っ先に敵を発見できるからですぅ!!」

　メイレンがからかうと、メイロンは声を上げた。

　と、そこにファルレが下から声をかけてきた。

「お食事のご用意が出来ました。みなさん、おいでください」

「わかったわ」

　ティナは下を見下ろして答えた。



　　　４



　食事の会場というのは崖がけに口を開けた洞どう窟くつだった。

「申し訳ありません。広い場所はこちらしかありませんので」

　ファルレがレネに対して頭を下げる。

「木の上じゃ広いスペースは取れないもんな。いいじゃないか。雰囲気もいいし」

　レネは周囲を見回して言った。

「そうですよ。ロマンチックでいいじゃないですか。ロウソクとか雰囲気ありますよね」

　メイロンは本気ではしゃいでいる。

「そう言っていただけると助かります。食事はすぐに持って参りますので」

　ファルレは深々と礼をすると、近くの席に座ろうとしていたレネに声をかける。

「レネ様はあちらに」

　最も奥の座席を示され、レネは面倒そうに答える。

「いや、オレはここでいいぞ」

「そこは末席です。レネ様はあちらにお座りになりませんと、ご用意が出来ません」

　真剣な表情で言うファルレに、レネは仕方なく席を立って奥に移った。

「粗末な物しかご用意できませんでしたが、明日はもっといいものを手に入れて参ります。申し訳ございません」

「気を使わなくってもいいって」

　レネは辟へき易えきしたように言うと、席に着いた。

　運ばれてきた料理は王族に出すとはとても思えないほど質素なものだった。肉や魚の類はなく、草や果物だけ。味つけも塩が少しだけで、ほとんど自然のままだ。

「どうした？　食ってないじゃないか」

　二口三口、口をつけただけでフォークを置いてしまったターヤを見てレネは怪け訝げんそうな顔をする。

「ちょっと食欲がないので……」

「そうか？　大丈夫か？」

「ボクのことは気にしないでいいよ」

　ターヤは口を押さえた。メイロンとメイレンも微妙な顔をして、平然としているのはティナだけだ。

「ご馳ち走そう様さま。旨うまかったよ」

　食べ終わったレネは頭を下げて礼を言うと、立ち上がった。

　その前にファルレが歩み寄る。

「やはり、あなたはレニア様のご子息ですね」

「今さらなんだよ？」

　怪訝そうに訊きくレネ。ファルレの物腰や口調も微妙に変化している。それまでの過剰なまでの敬語ではなく、少し丁寧になった程度だ。

「確かにレニア様のご子息だという確証あかしが欲しかったのです。それに、ご子息だとしても、相応ふさわしい方かどうかを確かめたかったのです」

「それで、なにがよかったんだ？」

「人間の王子のように権力や金に溺おぼれたり、他人を軽んじるようなことがないかどうか。王族というものを誤ご解かいしていないかどうか。そんなことです」

「誤解？」

「王家というものは民から搾さく取しゆするものではなく、民の先頭に立つものです」

「ああ、ギャンニとか第一、第二王子は搾取することしか知らなかったな」

「なにより、あなた様はいつも民の目線と同じでした」

「いや、オレは自分が王子だって思ったことがないだけだ」

「それで充分です」

「ホントにそうか？」

「はい。合格です」

　ファルレが軽く頭を下げると、ティナが笑って言う。

「レネに足りないのは行ぎよう儀ぎ作法と威い厳げんだけね」

「どうせオレはなにも知らないガキだよ」

　バカにされたと思ったのか、ふてくされたような顔をするレネを、ティナは真まっ直すぐに見た。

「だからいいのよ」

　ティナは笑みを浮かべたまま、そう言う。

「そういうことをいうと、ずっとこのままでいるぞ」

「その方がいいわ」

「……そ、そうか？」

　なぜか照れくさくなり、レネはティナから顔を背ける。そして、ファルレに声をかけた。

「そういや、あんたの顔をどこかで見たと思ってたんだが、名前で思い出した。マルレって親しん戚せきがいるか？」

「シャルの街で会ったエルーラン？　そういえば似てるわね。メイレンとターヤは知らないか。メイロンは見てるわよね？」

　ティナが言うと、ファルレが驚いた顔をした。

「マルレをご存じなのですか？」

　ファルレがレネとティナに尋ねる。

「マルレは私の弟です。二年ほど前に姿を消し、捕らえられたのだと思っていました」

「……そうか」

　レネは複雑な表情でファルレを見た。

「今、どこに？」

「見み世せ物もの小屋にいたんだが、オレたちを逃がそうとして……」

　レネは頭を下げた。

「すまん！」

「……いえ、殿でん下かを助けて死んだのなら本望だったでしょう。あいつはレニア様の護衛もしておりましたので」

「そんなこと言ってたな……」

　レネは思い出していた。自分の力を使って死んでいったマルレの姿を……。レニアを見知っていたから、レネのこともわかったのだと。レネの幼い頃ころも知っていたと。そう言っていた。

「そうですか……。死にましたか……」

　力なくつぶやくファルレの肩にレネは手をふれた。

「気を落とすなよ」

「……大丈夫です。こちらへおいでください。長老がお会いします」

　メイロンたちが顔を見合わせるのを見て、ファルレは微笑ほほえんだ。

「皆様もどうぞ。お口直しの料理もありますから」

「は～い、行きま～す！」

　真っ先にメイロンが声を上げたせいで、雰囲気が明るくなった。ターヤも笑ってうなずいた。

　長老の家に行く間、ファルレのテストに合格したせいか、来た時にはなかった視線があちこちから感じられた。

「み、見られてますよぅ……」

　メイロンが落ち着かない様子でレネにささやく。

「別にメイロンを見てるわけじゃないだろ。オレに集中してるぞ」

「でもでも、見られるのに慣れてないんですぅ……」

　メイロンは周囲を上目づかいに見ながら小さい体をさらに小さくした。

「うちらはいつも逆の立場やもんなぁ」

　メイレンも落ち着かなげにきょろきょろしている。

「今日は意外なふたりが見られる日だね」

　ターヤは笑う。

「確かにメイ一家みたいな仕事してると、世の中が物騒じゃなくなると普通の暮らしに困りそうね」

　ティナは笑いながら言うが、レネは真剣な顔でメイロンに謝った。

「悪いけど、メイロンたちが暮らしにくい世の中にしないといけないんだ」

「大丈夫です！　ご主人様のためなら我慢しますから!!」

　そう言うと、メイロンは両手で耳を押さえ、うつむいて目を閉じてしまった。

「……なんか、悪いことして叱しかられたガキみたいだな」

　レネはメイロンの様子を見て苦笑した。

「ホントね。なにやったのかしら？」

　ティナもつられて小さく笑う。

「おねしょやな。こいつ、七歳までおねしょしとったんやで」

　なにを言われているのかわからないはずのメイロンはいきなり声を上げた。

「姉さん！　私より姉さんの方が遅くまでやってたでしょ!?」

「……こ、この……ずっと秘密にしてきたのに！」

　メイレンは真っ赤になってメイロンを追いかけ始めた。

「ふたりは放ほうっておきましょ」

　ティナはレネの背中を押して歩き出した。

「え？　でも、あいつらだって――」

「あのふたりにはメイ一家という仕事があるわ。知らない方がいいこともある。それを察知してメイレンは遠慮したのよ」

「そうなのか？」

　とてもそうとは思えない鬼気迫る様子のメイレンに、疑わしそうな目を向けながらも、レネはファルレの案内する家に向かった。

　村の中心にある一際大きな木には最も大きな家が乗っている。そのすぐ隣にある比較的小さな木の上にある小さな家だった。とは言っても、さっきのティナの家と比べると、木が大きなこともあって比べものにはならない。隣に大きな木があるために小さく見えてしまっただけだ。

　ドアはティナの家のように蝶ちよう番つがいで開け閉めするタイプではなかった。横に滑らせるタイプで、それを開けると、そこは大きなひとつの部屋になっていた。真ん中に二メタほどの正方形の低い机があり、その周りに座布団が置かれている。イスはない。

「お座りください」

　ファルレが座布団を示す。

　慣れない格かつ好こうでレネたちは座布団に座ってあぐらをかいた。

「あんたが長老か」

　レネは正面に座った老人に尋ねた。

　一見すると、レネが一緒に暮らしていた頃ころのレニアより少し年上のようだ。つまり、人間なら六〇歳くらい。しかし、レニアが年老いて見えたのはエルラがない環境だからだ。ここには豊富なエルラがあるはず。となれば、年齢はもっと上だろう。

「さよう。ヤムレンと申す。王家にはレニア様の祖そ父ふの代からお仕えしておる」

「エルーランって長命なんだよな？」

「さよう。通常なら人間の倍は生きる」

「ってことは、あんたは何年生きてるんだ？　オレの曾そう祖そ父ふってことは一〇〇年は越えてるよな？」

「長老は先の戦争の唯一の生き残りです」

　ファルレが口を挟む。

「先の戦争って、まさか二〇〇年前のか？」

「他にエルーランには戦争と呼べるものはない。ワシはあの時、最前線で戦う若者だった。もう、皆死んでしもうたがな」

　さらっともの凄すごいことを言われ、レネは絶句した。思わずティナに視線を向ける。

「知ってたか？」

「そこまでは知らなかったわ。直接長老様とお話ししたこともなかったから……」

　ティナの表情も強こわばっていた。ターヤは口をポカンと開けている。レネ以上にエルーランというものに対する知識がなかったのだから当然だろう。

「それじゃ、教えてくれ。この剣だ」

　レネはバーンエルラの大剣を机の上に置いた。

「これと同じ物を遺い跡せきの中で見つけた。その遺跡には壁画があって、人間とエルーランの歴史が描かれていた。壁画には大量の剣が出てきて、人間を殺していた。あれは本当のことなのか？」

　長老は剣にはふれようともせずにうなずいた。

「確かにこの剣は先の大戦で我らエルーランが造り出したもの。柄の根元にあるのは、王家が保管し続けた呪のろわれた石」

「呪われた……石……？」

　レネは驚いて聞き返す。

「さよう。我らエルーランは人の知恵を利用し、エルラを使って剣を生み出した。そして、その力を振るい、数多くの人を殺したのだ。そして、気づいた。我らも人と同じなのだと。相手の力を奪うばい、その力で相手を殺す。我らは自らを恥はじ、剣を封印し、人と離れることを選んだのだ」

「それがあの遺い跡せきね」

　ティナが言うと、長老は唸うなるようにうなずいた。

「あれはまた見に行かないとな」

　レネが言うと、ティナは耳元でささやいた。

「あれ、爆破されたのよ」

「ええっ!?　爆破ぁ？」

「こ、こらっ！」

　驚いて思わず声を上げたレネをティナが慌あわてて口を押さえようとした。しかし、すでに遅かった。

「なんだね？」

　長老が鋭い目でティナを見、観念したティナは叱しつ責せきを覚悟で白状する。

「実は、その遺跡は爆破されて埋まってしまいました。内部は無む茶ちや苦く茶ちやで……」

「……そうか。呪われたものだ。そうなる運命だったのだろうて」

　長老はため息をついてうなずいた。

「それじゃ、エルラ機関ってのは元々エルーランが作ったものなのか？」

「そのとおり。戦場に我らが残した剣を人が手に入れ、彼らなりに作り変えたのだ。そして、二〇年ほどの後、思いもよらぬ使い方を見みい出だした」

「思いもよらない使い方？」

「人を殺すために作られた力を利用して水を導き、火をおこし、闇やみに明かりを灯ともす……。戦いとは関係のない使い方をするのならよしとしよう。身を隠していたワシらもそう考えておった。人は賢かしこくなったのだと。しかし、そのうち武器を造り、ワシらを捕らえに来る者が出始めた。生き残った者はこの地域に集まり、人から身を守ろうとした」

「それがさっきの幻まぼろしってわけか」

「この森に入るには合い言葉を言わねばならん。たとえ、王族だろうとな」

「そのわりにたくさん捕まって奴ど隷れいになってるよな」

「外があることを知った若い者たちを止めることはできん」

「危険なんだったら止めりゃいいだろ？」

「殿でん下か、大人に止められて素直にやめますかな？」

　真まっ直すぐに訊きかれて、レネは唸うなった。

「……止めねぇ、よな」

　苦笑を浮かべて答えるレネに長老はうなずいた。

「それが答えですよ。危険というものは自ら身をもって感じ、自らで距離をわかるしかない。他の者が、特に大人が厳しく言い聞かせたり、禁じても無意味なのです」

「エルーランってのは自由なんだな」

「さよう。その代わり、危険と責任という代償もついてくる。それを忘れないことが肝要なのだよ」

「クソバ――いや、母親が外に行くのを許したのも同じか？」

「あの方の場合は事情が違いました。すでに貴方あなたがお生まれになり、さらに相手が人の王でした。貴方の成長は人よりは遅いものの、我々より遙はるかに早い。そこで、貴方を人として育てることを選ばれたのです」

「やっぱり、オレは人間の方に近いのか？」

「そうとは限りません。現にその剣を使うことがお出来になったようですし」

「エルーランしか使えないのか？」

「その石を動かすにはエルーランの力が必要です。人には出来ることではありません」

「やっぱりそうか……」

　レネはこれまでのことを思い出した。石をはめる前ならリアムにも抜けた。しかし、石をはめた後は誰だれも抜けなかった。石をはめたことによって剣が作動し、エルーラン以外には抜けなくなったのだ。

「さっきから気になってるんですけど、この剣って武器なんですよね？」

　ターヤが遠慮がちに口を開いた。

「そうだ。これで多くの人の命を絶った」

「でも、レネはひとりも――」

「いや、それは――」

　レネがターヤの問いを制して答えようとした時、外からメイロンの声が聞こえてきた。

「ご主人様、外でなにか起こったみたいです」
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　レネが外に出ると、若いエルーランが駆けてくるのが見えた。

「どうした？」

　レネが訊きくと、エルーランは戸と惑まどった顔をしてレネを見る。

「レーネディア殿でん下かだ」

　上から長老が声を上げ、その若者は慌あわてて膝をついた。

「それはいいから」

　レネはうんざりした顔を隠そうと手で口を覆おおった。

「申し上げます。人の軍が移動を開始しました。ほぼすべての軍が移動し、残ったのは四つ足が六つと兵士数十人だけです」

「機甲馬六機と数十人の兵士だけ？」と、ティナが驚いて声を上げる。

「国境の守りは最小限にしてほぼすべてをギュレイの城に向けたのか」

　レネがつぶやくと、背後から長老がやってきて問いかけた。

「どういうことですかな？」

　長老の問いにティナが答えた。

「今、シュミットの街をヨルクが攻撃しているんです。兵力をあちらに向けたのでしょう」

「あの山を越えたと言われるか」

「そうとしか考えられません」

「しかし、あの山を大部隊が越えられるとは思えぬのだが……」

　長老は不思議そうに言う。

「王国軍も商兵軍もそう考えていたようです。レニア様は王国軍の元におられました。最初はここが戦場になると考えてエルーランの待たい避ひを考えてレニア様を取り込んだのだと思います。実際にはその隙すきにエルラ鉱こう石せきを奪うばう算段だったのかも知れませんが……」

　ティナの説明が終わらないうちにレネは駆け出していた。

「メイロン、来い」

「はいっ！」

　打てば響くようにメイロンはレネの後に続く。

「どうするの!?」

　ティナの叫びにレネは振り返って叫び返す。

「国境の様子を見に行く！」

「場所はわかってるの!?」

「……あー、知らねーけど、多分大丈夫だ！」

　一瞬、返答に迷ったが、レネは止まるのが面倒だというように走り続けた。

「ファルレ、案内して差し上げろ」

　その様子を見た長老が言い、ファルレはうなずいてレネの後を追って駆け出した。

「いつもああなのですかな？」

　長老がティナに視線を向ける。

「そうですね。考えるより動けという感じで」

「それを諭さとさないのですかな？」

「間違ったことをしているわけではないですから」

「信用しておいでのようだ」

「レニア様の教育が間違っていたとは思えないので」

「確かに、レニア様をお育てしたのは、このワシだから、ワシの責任でもあるな」

　長老はシワだらけの顔に笑みを浮かべてレネの去っていった方を見た。



「こちらです」

　レネに追いついたファルレは声をかけ、進路を若干変えた。

「助かる」

　後を追う形になったレネはそう礼を言い、さらに走る。その後ろをメイロンが周囲に注意を払いながら駆ける。

　森を一〇分ほど駆けたところで、道が切り開かれていた。

「兵士たちが作った道です。国境の駐ちゆう屯とん地ちまで続いています」

　ファルレの説明にうなずき、レネは道を見た。出発した部隊はすでにこの辺りにはいないようだ。

「まだ新しいです。一時間くらい前だと思います」

　道に穿うがたれた機甲馬の足跡をさわって、メイロンが言う。

「どうしてわかるんだ？」

「重いから沈むんです。それで跡が鋭角に残るんですけど、時間がたつと崩くずれてくるんで、その様子を他の足跡と比べればだいたいわかりますよ」

　レネの問いにメイロンは自慢げに答えた。

「進行方向は？」

「はい、居きよ留りゆう地ちを出て行ってますね」

「急ごう」

　レネの一声で三人は道には入らず、道に沿って駐屯地に向かった。

　道なき道を歩くこと半時間。三人はようやく駐屯地が見える場所に着いた。

　駐屯地は森を大々的に切り開いて作られていた。広さは小さな村くらいは充分にありそうだ。真夜中にもかかわらず、エルラ機関の明かりがこうこうと照らされて昼間のようで、ここだけは大きな街のように思える。

　しかし、建物の大きさや数はまったく違う。人の数もまばらだ。

「いつもは五倍以上の兵士がいました。四つ足もあそこと、あそこにずらっと」

　ファルレは位置を指さして説明する。

「がらがらだな。命令を伝えてミーガンは一緒に行ったのか？」

　レネがつぶやくと、ファルレは眉まゆを寄せた。

「その人はティナさんを殺そうとした女性ですね。どうしてご存じなのです？」

「まあ、色々あって今は休戦中だ。ここに来る時も途中までは一緒だった」

「……はあ。ティナさんとは和解したのですか？」

「いや、まだ互いに殺したいと思ってるみたいだ。止めたけどな」

　驚いたように口を開けていたファルレはなにかわかったように笑みを浮かべた。

「確かに変わった方のようですね、あなたは」

「そうか？」

　レネはわからないと首を傾かしげる。

「ご主人様は普通じゃないんですよ。私は――」

　ニコニコしていたメイロンは急に駐ちゆう屯とん地ちの方を振り返って声を上げた。

「伏せてください！」

　次の瞬間、閃せん光こうが三人に覆おおい被かぶさる。

「な、なんだ!?」

　レネが顔を上げて駐屯地を見た途と端たん、爆風が押し寄せてきた。風に吹かれてボサボサの髪が一気に後ろに持っていかれて顔がはっきり見えた。

　周囲の雑草がしなり、枝葉に風を受けた幹がギイッと軋きしみを上げて葉を散らす。

　そして、レネは機甲馬が吹っ飛ぶのを目にした。

　機体になにかが激突したと同時に、機体が膨れ上がって弾はじけ飛とんだ。機体の上部が空を舞い、脚がバラバラになって周囲に飛ぶ。それが他の機体や兵舎にぶつかり、破壊する。

　兵士たちはなにが起こったのかわからないまま兵舎から駆け出してきた。長ちよう弓きゆう銃じゆうを構えて国境方向に向けるがなにも見えない。

　茫ぼう然ぜんと見守るレネの前でさらに悲惨な光景が繰り広げられた。

　轟ごう音おんと共に兵舎に炎ほのおの塊が飛び込んだ。屋根を破壊し、紅ぐ蓮れんの炎を吹き上げて燃え上がる。まだ中にいた兵士たちが火だるまになって飛び出してくると、もだえながら逃にげ惑まどう。水をかける者もいないまま、火は消えないまま動きを止める。

　兵舎は破壊され、兵士は混乱状態。残った機甲馬を動かそうとする兵士もいるが炎が邪じや魔ましたり、破片で脚を破壊されたりしていて対応が出来ない。

「なにか来ます！」

　メイロンが駐ちゆう屯とん地ちの奥を指さしてレネを見て止まった。

「どうした？」

　ニコニコしたメイロンにレネが訊きく。

「久しぶりにお顔が見えましたぁ」

「そんな場合か！」

　レネはメイロンの頭に拳こぶしをグリグリと当てた。

「あうう……」

　嬉うれしそうに頭を押さえていたメイロンは息を飲む。

「それどころじゃありません！」

「だからそう言ったろ？」

「じゃなくて、来ます！」

　メイロンが指さした駐屯地に、炎ほのおに照らされて黒い影が駆け込んできた。

「兵士ですよ。黒ずくめですよ！」

「うらやましそうだな」

「カッコイイじゃないですか」

　兵士たちは大型の銃を持ち、生き残った王国軍兵士を始し末まつしていく。

「くそっ」

　レネが我知らずのうちに身を乗り出したのを、メイロンが慌あわてて止める。

「ダメですよ！　こっちには武器が少ないです」

「殿でん下か、戻りましょう。村には入ってこられません」

　ファルレがレネにささやく。

「……くそっ」

　もう一度唸うなり、レネは体を低くした。

「あいつらの人数と武器を確認する。あんたは先に戻ってくれ。戻れるから」

　レネはファルレにそう言ったが、

「しかし、合い言葉がわからないでしょう？」

「……そうだったな」

　レネは痛いところを突かれたと顔をしかめた。

「それに殿下を残して私だけ戻るわけにはいきません」

「わかったよ」

　レネはファルレの顔を見て素直にうなずいたが、今度は強い口調で言う。

「ここで待ってろ。メイロンとオレで見てくる」

「しかし！」

　ファルレが声を上げるのを制し、レネは真剣な顔で尋ねる。

「あんたはこういうことには向いてない。違うか？」

「……確かに経験はありません」

　悔しそうに答えるファルレ。

「すぐに戻るから待っててくれ。いいな」

　レネはそう言い聞かせると、メイロンに合図して前進した。

「いいんですかぁ？」

　心配そうにファルレの方を見るメイレン。

「いいんだ。その方があいつのためだ。わざわざ危険に近づけることもないさ」

「優しいんですね、ご主人様」

「ば、バカいえ」

　レネは顔をしかめてメイロンをにらむ。

「えへへ……」

　メイロンはそんなレネを見て頬ほおを緩ませた。

「とっとと行くぞ」

「はあい」

　メイロンは木の幹から幹へ跳んで駐ちゆう屯とん地ちへと向かう。音はまったく聞こえない。

　レネは音を小さくするように注意しながら身を低くして進む。

　駐屯地の敷地を示す柵さくの手前まで来て、レネは柵の向こう側をうかがった。

　黒服の兵士たちは八人。全員が大きな銃を持ち、油断なく周囲を警戒している。生き残りがいないのを確認すると、後方に向かって指笛を吹いた。

　わずかにタイムラグがあって返答の合図が戻ってくる。

　さらに一〇分ほど時間がかかって馬に引かれた台車が列をなしてやってきた。台車の上には巨大な黒光りをする筒が乗っている。筒は斜ななめ上を向いていた。

「あれが機甲馬を壊した武器か」

「ずいぶん遠くから飛んできたんですね」

　メイロンのささやきに、レネは気づいた。

「城を攻撃したのもあれか」

　砲の列は駐屯地の明かりの中に続々と入って来てはレネたちの前を通り過ぎていく。兵士も数え切れないほど列をなしていた。そのすべてが新型の銃を担いでいる。

「多いですね」

　メイロンは声を殺してささやいた。

「つまり、こっちが本隊で、城を攻めてるのは囮おとりってことか」

「ご主人様が得意な陽動作戦ですね」

「ミーガンたちの背後を攻撃されたらマズいな」

「でもでも、この人たち、馬で走ってるわけじゃないですから追いつけないですよね？」

「それもそうだな……」

　レネはひとまずは安あん堵どした。

　その間にも馬に引かれた砲列は続き、数十台が道を進んでいった。

　そろそろ引き返そうかとレネが思った時、出口付近で監視していた兵士たちが騒音に負けじと声を張り上げて話しているのが聞こえてきた。

「本隊は終わりか!?」

「ああ！　次はエルーラン掃討隊だ！」

　その言葉にレネは自分の耳を疑った。

　マズいな。すぐに戻って対策を考えないと……。

　レネがそう考えた時、駐ちゆう屯とん地ちから叫びが起こった。

「生き残りがい――」

　叫びは悲鳴となって消えた。一瞬遅れて銃声が轟とどろく。ヨルクの銃だ。

　粛々と砲列が進んでいた居きよ留りゆう地ちは一気に騒々しくなった。

「あれは!?」

　居留地の出口に向かって走る人影を見て、レネは駆け出していた。

「ご主人様!?」

　メイロンが慌あわてて追いかける。

「こっちだ！」

　レネが手を上げて叫ぶ。

「なにをしてる!?」

　叫び返したのは短い黒髪をなびかせた女。

「そりゃこっちのセリフだよ！」

　レネが言い返した途と端たん、ミーガンの背後で兵士が銃を構えた。

「伏せろ！」

　レネが叫ぶとミーガンはためらうことなく地面に身を投げ出した。

　轟ごう音おんが起こり、弾がミーガンの頭上を飛び去った。

　兵士は銃を立て、レバーを引いて銃身に棒を突っ込んでいる。

　すぐには撃てないのか？

　しかし、すぐに別の兵士が駆けてきた。

「こっちに来い！」

　レネは走りながら叫び、剣に手を掛けた。

「メイロン！」

「遠いです！　ナイフじゃ届きません!!」

　敵の兵士が銃を構え、ためらうことなく引き金を引いた。

　ドンッと重い轟ごう音おんが響く。

　立ち上がって駆け出したミーガンの体が突き飛ばされたようにガクンと揺れ、右肩から鮮血が散った。衝撃で回りながら倒れるミーガンだが、なんとか持ちこたえ、また走り出した。

　先に発砲した兵士が再び銃を構えようとする。

「あっちにもいるぞ！　エルーランだ!!」

　他の兵士がようやくレネの姿に気がついた。兵士が迷うことなく銃の狙ねらいをミーガンからレネに変更した。

　その時、レネの後方から叫びが上がった。

「殿でん下か、逃げて！」

　その声につられるように銃口がレネの背後にずれる。

　轟音と共に放たれた弾はレネの右耳に甲高い音を残して森の中に吸い込まれた。

　駐ちゆう屯とん地ちに跳び込んだレネはバーンエルラの大剣を抜き放って兵士に向かって駆ける。

　初めて見る武器にも兵士の動きは素早かった。銃が間に合わないと悟り、剣を抜き放つ。

　しかし、大剣を抜いたレネにとってその動きはゆっくりしたものにしか見えない。胴を薙なぎ、胸を切り下ろす。ふたりはそれで気が抜けたように座り込んだ。

「メイロン!?」

　声を上げると、メイロンはすでにふたりを倒していた。

「行くぞ！」

　倒れたミーガンを抱き起こす。血の量は多いが肩を撃ち抜かれただけだと知り、レネは少しホッとした。しかし、他にも怪け我がをしている。

　ミーガンはレネをにらみつけていた。

「なぜ助ける？　私など放ほうっておけ。その方がアルティナも喜ぶぞ」

「強がりが言えるなら大丈夫だな」

　問答無用でミーガンを抱え上げると、背後をメイロンに任せて森に駆け出した。

「ファルレ、大丈夫かっ!?」

　潜んでいた辺りに行くと、ファルレが倒れていた。慌あわてたレネが屈かがみ込こむと、ファルレは目を見開いたまま、返事をする。

「……は、はい」

　レネは放心したようなファルレを見て訊きいた。

「力使ったのか？」

「幻まぼろしを見せて、こちらに注意を向けさせました」

「どんな？」



    

  
    
      



    

  
    
      「肉食の獣けものです」

「だから、あんたを撃とうとしたのか」

　ホッとしたレネはファルレの肩をポンと叩たたいた。

「びっくりさせんなよ。兄弟そろってオレをかばって死なれたらどうしようかと思ったぞ」

「申し訳ございません」

「とにかく、一いつ旦たん戻るぞ」

　レネはそう言うと険しい顔をした。

「長老に話をしないとな」
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「戦えですと？」

　長老はその言葉にあからさまな嫌悪感をにじませた。

　居きよ留りゆう地ちの村に戻ってきたレネは、手当てをすませたミーガンの求めに応じて長老に引き合わせた。そして、この村にいるエルーラン全員を広場に集めたのだ。二〇〇人くらいのエルーランが長老とミーガンを取り巻いていた。

「そうだ。あいつらはおまえらエルーランを殺すつもりだ」

「デタラメ言ってるんじゃないの？」

　ティナが醒めた目でミーガンを見る。

「そう思いたければ思えばいい。私は連中の会話を聞いた」

「どうしてヨルクはエルーランを殺さなきゃいけないんだ？」

　ターヤが訊きくと、ミーガンは短く答える。

「怖おそれだ」

「怖れ？　エルーランを恐がってる？」

「エルラ機関を作ってお前たちの力を取り込めた私たちと違って、ヨルクにとってエルーランの力は理解できない不気味なものだ。それに対抗して作り出した強力な武器もありながら、それでも不安なのだ。だから消し去ろうとしている。もうすぐここにも攻め込んでくる。同時に王国にも部隊を送り込んでいる。緒戦がすべてを決めるといってもいい。これに負ければ、我が王国もお前たちエルーランも終わりだ」

　ミーガンの淡々とした説明は逆に真に迫っていた。しかし、長老は首を振る。

「しかし、ここには入ってこられん」

「森ごと焼けばそうも言っていられないだろう」

　ミーガンの一言に周囲がざわめいた。

「そこまでやるのか？」とレネ。

「連中は本気だ。頼む。手を貸してくれ！」

　ミーガンは歯を食いしばり、深々と頭を下げた。驚いたのはレネだ。自尊心の塊のようなミーガンがこれまで対立してきたエルーランに頭を下げるとは。

　しかし、ティナの視線は冷たい。

「ずいぶん虫のいい話ね。さんざん殺しておいて」

　ティナが冷たい声で言うと、レネが付け加えた。

「ミーガンが必死になるのには理由がある。そうだろ？」

「……そうだ。ここから出ていった軍隊が守備隊を攻撃し、その後にはデュラン様の部隊の真横からぶつかる。少しでも部隊に被害を与えなければデュラン様が危ない。私は今すぐ駆けつけたいがヨルク軍に発見されずに知らせる方法がない」

「デュランが……」

　ティナは息を飲み、そして、視線をそらせた。

「私には、もう、関係ないわ……」

　硬い顔でつぶやくティナを見て、レネは長老の前に歩み寄り、言い放つ。

「オレは人もエルーランも意味なく死んでいくのを見ているつもりはないからな」

「殿でん下か、我らに戦う意志はありません」

「なにもしないつもりか？」

「はい」

「攻めてきてもおとなしく殺されるつもりか？」

「逃げればよいのです」

「エルラ鉱こう石せきがないところで、満足に体が動かせなくなってもいいのか？」

　レネはそう言い、周囲のエルーランたちを見た。

「皆も同じか？　エルラ鉱石のない場所でクソババアみたいにシワくちゃになって死んでいってもいいのか？　長生きどころか、人間よりも早く死ぬんだぞ？」

「それでも、人を殺すのはもうたくさんなのです」

　長老は沈ちん痛つうな表情で答えた。その目には二〇〇年前に自分たちがしてきたことが映っているのだろう。

「また同じことが繰り返されるのがわかっているのに、なにもせずに見ているだけだっていうなら、昔と同じじゃないか。人が大量に死んで終わりだ」

「殺すよりマシです」

「誰だれも殺せと言ってるんじゃない」

「殿でん下かもここに至るまで殺してきたのではありませんか、その呪のろわれた剣で」

「オレはこの剣でひとりも殺してない」

　レネの言葉に長老は眉まゆを上げた。

「使わなかったのですか？」

「何度も使ったさ。でも、誰も殺してない。まあ、怪け我がはさせたし、オレの仲間が殺したのは確かだから大きなことはいえないけどな」

「使ったのに殺していない、とは？」

「そのままの意味だ。この剣は人を殺さずに斬きれる」

「そんなバカな……。呪われた剣は人殺しの道具でしかありません」

「言ってもわからねーか」

　レネは大剣を抜き放つと、長老に向かって振りかざした。

「な、なにをっ!?」

　ファルレが腰を浮かせる。

　周りが動けずにいるうちにレネは剣を振り下ろした。

　いつものように手て応ごたえのない剣は長老の体を走り抜けていった。

「どうだ？」

　レネは口をポカンと開けている長老に訊きく。

「……い、生きて……いらっしゃるのですか？」

　ファルレが長老に声をかける。

「……ああ……二〇〇年以上生きて、まだこれほどの経験をするとは思わなんだな」

　長老はまだ息をするのも辛そうにゆっくりとしゃべった。

「これが大剣の力というわけですか？」

「そういうことだ。多分、斬きろうと思えば斬れるんだと思う。しかし、オレは斬ろうと思わなかった。二〇〇年前、あんたたちは人間と同じように相手を憎んでいたんだ。だから、殺そうと思って剣を振るった」

「……人と、同じ……」

「この剣も、あんたたちの力も、使い方次第で、人を殺すことも出来るが、殺さないで止めることもできる」

「……使い方、次第と……」

「あんたたちの力が必要なんだ。力を貸してくれ」

　レネは長老の前に膝を突いた。

「しかし、われわれには、その術が……」

　長老が首を振った時、高笑いが聞こえてきた。

「いやいや、簡単なことですとも！　わかったと、一言そう言えばいいのです!!」

　聞き覚えのある声にレネは背後を振り向いた。

「……どうして、あんたがここにいるんだ!?」

　レネがこめかみを押さえながらジャックスを見る。

「ううむ、そこで最初に訊きくべきは『生きていたのか！』ではないのですか？」

「いや、オレもミーガンも生きてるし、あんたが生きてたってあんまりおかしくはないだろ」

「私を一介の兵士と同じ扱いにするとは納得がいきませ――」

「誰だれが一介の兵士だ。私はエルラ機関商商兵部部長だ」

　ミーガンが冷たい声で突っ込むと、ジャックスの目が点になった。

「……へ？　私の部下ではないのですか？」

「だ、誰がおまえの部下になるかっ！　成り行き上、指し揮き下かに入ってやっただけだっ!!」

「しょしょう商兵部ぅぶっ部長ですとぉ？」

　ミーガンの剣けん幕まくに圧されたジャックスは青くなった。

「い、いや、まあ、それはそれとして、最初に戻りましょう！」

　ジャックスはわざとらしく咳せき払ばらいをして何事もなかったかのように振る舞った。

「どうしてですと？　この私ジャック・ジャックスは自らの使命を放ほう棄きすることなどありませんよ！」

　ティナとターヤがすかさず武器を構える。メイロンとメイレンもナイフを取り出した。

　四方からの殺気を全身に感じ取ったのか、ジャックスは彫ちよう像ぞうのように動きを止めた。

「しつこいにもほどがあるな。今取り込んでるんだ。後にしてくれ」

　レネが面倒そうに言う。

「いいえ、そうはまいりませんとも！」

「また斬きるぞ」

　レネは大剣に手を掛けた。

「おおっと、その手は私にはもう効きませんよぉ」

　チッチッチッと舌を打って人差し指を立てて揺らす。

「私のように邪じや心しんの欠けらもない清らかな者には聖なる剣は効かないのですよ」

「確かにバカには効かないのかもな」

　レネはそう言って拳こぶしを固めて突き出した。

「しかし、こいつなら効くだろ？」

「い、いや、私が言いたいのはそういうことではなくてですね！　力を貸そうではないですか!!」

「あんたの力なら間にあってるぞ」

「し、失敬な！　私がいれば百人力ですよ!!」

　と、隣に現れたエルーラン女性がジャックスの脇わきを肘ひじで突いた。

「いや、そうではなく、私の仲間が助力すると言っているのですよ！」

「あんたの仲間？　近衛隊は全滅しなかったの？」

　ティナが眉まゆをひそめる。

「奇特なヤツがいるもんだな」

　レネがフフンと鼻で笑う。

「失敬なっ！　聞いて驚くな!!　エルーランの皆様だっ！」

　ジャックスは両手を広げて言い放った。

「正確に言うなれば、隣村のエルーランの皆様なのだが」

「どうして、あんたがエルーランと一緒に来るんだ？」

　レネは不思議そうに隣にいるエルーラン女性を見た。エルーランの特徴である整った顔立ちを抜きにしても若くて美しい。

「そこの貴女あなたと同じですよ！」

　ジャックスはティナを指さした。

「私？」

　ティナは迷惑そうに眉間にシワを寄せる。

「命を救われ、村まで運んでいただいた私は美しいエルーランに想おもいを寄せられ――」

　隣のエルーラン女性がジャックスを小突いた。かなり強く。

「も、もちろん、私も美しい乙女の想いに応こたえるのにやぶさかではなかったのだが――」

「えーっと、つまり、エルーランに惚ほれたから協力することにしたってことか？」

「非常に端的にざっくりと言うならば、そうです……」

　ジャックスは負けを認めたようにがっくりとうなだれたが、すぐに声を張り上げた。

「しかし！　それだけではありませんとも!!　エルーランたちの真実を聞いて、私の熱い正義の心に火が灯ともされたのです！　このような善良な人々がこれほど迫害されていいものか！　いや、よくないっ!!」

「つまり、過程と結論はティナと同じってわけか？」

　レネはティナに目をやった。

「いっ、一緒にしないで欲しいんだけど！」

　ティナが迷惑だとばかりに声を上げると、ジャックスは両手を広げてティナに歩み寄ろうとした。

「おお、お嬢さん、熱き心を共にするなら、私の下においでな――」

　いきなりエルーランの娘がジャックスの腕をつかんだ。その一瞬、青い光がジャックスの腕を走り抜けたように見えた。ジャックスはビクンと震えてカクンカクンと動きながら元の位置に戻った。

「へー、エルーランも嫉しつ妬とするんだな」

　思わずレネが感心してつぶやくと、ターヤが小声で突っ込んだ。

「他人のことはわかるんだ」

「え？」

　レネがターヤに聞き返そうとすると、ティナが割って入ってきた。

「なんでもないから。ね？」

「そうだね」

　ティナとターヤが相づちを打ちあう。

「なんだよ？」

　自分を見るふたりの目線に非難されているような気がして、レネは思わず視線をそらせてしまった。その間にジャックスが長老に向けて語りかけていた。

「なにもエルーランが戦う必要などありませんとも。出来ることをやっていただければそれでいいのですよ」

「ワシらに出来ることですか？」

「そう。すなわち、幻まぼろし！　あるいは邪じや魔ま！　足止め！　なんでもいいのですよ。そうすれば戦える者が片をつけますとも。そうでしょう？」

「ああ、そうだな」

　レネは感心してジャックスを見た。

「あんた、いいことも言うんだな？」

「フッ……これでも私はあなたの兄ですからね。継承順位では三九位負けてますが」

「凄すごいですぅ！　覚えてたんですね!!」

　メイロンが感心して手を叩たたいた。

「それくらい記憶していますとも。バカにするのもいいかげんにしてくれませんかね」

「あうう、反応がおもしろくないですよぅ」

「私になにを期待しているのですかっ!?」

「うん、それや、それ！　その反応に決まっとるやんか」

　メイレンが指さして笑う。

「私は漫まん才ざい師しではありませんっ！」

「それくらいにしとけ。時間の無駄だろ」

　レネがメイロンとメイレンをたしなめる。

「は～い」

　ふたりは怒られた子供のように顔をしかめて舌を出した。

「え～っと、なんだかよくわからんことになったけど……」

　レネは苦笑を浮かべ、長老に向き直った。

「言いたいことはこうだ。まずはエルーランとこの土地を守る。そして、ヨルクにも王国の連中にもエルーランに手を出さないようにさせる。あんたたちに人を殺せとは言わない。だから、手を貸してくれ」

「しかし、人が我らを守りますかな？」

　長老の問いにレネは一瞬視線を落とした。だが、すぐに顔を上げ、長老の目を見すえて答える。

「……その時は――オレが責任を持つ」

　その言葉に驚いたのはティナとターヤ、そして、ミーガンだった。

「覚悟のほどしかと承りました。ご協力致しましょう、殿でん下か」

　長老はレネに向かって初めて深々と頭を下げた。それを見たエルーランたちが全員そろって同じように礼をする。

「や、やめろって言ってるだろ！　時間がないんだよ!!」

「まずはなにからいたしましょう？」

　ファルレが進み出る。

「よし、それじゃ部隊編成だ。能力に得手不得手ってあるのか？」

「はい、おおまかには。幻まぼろしを見せる者や離れた物を動かせる者などおりますが」

「そのふたつで二〇人ずつ集めてくれ」

「わかりました。他の村にも伝令を出します」

「すまん。頼む」

　ファルレは指示を出して駆け去った。

「レネ、ボクたちは？」

　ターヤが訊きく。

「悪いけど、また戦いになる。直接的な攻撃はオレたちの肩に掛かってる。やってくれるか？」

「任せてよ」

「ご主人様のためですからやります！」

「ウチも戦力になるしな」

「これは私の戦いでもあるからね」

「そして、もちろん、この私も！」

　最後にジャックスが胸を張った。

「ずいぶん人望があるのね」

　ミーガンがからかうように言う。

「どうかな。頼りないからやってくれるんじゃないか？」

「そうね。デュラン様と違って寄りかかったらへし折れそうだわ」

「もっと鍛きたえるよ」

　レネは肩をすくめて答えた。

「そのすかした態度がむかつくわ」

　ミーガンはレネから視線をそらすと、

「作戦が心配だ。私も出る」

「おい、その怪け我がで無む茶ちやするなよ」

「私の体だ！　勝手にする」

「デュランが心配するぞ」

「お前に言われる義理はない！　私はデュラン様のお役に立てればいいのだ!!」

　烈れつ火かのごとく怒りを表に出したミーガンに、レネは驚きながらその場を離れた。そこにジャックスが歩み寄る。

「しかし、その腕では剣を振るわけにはいかないでしょう。私に貸していただけますかな？　このとおり、武器がなくなってしまいましたので」

　ジャックスは丸腰の自分を示した。

「自分の武器をなくすとは……。だいたい、おまえに武器を貸すとろくなことにならない」

　ミーガンはジャックスをにらみつけた。土ど砂しや崩くずれの原因を作ったのだから仕方ない。それでも剣をベルトから外して突き出す。

「持っていけ。ただし、返せよ」

「もちろんですとも」

　ジャックスは大仰に一礼すると腰に吊つるした。

「よし、行くぞ！」

　レネのかけ声にエルーランと人間の混成部隊は動き出した。



「悪い予感がするな」

　デュランは真っ暗な戦場を見渡してつぶやいた。

　闇やみの中から時折、真っ赤な点が飛んでくると城壁に当たって破壊音が轟とどろく。

　デュランの率いる近衛部隊は陽ひが落ちる前に城に着いたが、夜に迎げい撃げきするのは危険だと判断して城の南側で野営していた。不思議なことに距離的には城と変わらないはずなのに、今のところ攻撃はない。

「どうしました？」

　そう訊きいたのはレニアだ。

「敵の動きが妙みようだ」

　デュランは外を見る視線を動かさずに答えた。

「いつまでたっても出てこない。城壁はかなり破壊されて兵士が攻め込むには充分だ」

「時を待っているのではありませんか？」

「時間稼ぎだというのか？　これほどの破壊力がある兵器を持ちながら？」

「あるいは動けないのかもしれません」

「動けない……」

　デュランは顔をしかめ、声を上げた。

「偵てい察さつはまだ戻ってこないのか？」

「まだ連絡はありません」

　部屋の外からの返答にデュランは舌を打った。

「ミーガンがいないと伝達がスムーズにいかんな」

「信頼してらっしゃるのですね」

　レニアが問うとデュランは当然のように答える。

「長いつきあいだからな。私の考え方も望むものも知り尽つくしている」

「では、あの方の望みも知っていらっしゃるのですか？」

「ミーガンの望みだと？」

　デュランは一瞬眉まゆを寄せ、考えた。しかし、口を開こうとした時、またも砲撃が起こった。闇の中に閃せん光こうが光り、少し遅れて重い轟ごう音おんが響く。

「――やられたな……。あいつらは囮おとりだ」

　悔しそうにデュランは唸うなった。

「本隊は居きよ留りゆう地ちから侵攻してくるに違いない」

「どうしてでしょう？」

「まったく同じ場所からしか砲撃の光がない」

　デュランはさっきから身動きせずに敵の方向を見て砲撃の光を観察していたのだ。

　砲撃の度に光っているのはまったく同じ場所だった。しかも、わずか四カ所。それが交互に二発ずつ砲撃しているせいで、あそこに本隊がいると思って城の守りを固めてしまったのだ。

「ミーガン……おまえはどう判断した？」

　デュランは北に視線を転じた。
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「いました。道からそれてこっちに向かってます」

　偵てい察さつから戻ってきたメイロンがレネにささやく。エルーラン掃討部隊が向かっていると聞いてレネが向かわせたのだ。すでに迎げい撃げき態勢を整えて森の中に身を潜めている。

「数は三〇人で、そのうち、一〇人が見たことない武器を背負ってます」

「どんなもんだ？」

「なんや、油の臭においがプンプンしたわ」

　メイレンが説明すると、ミーガンがそれ見たことかという顔をした。

「言ったでしょ、焼き払う気だって」

「とすると、まず、その一〇人をなんとかするか。それから護衛の二〇人だな」

　レネは言うと、メイロンに尋ねる。

「本隊の方は？」

「馬に引かれた大砲がずぅ～っと続いてます。もの凄すごく長いですよ」

「スピードが遅いんで、兵士も早足くらいやね。この調子やと城に着くまではえらい時間かかるで」

「そんなに時間をかけてたら意味ないんじゃないのか？」

　メイレンの報告に首をひねったレネにミーガンはいら立った声を上げた。

「国境守備隊の背後から攻撃する気だ。城への攻撃は山やま裾すその森からだった。同じ距離ならできるはずだ」

「つまり、守備隊を壊かい滅めつさせてから城へ向かうってことか」

「だから急いでいるんだ！」

「落ち着きなさい。らしくない」

　たしなめるティナにミーガンは歯をむき出す。

「デュラン様の危機なのだ！」

「とにかく、まずはこっちだ。打ち合わせどおりでいいな？」

「わかりましたぁ」

　メイロンは闇やみの中に駆けていった。

「急ぐぞ。でも、落ち着いてな」

　レネは振り向いて背後に控えるエルーランたちに言い聞かせる。皆一様に緊張した表情をしていた。

　その様子を見たティナは無理もないと思った。皆、戦いを見ることすら初めてなのだ。

「オレたちが危なくなっても、絶対に声を上げたり、集中力を乱したりするな。その方が危険だから」

　最後にレネはそう言うと、メイレンに合図を送った。メイレンはメイロンとは反対方向に消えていった。

「よし、行くぞ」

　レネは後ろの仲間たちに告げると、移動し始めた。



　三〇人のヨルク部隊は森の中を分け入って進んでいた。深い下した生ばえに足を取られて、スピードが上がらない。

　それを離れて見ているレネたち。

「始めろ」

　レネがささやいたと同時にエルーランたちは目を軽く閉じ、広げた手のひらを兵士たちに向けた。

　ファルレがうなずき、レネたちはそれを合図に前進開始した。

　ヨルク部隊の背後からレネ、ティナ、ターヤ、ジャックスが接近し、前方にメイロンとメイレンが待ちかまえているはずだ。

　レネたちは足音を消しているわけではない。しかし、前を行く三〇人はまったく振り返らない。気づいていないかのようだ。

　背中に大きな荷を背負った一〇人の兵士。それを守るように二〇人の兵士が取り囲んでいる。

　と、最前列の一人が足をなにかに取られたようにつんのめって倒れた。

「どうした？」

　後ろの兵士が声をかける。

　その瞬間、その兵士は呻うめいて倒れ伏した。

　続けざまに四人が倒れた。

「なんだっ!?」

　後続が警戒態勢を取るが、なにも見えない。

　銃を構えて周囲を見る兵士が短く呻いて倒れた。その首には鈍器で殴られた跡。さらに三人が倒れる。

「襲撃だ！　火炎兵、集ま――」

　兵士の叫びは途中で息を詰まらせて途切れた。

　レネたちの姿は兵士たちからは見えないように、エルーランの力で代わりに幻まぼろしを見せられていた。兵士たちにすれば、いきなり正体不明のなにかに襲われたようなものだ。

「降伏しろ！　武器を置けば攻撃はしない!!」

　レネは四人目を殴り倒して叫びを上げた。

　しかし、兵士たちは武器を構え、闇やみに向かって無む茶ちや苦く茶ちやに銃弾を放ち始めた。

　すぐ隣で轟ごう音おんを聞かされ、レネは耳を押さえた。

「あーっ、くそっ！」

　いら立たしげな叫びを上げ、レネは大剣を抜き放った。周囲の兵士を誰だれ彼かれとなく斬きり捨てる。茫ぼう然ぜんとしてその場に膝を突く兵士たちを押しのけ、全員斬るつもりで列に割り込んでいく。

「なんとか上う手まく行きそうだな」

　残り数人にまで減ってレネがふっと気を抜いた時、

「うわあ～っ!?」

　真っ青な顔をした火炎兵の一人が叫びを上げながら武器を振り回した。

　その途と端たん、筒の先端から炎ほのおが噴き出した。

　茂みの中から悲鳴が上がった。

　エルーランのひとりが炎を浴びて火だるまになって転がり出してくる。

「火を消せ！」

　レネが叫んだ途端、エルーランたちの幻が消きえ失うせた。残った兵士たちにレネたちの姿が見えた。

「エルーランだ！　殺せ!!」

　叫びと共に残った数人が銃を撃ち始めた。

「くそっ！」

　レネは剣を振るって近くの兵士を斬った。

「仕方ないわ」

　声を上げ、ティナが短たん弓きゆう銃じゆうで炎をまき散らす兵士を撃つ。

　しかし、兵士が倒れても炎は噴き出したまま。噴き出す勢いで蛇へびのようにのたくり、炎はさらに広がった。

「手がつけられないわ！」

　ティナが駆け寄ろうとして炎に邪じや魔まされて叫びを上げる。

　メイロンとメイレンがナイフを放って残った兵士を片付け、ターヤとジャックスが気絶した兵士たちの手足を縛りつけた。

　レネは炎ほのおを噴き出す機械に向かって行ったが、噴き出す炎の勢いと、まるで意志があるかのような動きに邪じや魔まされて近づけない。

　迷った末、レネは大剣を構えて真まっ直すぐに突き出した。

　剣の切先が伸びたように衝撃が放たれ、炎の噴き出し口に叩たたきつけられた。炎がフイッと消され、レネはすかさず駆け寄って武器を燃える木から遠ざけた。

「今だ！　炎を消せ!!」

　手の空いた者全員が寄ってたかって枝葉で叩き、火は燃え広がる前になんとか消し止められた。

　レネはそれを見届けてから、火傷やけどを負ったエルーランに駆け寄る。

「大丈夫か!?」

「まだ息はあります。すぐに治ち療りようすればまだ……」

　ファルレの答えにレネは安あん堵どした。

「頼む。あんたたちは戻ってくれ。オレは部隊を追う」

「いえ、私たちもお連れください」

　ファルレを始めとしたエルーランたちが声をそろえた。しかし、レネは首を振る。

「だめだ。誰だれも殺させないなんて大おお見み得え切っておいてこれだ。また犠牲を出すわけにいかない」

「ちょっと待って。『オレは』って、ひとりで行く気？」

　レネの言葉にティナが強い口調で詰め寄った。

「みんなを巻き込むわけにいかない」

「無む茶ちや言わないで！　これは個人的な戦いなんかじゃないの。国と国との戦い。ひとりじゃ踏みつぶされるだけよ」

「そうだ。オレの育った国を守る戦いだ」

「違うわ、私たちの国でしょ？　自分ひとりで住んでるつもり？　あなたがなにか覚悟したのはわかったわ。でも、私たちもこの国に住んでるし、仲間もいるでしょ？　自分ひとりでなんとかしようなんて思わないで」

　レネは周りを見て息を吐き出した。

「……そうだな、悪かった。でも、エルーランたちは関係ない」

「なに言ってるのよ？　エルーランだってこの国に住んでるのよ？　陛下の言葉を忘れたわけじゃないでしょ？」

　ティナの言葉にレネは目を見開いた。

　エルーランと人の架け橋――それが王がレネに残した言葉だった。そして、それはレネにしかできないことだと。

「だいたい、エルーランをその気にさせたのはレネ、あなたよ？　だから一緒にやってくれたんじゃない？」

「ああ、でも、あれはオレの作戦ミスだ。最初から兵士を殺してもいいって言っておけば、もっと簡単に終わらせられた。怪け我が人にんを出したのはオレのせいだ」

「そやな。レネはんが悪い」

　メイレンがしかつめらしい顔で断言した。

「姉さん!?　なに言うんですか!?」

　メイロンが驚いた声を上げる。

「ウチらは殺すのが仕事なんや。生かす方が難しいねん。まして、力の加減もわからん素人にやれいうのは酷こくや」

「でもでも、ご主人様は――」

「あんたは優しいのが取り柄やからな。そやから、バーンエルラの大剣も人を斬きれんねやろ。その分、ウチらが殺る。あんたは自分の出来ることをやりいな」

「でも、それじゃメイレンたちが……」

「そやから、これはウチらの仕事やていうてるやろ。魚釣るのが仕事の相手に牛を飼えゆうても無理や。メイロン、そやろ？」

「は、はいっ！　そうです!!　牛は飼えません！」

　メイロンが元気いっぱいに手を上げるのを見て、レネは思わず頬ほおを緩めた。

「メイレン、メイロン……」

「わかったら、とっとと動く！」

　ティナはレネの肩を叩たたいた。

「そうだな、今さらなに言ってんだ、オレは」

　苦笑を浮かべ、レネはファルレに向き直った。

「怪我人を頼む。ファルレ、残りを連れて来てくれ」

「わかりました、殿でん下か」

　ファルレはうなずいてエルーランたちに指示を出す。

「ヨルクの本隊を追うぞ」

「でも、今から走って追いつける？」

　ターヤの疑問ももっともだ。すでに二時間以上が経過している。早足なら二〇キメタ程度先行しているだろう。

「いや、連中はいずれ足を止める」

　ミーガンは確信を込めて断言した。

「どうして？　早く城の部隊を攻撃したいんじゃないの？」

「あの砲を撃つには台車から降ろして地面に設置する必要がある。城に向かっている部隊を攻撃するには弾の届く位置まで迫り、それから準備しなければいけない」

「なるほど。その間は止まってるわけか」

「しかも、攻撃した後、砲は火傷やけどするほど熱くなっている。冷ますのにも時間が必要だ」

「撃った後って、それじゃ部隊が攻撃されてるじゃないか」

「間にあわなければだ。それに、そうなってもデュラン様を助けるには間にあう」

「あんた、ホントにデュランが好きなんだな」

「好きとか嫌いという問題ではない！」

　ミーガンがレネをにらむ。

「あの方は私のすべてなのだ！」

「おお、美しい女性の熱き想おもいのなんと強いことでしょう。このジャックス、この胸を打たれ――」

「やかましい！」

　ミーガンの一いつ喝かつでジャックスは小さくなってしまった。

　ミーガンの剣けん幕まくが自分に向かってくるのがジャックスのおかげで回避できたと感謝しながら、レネは周囲の顔を見た。

「準備はいいな？」

　真剣な顔が並ぶ。それを確認して、レネは覚悟の一言を発した。

「出発だ」



「北側の守りを固めろ！」

　街を通って城に駆け込んだデュランがギュレイの姿を見つけて声を上げた。

「どういうつもりだ？　ここは私の城だ。お前に命令する権限はない」

　ギュレイがデュランを険しい目でにらむ。

　継承順位四位のデュランは立場上、継承順位三位のギュレイよりも弱い。しかも、今回は宰さい相しようの指示で動いたのではなく、自分の判断だ。命令するわけにはいかない。

「ヨルクが居きよ留りゆう地ちから侵攻してくる。城を攻撃しているのは囮おとりだ」

　デュランは口調を改めて冷静に説明した。

「だから、城は放置して北に兵を向けると？」

「そうだ」

「私の城が破壊されるのを黙って見ていろというのか？」

　ギュレイが吐き捨てる。

「戦が終われば城は直せるが、殺された兵士も民も戻らない。簡単なことだ」

「どうとでもなる。しかし、そこまで言うなら、その囮の兵を全滅させるんだな。そうすれば、私の兵を北に向けてやる」

　恩着せがましく言うギュレイに、デュランは冷たい目を向けた。

「……わかった」

　身を翻して野営地に駆け戻ると、デュランは近衛隊長を呼びつけた。

「敵陣に攻め込む」

「しかし、闇やみの中では危険です！　相手は恐らく特殊部隊」

「だろうな、偵てい察さつにやった兵がまったく戻ってこないとなれば」

「それがわかっていながら、ですか？」

「我らの部隊だけではヨルクの主力に対抗できない。城の守備隊が必要だが、それにはギュレイの協力がいる。接近戦に優れた兵士二〇人を選べ。爆薬も持たせろ。敵の砲撃を止めに行く」

「わかりました」

「三〇分後に出発する。お前は私がいない間の指し揮きを執とれ」

「殿でん下かも行かれるのですか!?」

「私が始めたことだ。それにそういうやり方しかできない弟がいるからな。感化されたのかも知れん」

「は？」

　薄く笑いを浮かべたデュランに近衛隊長は聞き返す。

「気にするな。自力で出来ることはすべきだと思っただけだ」

「わかりました。腕利ききをつけますので、くれぐれもお気をつけて」

　近衛隊長が深々と礼をして去っていく。

「敵陣にたどり着くのは夜明け前か……。ミーガンがいれば止めるだろうな」

　デュランはそうつぶやき、口元にかすかな笑みを浮かべた。

　集まった二〇人の部下と共に、デュランは敵の陣地へと向かった。念のため、直線ではなく、大回りのコースを選んだため、一時間以上かかってしまった。

　その間、城への砲撃は散発的に行われ、夜空を真っ赤な弾が飛んでいくのがはっきりと見えた。

「やはりまったく同じコースを飛んでいるな」

　駆け通してきた体を休めるために短時間の休憩を取ったデュランは、それを確認して部下を見た。それぞれ水を飲み、疲労回復のために砂糖菓子を口に含んでいる。

「敵の攻撃は四カ所から行われている。五人ずつに分かれて爆薬で破壊しろ。最初の隊が破壊したら敵は混乱するはずだ。その隙すきに残りを叩たたく。いいな？」

　無言でうなずく部下を見渡して、デュランは付け加えた。

「最初の隊に私も同行する。では、作戦開始だ」

　デュランが起き上がると、全員揃そろって駆け出した。

　その時、前方で閃せん光こうが見えた。わずかに遅れて轟ごう音おんが耳をつんざいた。

「伏せろ」

　光と同時にデュランが叫ぶ。

「今の光で見つかってなければいいが……」

　重い轟音が響く中、周囲の物音を聞き取ろうと、そのまま動かない。部下の兵士も指示を待って動かない。

「よし、身を低くして接近する」

　なにも変化がないと確信して、デュランは腰を浮かすと身を屈かがめて走り出した。兵士たちも一斉に動く。

　一〇分ほどで最も南側にある砲のある辺りに達した。

　デュランを含んだ六人が砲を目指して離脱し、残り一五人は距離をおいて後を追う。

　辺りは山やま裾すその岩場だ。元は川があったのだろうが、流れが変わって今は岩しかない。その山側には森があり、山に向かって伸びている。

　東の空がかすかに明るくなってきた。そのわずかな光で見ると、野営地は岩場と森の中間にあった。

「あれか……」

　デュランは大きなテントが並ぶ様子を見て、想像よりも大規模な駐ちゆう屯とん地ちの様子に唸うなりを上げる。

「これは本隊では？」

　部下の問いにデュランは周囲の様子を見て首を振った。

「いや、それにしては妙みようだ。夜とはいえ、攻撃中だというのに、外に出ている兵士の数が少ない」

「では、やはり？」

「ひとつ破壊してみればわかるだろう。行くぞ」

　デュランは合図を送って駐屯地の前に据え付けられている砲らしきものに向かって接近していった。

　砲の周りにいるのはふたりだけ。

　兵士ふたりが短たん弓きゆう銃じゆうを構え、同時に引き金を引いた。発射音がほとんどない短弓銃はこういう場合、物を言う。

　喉のどを矢に貫かれた敵兵がもがきながら倒れると、すかさず他の兵士が駆け寄ってとどめを刺した。

「爆薬を設置しろ」

　爆薬を背負った兵士が砲の根元に爆薬を置こうとする。

「待て」

　デュランが鋭い声を上げ、砲に駆け寄っていった。

　砲に近づき、手を当てたデュランは顔色を変えた。鋼鉄製の砲身は冷たい。

「罠だっ！」

　険しい顔で叫びを上げた次の瞬間、テントの方から轟ごう音おんがした。デュランの手前に立っていた兵士がよろめいて倒れる。胸を撃たれていた。

「散開！　応戦しろ!!」

　デュランは身を低くして短たん弓きゆう銃じゆうを構える。

　しかし、まだ暗く、敵の動きもほとんど見えない。

「砲の陰からテントを照らせ。顔は出すな」

　デュランはひとりにそう命じ、短弓銃をテントに向ける。

　しばらくしてエルラ機関の白い光がテントを照らした。数人の敵兵の姿が見える。

　すかさずデュランは狙ねらいをつけて短弓銃を放った。部下も発砲し、三人が倒れるのが見える。しかし、同時にヨルク側からも攻撃され、明かりが破壊されて消える。辺りはまた闇やみに戻った。

　デュランは短弓銃を諦あきらめ、長剣を抜いて大回りでテントの方へ向かった。意図を察した兵士が反対に回り、囮おとりとなる。

　テントに近づくと敵兵が飛び出してきた。デュランはためらうことなく剣を突き出し、胸を一突きした。かすかな呻うめきを上げて倒れる敵兵から剣を抜くと、テントの出口ではなく横に回り込んで布地を切り裂き、中に跳び込んだ。

　黒光りする金属製の巨大な筒が中央に据え付けられている。

　それを守るように三人の敵兵。予想もしないところから入って来たデュランに驚いて反応が遅れる。

　デュランは左手で短弓銃を抜きざま引き金を引いた。

　のけ反りながらも敵兵は銃を撃つ。轟音と共に弾がデュランの顔からわずかにそれて飛び去った。

　何事もなかったかのような表情のまま、デュランは残りふたりに向かって滑るように走った。敵兵の銃は長く、取り回しがきかない。しかも、間には大砲があった。

　砲の陰から飛び出すようにしてデュランは剣を振り上げる。

　手首を斬きられた敵兵は血を噴き出す腕を押さえて悲鳴を上げた。

　デュランは斬った敵兵に蹴けりを加えると、残ったひとりに対たい峙じした。すでに銃を諦め、剣を抜き放って斬りつけてくる敵兵。サッと身を引くと、敵兵の剣は大砲を叩たたいた。

　デュランは剣の柄の先端で相手の顔面を殴り、ひるんだところを胸にとどめを刺した。

「殿でん下か、ご無事ですか!?」

　駆け込んできた兵士に血で濡ぬれた剣を示し、デュランは息も乱さずに答える。

「心配ない」

　そして、砲を改めて見た。

「これが本物の砲ですか？」

　兵士が訊きくと、デュランは手を近づけた。砲身が熱くなっているのがわかる。

「テントで隠して、偵てい察さつに来た兵士を偽物でおびき寄せて始し末まつしていたというわけか。姑息なことをする」

　己の迂う闊かつさを呪のろうように舌打ちする。外の大砲が熱くなっていないことに気づいて罠だとわかったのだ。この部隊が囮おとりだということが露見するのを遅らせるためである。

　その時、外から兵士が声を上げた。

「敵、接近中です！」

　残った三基の大砲に配置されていた敵兵が向かってくるのだ。

「追い詰められたようだな」

　デュランは不敵に笑い、短たん弓きゆう銃じゆうで迎げい撃げきの構えをする。部下たちもすぐに手近の物陰に身を寄せて銃を構えた。

　ぼんやりとした明かりの中、三〇人を超える敵兵の姿が見えた。全員が長い銃を持っている。

「思ったよりも多かったか。しかし、本隊ではありえない」

　轟ごう音おんの下、デュランは反撃しながら声を上げた。

　ひとり、またひとりと撃たれて倒れていく。敵の数倍の勢いで死んでいく。

「さすがにまずいか……」

　矢を撃ち尽つくして筒を入れ替えながら、デュランは唸うなった。

　隣で銃を撃っていた兵士が肩を撃たれてのけ反った。その兵士がふと視線を後ろに向けて硬直する。

「殿でん下か、あれを！」

　南の方角からなにかが接近してきた。
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「お兄様、今参りますわ！　もうしばらくのご辛抱ですわよ」

　機甲馬の上で髪を結わえた少女が仁王立ちになって声を上げた。左肩には顔を出したばかりの朝あさ陽ひを受け、金色の髪が神々しく輝かがやいている。

「どのお兄様のことを言ってるんだ、シャル？」

　下から野太い声が返ってくる。

「なにもない時はレネお兄様に決まってますでしょ、ハイドお兄様！」

　シャルロッテ・ベッセルことシャルは自明の理だと言わんばかりに言い放った。

「……あそこじゃデュランも戦ってるはずなんだがな」

　機甲馬の中で第五王子ハイド・マルト・バイヨンは頭をかいた。

　と、シャルが身を乗り出して進行方向を見つめた。

「ちょっと！　前の方で戦闘してますわよ!!」

「おい、操縦士、見えるか？」

「今、なにか光りました！」

　前方の操縦士が声を上げると同時に、ダーンと大きな音が聞こえた。

「あの音――新型銃ですわ！」

　聞き覚えのある音にシャルは声を上げる。

「よし、その方向へ向かえ！」

「わかりました！」

「お兄様、今参りますわ！」

「どうしてレネだって決めるんだ？　いや、その前に入ってこい。戦場でそんなところにいたら撃たれるぞ」

　ハイドの呼びかけに応こたえて、シャルはハシゴを下りてきた。そして、ハイドの前で腰に腕を当てた。



    

  
    
      



    

  
    
      「騒動のあるところにはお兄様の姿があるんですのよ。ご存じないの？」

「なんだか、あいつは疫病神みたいだな」

　ハイドは苦笑いを浮かべた。

「それだけ退屈しないということですわ。とにかく、私は刺激が欲しいんですのよ」

「物騒な妹君だ」

　納得したようにうなずくハイド。

「見えてきました！」

　操縦席から声が飛んできて、シャルは素早く前の窓へ駆けた。ハイドの巨体では狭い機甲馬の中は自由に動き回れない。

　周囲はすでに人の見分けがつく位まで明るくなっていた。服装で近衛隊かヨルク兵かはわかる。

「あのテントを襲ってる連中を撃って！」

　シャルがテントの周りで銃撃している一団を見つけて指示した。

「はいよ、姫さん！」

　威勢よく応じた射手がレバーを倒す。

　ゴンッと機体に衝撃が走り、弩ど弓きゆう砲ほうが巨大な矢を放つ。

　矢が地面にめり込み、盛大に土を跳ね上げる。一緒に数人が宙に舞った。

「向こうにもいますわ！」

　シャルがめざとく別の一群を見つけ、射手に指示する。

　ガコンッと次の矢がセットされ、射出されると、今度は大砲ごと吹っ飛んだ。

　他の機甲馬五機も次々と弩弓砲を放ち、ほどなく戦場は静かになった。

　シャルはすぐさまハシゴに向かった。

「おい、まだ危ないぞ！」

　ハイドが声を上げるが、シャルは聞く耳持たずに散弓銃を携えて外に出た。

「お兄様、お約束どおり戻って参りま――」

　はしゃいで機甲馬から駆け下りたシャルの声は途中で止まった。テントの中から出てきたデュランを見て、つまらなそうに大きなため息を吐く。

「お兄様違いでしたわ……」

「これは驚いた。妹君に助けられるとは」

　デュランにはまったく興味を示さず、シャルは単刀直入に訊きく。

「レネお兄様はどこですの？」

「ここにはいない。残念ながらね」

「お兄様のことですから、きっと騒動の起こっている辺りにいらっしゃると思って駆けつけましたのに……」

　悔しそうに爪つめを噛かむシャルを見て、デュランはふっと笑った。

「レーネディアならもっと派手な騒動が起こっているところにいるかもしれないな」

「それはどこですの!?」

　勢い込んでシャルが訊きく。

「北のエルーラン居きよ留りゆう地ちだ」

「ハイドお兄様、聞きまして？　すぐにそこに向かいますわよ！」

　シャルはすかさず機甲馬に駆け戻った。

「おいおい、勘かん弁べんしてくれよ。こっちは飲まず食わずで走りっぱなしなんだぞ……」

　疲れ切った顔のハイドに、シャルは短くささやいた。

「ハイドお兄様、ターヤもそっちにいるのではなくて？」

「よし、行くぞ！　おまえら、気を引き締めろよっ!!」

　ハイドは部下に命令を放つと身を翻し、シャルより早く機甲馬から垂れ下がったハシゴを駆け登っていった。

「男色疑惑が晴れたのはいいけどなぁ……」

「初恋ってのは実らないもんなんだって、誰だれか殿でん下かに教えてやれよ」

　ハイドの部下たちはこっそりつぶやいた。



　その頃ころ、レネたちは先行するヨルクの侵攻部隊を追っていた。駐ちゆう屯とん地ちにあった機甲馬は大半が破壊されていたが、わずかに一機動く状態のものがあった。馬も五頭厩きゆう舎しやに残っており、エルーランたちが飼っているものとあわせて一五頭。それにレネたちが乗ってきた機甲馬。

　レネが一機操縦し、もう一機をティナが操縦することで手分けし、それぞれ限界まで詰め込んで八人ずつ。馬にふたりずつで、合計エルーラン四二人が加わった。

「夜が明けてきたな」

　レネは走らせながら東の空を見た。

　ヨルクへと続く山脈の稜りよう線せんが輝かがやき、白い蛇へびのようにうねっている。

「守備隊の姿も見やすくなって、砲撃の狙ねらいもつけやすい。しかも、守備隊からは後方にいるヨルクは発見が難しい」

「すべて計算してるのか……」

　ミーガンの説明にレネは唸うなった。

「デュランもそこまでは読めなかったのか」

「デュラン様をバカにするな！」

「バカにしたわけじゃない。人間なんだと思っただけだ」

「あの方がどれだけ国のことをお考えだったかお前たちは知らないだろうが！」

「ああ、知らないね」

　レネの素っ気ない返事にミーガンはムキになって言い返す。

「いいか？　あの方は陛下がなにもなさらないのをいいことに王宮を好き勝手しようとする大臣どもを遠ざけるために宰さい相しようと手を結び、エルラ機関商の力を利用して国を守ろうとなさったのだ。さらにヨルクの侵攻をいち早く察知して対応に奔走され――」

「あんまり興奮すると傷に悪いよ」

　ターヤがやんわりと指摘する。

「もっともだ。敵と戦う時まで大事にしてろ」

　レネが言うと、ミーガンはむっとした顔のまま黙り込んだ。

　会話もないまま、三〇分ほど進んだ時、

「見えてきました！」

　ハッチから顔を出していたメイロンが声を上げた。

　レネは操縦席の窓から前方を見たが、まだそれらしき物は見えない。それからたっぷり二分ほどたってから、ようやくレネの目にも黒い帯のような物が街道をふさぐようにして広がっているのが見えた。その向こうにいるはずの守備隊の姿はまったく見えない。

「よし、準備しろよ」

　後ろに詰まったエルーランたちに言うと、レネは上のメイロンに向かって言う。

「後ろには伝えたか？」

「はーい、大丈夫です！」

「ヨルク軍は砲撃準備してるか？」

「えーっと、止まってます！　あ、光りま――」

　その光はレネにも見えた。一瞬遅れて立て続けに轟ごう音おんが響く。

「始めやがった！　急ぐぞ!!」

　レネは限界までレバーを押し込んで機甲馬を加速させた。

「でも、あんなに一斉に撃たれたら、壊かい滅めつするんじゃ……」

　ターヤが不安そうに言うと、ミーガンが首を振る。

「大丈夫だ。最初の砲撃は目標との距離を確認するためだ。被害はそれほど出ていないだろう」

「つまり、次は……」

「そう。二度目が本番だ」

「次を撃つのにかかる時間は？」

「五分……いや、訓練次第では三分以下に出来るかもしれない」

　ミーガンは少し考えて答えた。

「機甲馬は向きを変えるのに時間がかかる。マズいな」

　レネはもっと速く走れと言わんばかりにレバーを叩たたく。

　方向転換してヨルク軍に向かって行くにしてもその数分は命取りだ。そこに行くまでにもかなりの距離がある。

「あいつら全部大剣で斬きれたらいいんだけどな。さすがに力が消えるか」

　冗談まじりに言ったレネだが、ファルレが背後から力強い声を上げた。

「大剣が使い続けられるように我々がエルラを放出します」

「どういうことだ？」

「ご存じなかったのですか？　その剣に使われている石はエルラを吸収して力に変えているのです」

「エルラを吸収？」

「エルラは人によって鉱こう石せきに変えられましたが、すべてではありません。少ないながらも空気の中にも存在します。それを吸収して力に変えているのです。時間はかかりますが」

「じゃあ、前に使えなくなったのは……」

「蓄えたエルラを使い切ってしまったのでしょう」

「しばらくしたら使えるようになったのは……」

「吸収出来たのでしょうね」

「そうか……」

　使えなくなった大剣が急に復活した時のことを思い出して、ようやくレネは納得がいった。ターヤを助けて海岸で大立ち回りをした時、あれほど力が発揮できたのは、その前にティナがエルラ機関の照明を破壊したせいでエルラが放出されたからだ。エルーランがエルラ機関を壊して力を取り戻すのと同じなのだ。

「こっちに気づいて撃って来ました！」

　メイロンの報告どおり、ヨルクは接近する二機の機甲馬に気づいて銃を撃ってきた。

「あの銃の弾にはあまり長い間耐えられないぞ」

　ミーガンの言葉にレネはうなずいた。前面のガラスは簡単に割れるだろうし、装甲もそれほど分厚くない。

「だろうな。なにかにつかまれよ！」

「レネ、まさか!?」

　ターヤが声を上げ、メイロンがはしゃぎ声を上げる。

「懐なつかしの突入ですねっ！」

「懐かしむなっ！」

「だって、ご主人様の得意技ですから！」

「得意技ってただのバカだろうが！」

　ミーガンの叫びは激しい揺れにかき消された。

　レネが機甲馬を突っ込ませたのは、一番近くに見えた大砲だった。

　衝撃と共に機甲馬の左前脚が砲を蹴けりつけた。ごろんと転がった砲は軌道上の兵士を巻き込んだ末、ドンッと爆発音を発して弾はじけ飛とんだ。周囲に積んであった火薬が煙を発して次々と爆発していく。

　が、レネにはそんなことなど察知する余裕はなかった。

　機甲馬はバランスを崩くずし、倒れようとする。それを操そう縦じゆう桿かんを反対方向に倒して踏ん張ろうとするが、すでに脚は折れていた。抗あらがう術もなく倒れていくが、後脚は進もうとしている。結果、前部から地面に突っ込み、そのまま数十メタ走って、ようやく止まった。

　操縦席の窓は割れ、レネは大量の土をかぶっていた。

「みんな、大丈夫か？」

　背後に向かって声を上げ、土を払うと、レネは大剣をつかんだ。

「とにかく、砲だ！　兵士よりも砲を壊すのを優先しろ!!」

「わかりました。それならば我らにも可能です」

「任せたぞ！」

　ファルレの返事に叫び返し、レネは割れた窓から外に飛び出した。

　メイロンとメイレンはいち早く地上に降り立ち、機甲馬を銃で狙ねらっていた兵士を片づけていた。

　後方の機甲馬は安全に止まり、ハシゴをエルーランたちが下りてくる。

　ファルレが機甲馬の上からエルーランの乗った馬に向かって指示を飛ばしている。

　振り返ってそんな光景を見ると、レネは駆け出した。

　辺りには土ぼこりと黒煙が立ちこめ、視界がぼんやりと霞かすんでいた。機甲馬が蹴り飛ばした大砲が転がった跡がはっきりと見えた。

　その中をレネは近くの大砲に向かって走る。

　途中で斬きりかかってきた敵兵を拳こぶしに物を言わせて黙らせ、バーンエルラの大剣を抜き放った。

　白光がホコリと煙で濁った空気を切り裂く。

「エルーランだっ！　撃てっ!!」

　ヨルク兵の叫びがあちこちで響く。

「こっちに攻撃が集中してくれたら他がやりやすいな」

　大砲にたどり着くと同時に銃撃が襲いかかった。大砲に銃弾が当たり、火花を散らす。

「止めろっ！　火薬に引火するぞ!!」

　ヨルク兵からの叫びも銃声に遮さえぎられる。七、八人の敵兵がレネに向かってくる。

「にしても、集中しすぎだろ？」

　一声ぼやき、レネは大剣を振り下ろした。

　鋼鉄の大砲が両断され、ドシンと重い音を立てて地面に落ちた。

　それを見た兵士が叫ぶ。

「あの剣だぞっ！」

　ざわめきが走る。

「伝説の邪剣をこの目でみることになるとは！」

　兵士たちの緊張がレネにもひしひしと伝わってきた。

「おいおい、ヨルクじゃ伝説の邪剣になってるぞ……」

「悪の親玉みたいやなぁ、レネはん」

　メイレンがからかいながらナイフを放つ。

「ヤツを捕らえろっ！」

　さらに一〇人以上が向かってきた。

「大人気ですね、ご主人様」

　メイロンがナイフを放ってひとりを倒し、刀を抜いた。

「他のみんなは？」

「大砲を壊しに行ってますよ」

　返事をしながらメイロンは斬きりかかってきた敵兵の腹に刀を突き刺した。

「ご主人様は私が守りますから、遠慮なく大砲を壊しちゃってください」



    

  
    
      



    

  
    
      「ボクもね」

　ターヤがレネの左横に並んで剣を構える。

「私もいるわ」

　対抗心をむき出しにしたティナが右横に並んで両手に短たん弓きゆう銃じゆうを構える。

「って、おい、エルーランたちは――」

　レネが言った途と端たん、耳をつんざくような金属音が響き渡った。

　戦場の奥で緑の光が宙に浮かび、なにかがぶつかっていた。

「……大砲？」

　宙に浮かんだ大砲が地面に激突して他の大砲を破壊していた。それをやっているのはどう考えてもエルーランしかない。

　しかも、ヨルク兵が銃で撃つと、その弾を防いでいた。レネが大剣でやったのと同じことをなにも使わずにこなしていた。

「エルーランもやるじゃないか……」

　複数の大砲が次々に浮かび、地面に激突する。その光景は畏い怖ふすら覚える。

　ひょっとしたら、大剣の力じゃなくて、こういう力を見て人間はエルーランと戦う気になったんじゃないだろうか？

　レネはこみ上げてくる怯おびえにも似た感情からそう考えた。

　二〇〇年前も最初はこうやって戦っていたのかもしれない。しかし、人間はその力が怖こわくて激しく反応し、エルラを物質化した。それに危機感を覚えたエルーランは大剣を生み出し、凄せい惨さんな戦いになった。そんな状況だったのかもしれない。

　大砲は順調に破壊されていく。

「この調子なら、なんとかなるか？」

　レネが一息ついた時、ヨルク軍の隊列前方で轟ごう音おんが一斉に響いた。
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「砲撃が再開したぞ！」

　ミーガンが一〇メタ先で短弓銃で敵兵を倒して叫んだ。

「くそっ、間にあわなかったか！」

　レネは歯がみしながら大剣を振るった。大砲が真っ二つになる。

「今撃った大砲が使えるのは数分後。次の砲撃を止める」

　ミーガンは駆け出した。

「おい、ひとりで行くな！」

　追いかけようとするレネに、ティナが反射的に鋭い声を上げた。

「放ほうっておきなさいよ」

「そうもいかねーだろ」

　叫び返したレネはそのまま駆け出す。

「……あ……。サイテーだわ、私……」

　ティナは吐き捨ててレネの後を追った。

　エルーランたちはひとりでは大きな力を使えず、四、五人で一組になって大砲を動かしていた。五組が動かし、残った六人が周囲の敵兵を見張り、攻撃から守っている。

　ヨルク兵たちは最初の衝撃から立ち直り、徐々に態勢を立て直し始めていた。数人が銃を構え、盾となっているエルーランに向けて一斉射撃をした。

　一発だけなら防げたエルーランだが、これは防げなかった。弾を食らってもんどり打って倒れた。

　効くと見たヨルク兵は大砲を浮き上がらせ移動することに集中している無防備なエルーランたちに銃口を向けた。

「止めろーっ！」

　レネは叫びながら大剣を構えてヨルク兵に向かって駆け出した。地面を蹴けって跳び上がり、ヨルク兵の一団のど真ん中に着地する。同時に剣を振り、数人を一度に斬きり捨てた。声もなく惚ぼけたように崩くずれ落ちる兵士たちを確認して、レネは仲間たちに叫んだ。

「オレはいい！　エルーランたちを守ってやれ!!」

　そして、次の兵士の一団に向かって身を翻す。

　仲間たちと手分けして隊列の先頭に向かって走る。エルーランを狙ねらう敵兵を剣と拳こぶしと蹴りで黙らせ、ついでとばかりに大砲を両断する。大砲よりも兵士の方が問題だった。

　ヨルク侵攻軍の隊列は二〇〇メタはあった。大砲の数は五〇を越え、兵士の数は数える気力もわかないほど。エルーランたちを守り、狙われた守備隊を守り、仲間たちを守る。そのためにレネはとにかく走った。

　ついに隊列の先頭まで達し、レネはエルーランが最後の大砲を破壊するのを見届けた。

「……ど、どうだ、大砲は壊かい滅めつさせたぞ……」

　息を切らせたレネが駆け抜けてきた戦場を振り返って言い放つ。

　剣は短剣並の重さしかないとはいえ、広い戦場を駆け巡り、敵の攻撃をかわし、殴り、蹴り、動き回るのはかなりの体力を使った。その甲か斐いあって、今や使い物になる大砲はひとつもない。

　破壊の限りを尽つくしたような戦場は砂ぼこりと煙で満足に視界がない状態だ。

　駆け寄ってくる仲間たちの姿も茶色に濁って見える。

「大丈夫か？」

　声をかけると、ティナが疲れ切った顔で応じた。

「なんとか、ね……」

「顔色が悪いぞ？　怪け我がしたのか？」

「そうじゃないわ。昔を思い出してね」

　戦場に物言わぬ体が転がる光景に、ティナは固く唇をひき結んだ。

「エルーランに五名の死者が出ました。怪我人も一〇名ほど」

　メイロンの報告が耳に入ったのか、ミーガンが意外そうに眉まゆを吊つり上げた。傷口が開いて血がにじんできた左肩を押さえている。

「これだけの戦場だというのに少ないな」

　冷たく響く言葉に、レネはきつい目でにらむ。

「少ないだって？」

「勘違いするな。貴様を褒ほめてやっているんだ」

　ミーガンが顔を背けて周囲の敵兵の様子を見にいった。

「レネはん、気持ちはわかるけんど、被害が少ないのはホンマやで。もっとひどい戦場も見たしな」

　メイレンの冷静な声に、レネは首を振った。

「……ああ、わかってる。こんな状況なんだから、もっと死人が出てもおかしくないんだろうってのは……。でも、オレは……」

　レネは悔しそうに声を詰まらせた。

　その時――。

「……ご主人様、あれは」

　不安に震える声を上げたのはメイロンだった。北の方を指さしている。

　視線を上げたレネは煙った空気から抜け出してくる集団を目にした。幅の広い街道を埋め尽つくす絨じゆ毯うたんのように、重い轟ごう音おんと共に猛スピードで突き進んでくる。

「ヨルクの騎馬隊だ」

　ミーガンが唸うなった。

「大砲部隊と歩兵は居きよ留りゆう地ちと城の機甲馬を叩たたくため。本隊はこれだったのか……」

「そんな……」

　ティナは言葉を失った。どう見ても本隊は一〇〇や二〇〇ではない。千以上の騎馬隊だ。

「守備隊はどうした？」

　南を振り返ってレネが声を上げる。すぐさま目を凝らしたメイロンだが、悲しそうに首を振った。

「まだ遠いです。こっちに来るかどうかもわかりません」

「オレたちでやるしかないってことか」

　レネは大剣に手を掛けた。

「無む茶ちやよ！」

　ティナの言葉にレネは決然と答える。

「わかってる。でも、やらないと、エルーランはヨルクに根絶やしにされる。ここで叩たたいて、二度とエルーランに関かかわりたくないって思わせないと、あいつらはまた同じことを繰り返すだけだ」

　レネは硬い表情で言い切ると、ターヤに振り向いた。

「ターヤ、馬で守備隊に向かってこっちに来るように命令してくれ」

「ボクはレネと一緒にいるよ！」

「あんたが適任なんだよ。まだ王子の肩書きがあるんだからな」

「ボクより適任な人がいるだろ」

　ターヤはそう言ってミーガンを見た。

「ミーガンは腕が使えない。馬に乗るにはきつい。行ってくれ」

　レネの顔をじっと見つめたターヤはうなずいた。

「……わかったよ。でも、死なないで」

　ターヤは素早くレネの首に腕を回すと唇を押しつけ、身を翻した。

「どういうことかは訊きかないことにする」

　ミーガンが近くの馬に駆け寄るターヤを見て言う。

「訊かないでくれ。ややこしいから」

　駆け去る蹄てい鉄てつの音を聞きながら、レネはミーガンに答えた。

「優しいのね。ターヤを安全なところに追いやったんでしょ」

　ティナがレネの唇をチラッと見た。

「ターヤはエルーランとは関係ない。それに、レード家から預かってるみたいなもんだ。ここで怪け我がをさせるわけにいかないだろ」

「あなたと関わってる段階で関係あると思うけどね」

　ティナはそう言い、ヨルク兵から奪うばった銃を構えた。

　ヨルクの騎馬隊はすでに相手の顔が見えるほどの距離に迫っていた。

「我らは盾を作ります」

　ファルレがエルーランたちを率いて前に出た。

「そんなことをさせられるか！」

　制しようとしたレネを、ファルレは自信に満ちた顔で遮さえぎった。

「大丈夫です。皆で集中すれば防げます」

「しかし、さっきは――」

「あれはひとりで防御できると思い込んでいたからです。任せてください」

「しかし……」

　その時、銃声が響き、弾が地面に当たって跳ね返る甲高い音がした。

「時間がありません。やります」

　ファルレはエルーランたちに合図して列を作った。

　ティナとジャックスは銃を構え、左肩が使えないミーガンは短たん弓きゆう銃じゆうを構える。メイロンとメイレンはナイフの用意をした。

　レネは鞘さやに収めた大剣を確認した。緑の石はまだ明るい光を宿している。その後、視線を北に向ける。

　ずらりと並んだ騎馬隊の先頭が銃を構えた。号令と共に銃声が雷鳴のように轟とどろく。弾が襲いかかった。

　エルーランたちが展開した力の幕に弾が降り注ぐ。弾は目に見えない幕に当たって急に力を失ったように落下した。しかし、場所によってはスピードをゆっくりと緩めて他より幕の内側に迫る弾もあった。

「マズい！」

　レネは直感的に幕が耐えられないと悟って、剣でその部分を補強しようとした。

　が、それよりはやく次の攻撃が来た。

　もろい部分に複数の弾が集中し、幕が破れた。突き破った弾がエルーランの額に撃ち込まれる。もんどり打って倒れるエルーラン。

　それをきっかけに防ぎきれずにひとりまたひとりと弾に撃たれて吹っ飛ばされる。

「集中しろっ！」

　ファルレが叫ぶ。

　ティナたちの攻撃で先頭の騎馬が数人撃たれて倒れ、落馬して隊列が乱れるが、すぐに後続が前に出て攻撃に加わる。

「クソッ！」

　レネは幕を補強しようとして抜いた剣を向ける先を切り替えた。

「持ちこたえてくれ！」

「無む茶ちやな――」

　ファルレが止めようとした瞬間、弾がファルレの胸を貫いた。

「手当てを！」

　叫ぶや、レネは思いっきり地面を蹴けった。

　抜いた剣を持つと感覚が広がる。全身に力が満ち、信じられない能力が出せるようになる。矢のように数十メートルを一気に詰めると、目の前に騎馬隊が迫ってきた。

「止まれっ！」

　一声上げて、剣を槍やりのように真まっ直すぐに突き出す。

　壁を破り、弩ど弓きゆう砲ほうの槍を引き裂いた一撃が騎馬隊に向かって放たれた。

　レネに向かって駆けてきた騎馬隊の列の真ん中四列が見えない壁にぶつかったように吹っ飛んだ。甲かつ冑ちゆうが弾はじかれた音が重なって壮そう絶ぜつな破砕音となる。

　さらにその後方の騎馬も次々に弾き飛ばされて宙を舞う。飛ばされた騎馬は後続部隊にぶつかり、巻き添えにしながら被害を広げていった。

　一撃で隊列の真ん中とその周辺がぽっかりと穴が空いたようになる。

　それでも進撃の勢いは弱まらない。

　レネは第二撃を放とうと、身構え、動きを止めた。大剣の光が弱くなっている。

「またか……」

　その間に中央をやられた騎馬隊が左右に分かれ、レネを取り囲むように広がった。銃口が一斉にレネに向けられる。

「ヤバい！」

　一方向からなら剣の力で弾を止められる。しかし、広い角度からでは防げない。

　レネは地面を蹴けりつけた。

　真上に跳び上がった瞬間、銃声が轟とどろいた。左右から放たれた弾がレネがいた空間を貫く。

　着地すると、レネは右の騎馬隊へ向かって猛然と駆けた。

　騎乗の兵士は撃ち尽つくした銃に弾を込める余裕がなく、レネの接近を許してしまった。

　レネは剣を抜く暇も与えずに兵士に跳び上がり、剣を一いつ閃せん。馬から馬へ飛び移りながら剣を振るった。

　次々に意識をなくして落馬する兵士の姿を見て、周囲の兵士が動揺し始めたのがわかる。

　いけるか？

　動揺が広がれば、これ以上の戦いを避さけることもできるかもしれない。

　レネの考えを読んだように、号令が響き渡る。

「ひるむな！　敵はエルーランのガキだけだ!!」

　レネは兵士が落馬した鞍くらの上から声の主を捜した。部隊の後方、明らかに他とは甲冑が違う兵士がいた。

「ガキで悪かったなぁっ！」

　叫ぶや、レネは指し揮き官かんの下へと跳んだ。大剣の力がなくなる前に大将を倒せば、これ以上の戦いはなくなる。

「撃てっ！　ヤツを止めろっ!!」

　指揮官がレネの意図に気づいて叫ぶ。

　時間がないと、レネは周囲の兵士には目もくれずに走った。

　大剣の力ですべての能力が増しているレネの姿を捕らえるのは不可能。銃で狙ねらっても捕らえきれない。弾はすべて外れて飛び去った。

　指揮官まで残り一〇メタまで迫った時、兵士が前に飛び出してきた。

「どけっ！」

　剣を振るった瞬間、いつもと違う感覚に気づいた。

　斬きったはずの兵士は平然と剣で斬りかかってきた。慌あわてて後あと退ずさって攻撃をやり過ごす。

「しまった……」

　見るまでもなく、大剣は力が尽つきて見えない刃は消えていた。

「そこまでか、エルーラン？」

　すぐ目の前の騎馬から、指し揮き官かんが嘲あざ笑わらった。

「死ね、エルーランめ！」

　馬上からレネに向けて銃口を突き出した兵士が吐き捨てる。

　ここまでか……？

　歯ぎしりをするレネ。わずか二メタ離れたところにある銃口がはっきりと見える。引き金にかかった指が動くのさえ見えた。

　と、銃を構えた兵士の姿がいきなりレネの視界から消きえ失うせた。

　驚いたのはレネだけではなかった。指揮官もわからずに周囲を見回す。

　その時、戦場には不似合いな声が響き渡った。

「間にあいましたわね、お兄様！」

　声の出で処どころは背後だった。振り向いたレネは今までなにも見えていなかったところ――なにも存在していなかったところに十数機の機甲馬が出現するところを目にした。

　機甲馬のハッチから上半身を出しているのはシャルだ。

「今度こそ、このシャルロッテ・ベッセルの愛を受け取ってくださいますわね！　でも、その前に――」

　シャルは騎馬隊をにらみつけた。

「そこのむさ苦しいヨルク兵！　私のお兄様になにをなさるつもりですの、いやらしい！」

　指を突きつけ、言い放つ。

「きれいさっぱり粉ふん砕さいしてあげますわ！　撃ってしまいなさいっ!!」

　シャルの号令に応じて、機甲馬隊が一斉に弩ど弓きゆう砲ほうの第二撃を準備した。ズンッという発射音と共に矢が放たれた。

　レネのすぐ近くまで太い矢が飛んできて騎馬をなぎ倒して地面に突き立つ。

「オレまで殺す気かっ!?」

　叫びを上げるレネの姿を見て、シャルはまなじりを決して下の兵士たちに叫びを上げる。

「ちょっと！　今撃った人、どなたですのっ!?」

「後できつく言っておく」

　苦々しい顔で唸うなるハイドにシャルは甲高い声を上げた。

「それくらいじゃ済むわけないですわ！　百ひやく叩たたき、いえ、石投げの刑に――」

　いきなり揺れた機体に、シャルは声を切った。

「なんですのっ!?」

「反撃だ。向きを変えるぞ。中に入れ！」

　ハイドはそう言ってシャルを中に引きずり下ろした。

「どこをさわってるんですの!?　そんなところをさわってもいいのはレネお兄様だけですわよ!!」

「戦場で『さわる』だの『愛』だのぬかすな！」

　ハイドは一いつ喝かつすると、部下に指示を飛ばした。

「一気に距離を詰めて蹴け散ちらせ！」

「あら、見目とは違って思考形態はレネお兄様と同じですのね」

　シャルはおかしなところで感心した。



　そして、弩ど弓きゆう砲ほうの攻撃で危ないところを救われたレネは、混乱する戦場で見失った指し揮き官かんの姿を探していた。

「レネっ！　受け取って!!」

　ティナの叫びに振り向く。

　顔面めがけて真まっ直すぐに飛んできた物を予期していたように苦もなくつかむ。短たん弓きゆう銃じゆう用のエルラ機関の束だった。

「助かった！」

　レネは躊ちゆう躇ちよなく地面に叩たたきつけ、かかとで踏みつぶした。緑のモヤのようなものが漂ただよい出て空気中に消えていく。同時に光を失っていた大剣の石に輝かがやきが少し戻ってきた。

「そして、我らの力を！」

　ジャックスに肩を支えられたファルレが手を差し伸ばす。

　背後に控えたエルーランたちの体からかすかな光の帯のようなものが流れてきた。それがレネに向かってくる。

「うわっ!?」

　光が体に吸い込まれた瞬間、今まで感じたことのない感覚が全身に広がった。大剣を抜き放った瞬間に感じる、自分の手足が一気に広がるような感覚。それをもっと大きく強くしたものだ。エルラ機関から流れ込んできた力とは同じようで違う。力強さは劣るかも知れないが、それ以上に温かさのようなものが感じられる。

「こいつは……」

　その力は腕を通って大剣に流れていく。柄にはめ込まれた石はこれまでとは比較にならない力強い輝きを灯ともした。

「確かに受け取ったぞ！」

　一声上げると、レネは跳び上がった。

　これまで経験した以上に体が軽い。軽々と二〇メタの距離を跳び、着地すると同時に周囲の敵兵を大剣を一いつ閃せんしてなぎ倒した。

　指し揮き官かんを守ろうと進路上に敵兵が飛び出してくる。

　それをことごとく切り倒し、指揮官に迫る。

　待ち構えていた指揮官は真まっ直すぐに向かってくるレネに銃を突きつける。同時に周囲にいる八人の兵士も銃口を向ける。

「これならば外すことはなかろう！」

　叫びと同時に全員が引き金を引いた。

　轟ごう音おんと共に弾が放たれた。

　レネは構えた大剣を真っ直ぐに突き出した。

　目に見えない力が前方に向かって放たれる。

　自分に向かって突き進む九発の真っ黒な鋼鉄の弾。レネにはそれがほとんど止まって見えた。弾が目の前にまで来た瞬間、大剣を持つ腕を押し返すような圧力がかかる。

「邪じや魔まだっ！」

　気合いと共に叫んだ瞬間、まるでバネに弾はじかれたように弾は押し返された。

　残るは指揮官のみ。

　レネは馬上の指揮官に向かって躍りかかった。

「なんなのだ、貴様はっ!?」

　指揮官が必死の形相で剣を突き出す。

「ここまでだ！」

　レネは剣諸もろ共とも叩たたき斬きる勢いで、指揮官の脳天に大剣を叩き落とした。
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　指揮官が捕らえられ、国境守備隊と近衛隊、ギュレイ隊の機甲馬部隊が到着したことでヨルク軍は瓦が解かいした。

　敗走する敵部隊を国境まで追いやる役目は国境守備隊に任せ、レネはふぬけになった指揮官を引きずっていった。

「見事な戦いぶりだったな」

　機甲馬から降りてきたデュランがレネに手を差し出した。

「やりたくてやったわけじゃない」

　レネは硬い顔でデュランをにらみつける。

「我らが被こうむった被害も少ない」

「これのどこが少ないんだ!?」

　レネは両手を広げて戦場を示した。

　エルーランが九人殺され、ヨルク兵も一〇〇人はくだらない死者、王国側も最初の砲撃で機甲馬が破壊されたのを含めれば同じくらいは死んでいるだろう。負傷者に至ってはさらに多い。

「見解の相違だな。私の予想からすれば遙はるかに少ない。それにエルーランも救われた」

　笑みを浮かべて答えたデュランに冷めた声をかけたのはティナだ。

「それは結果論でしょ」

「そうだな」

　うなずくデュランの足元に、レネはヨルクの指し揮き官かんを投げ出した。

「敵の指揮官だ。二度と攻め込んでこないようにヨルクと交渉でもするんだな」

　デュランは兜かぶとを脱がされた指揮官の顔を見て冷たい笑みを浮かべた。

「これはホルツ将軍。お会いできて光栄です」

「将軍だって？」

　レネが驚くと、デュランはうなずいた。

「そうだ。ヨルクの軍最高司令官だ。帝国の中でも最も好戦的な人物だよ。自ら指揮していたとなると、この侵攻作戦の規模が納得できた」

「あんたが好戦的じゃないってのか？」

「まあ、君に好かれているとは思っていないよ」

　デュランは自じ嘲ちようの笑みを浮かべると続けた。

「有効に利用させてもらうよ」

　デュランが部下に命じて、茫ぼう然ぜんとしたままの将軍を拘束して連れていった。その場にはデュランとミーガン、レネたちだけになる。

「ひとつ訊きかせろ。あんたが手紙を送ったんだな？」

　レネはデュランに迫る。レネが王位継承の証である剣を持っているという情報を記した手紙のことだ。このせいでレネは上位の王位継承権を持つ者たちから命を狙ねらわれ、陰いん謀ぼうに巻き込まれることになった。すべての発端だ。

「あの手紙か……。そうだ。私が送りつけた」

「理由を聞こうか」

　あっさり認めたことに拍子抜けしながら、レネは尋ねた。

「簡単なことだ。他の継承権保有者の目を他に向けるためだ。私はヨルクの侵攻に備えて軍を動かす必要があった。しかし、上位の継承者のほとんどは私に敵意と猜さい疑ぎ心しんを持っていた。この状態で軍を動かせば自分たちを狙っていると考えるだろう。少なくとも、私より上の三人は。だから、軍を動かす口実が欲しかったのだ」

「そのためにレネを利用するなんて！」

　ティナが憤然と声を上げる。レネはそれを遮さえぎり、問いを続ける。

「ヨルクの侵攻はわかっていたのか？」

「何人かの間諜は送り込んでいたからな。戻ってきたのは半分にも満たなかったが」

「エルラ機関商は？」

「幸いにも機関商組合も君の持つエルラ機関の試作品を欲しがっていた。だから、手を組んだまでだ」

「利用したってわけか、オレも機関商組合も」

「ミーガンには酷こくなことをさせた。父親を裏切るようなマネをさせたわけだからな」

　デュランはミーガンに視線を向けた。

「私はそのようなことなど気にしてはいません」

　ミーガンは。

「つまり、あんたは国を守るためになにもかも仕掛けたって言いたいのか？」

「王国を支配するという野望がなかったとは言わない。そのために確実な方法でもあったからね、国を救った王子という肩書きは」

「そのために……親父おやじまで殺すのか――」

「あれは宰さい相しようの発案だ。宰相は機関商と繋つながりが強いからな」

「親父のことはどう思っていたんだ？」

「正直なところ、軽けい蔑べつしていたよ。たかが女ひとりのことで政を投げ出し、隠いん遁とん生活とは。あんな男が父親だと考えるだけで虫むし酸ずが走った。だから、宰相の案にもあえて反対はしなかった」

　デュランの声には隠しきれない嫌悪が現れていた。

「しかし、結果はこの有り様だ。私にしか出来ないと思っていたのは、ただの思い上がりだったのかもしれない。後は君に任せて、私は退いた方が――」

「ふ・ざ・け・る・なっ！」

　レネは一声雄叫ぶと、固めた拳こぶしを振りかぶった。

「歯ぁ食いしばれっ！」

　レネの拳をデュランは真まっ直すぐに見すえたまま、避けようとしなかった。

　左ひだり頬ほおに強烈なパンチを食らったデュランだが、倒れることなく左足で踏ん張る。

「レネっ！」

「デュラン様！」

　ティナが叫び、血相を変えたミーガンが駆け寄ってくる。

　が、レネとデュランはそれを制した。

「自分がしでかしたことからそんな簡単に自由になれると思ったら大間違いだ！」

　レネはデュランをにらみつけて叫びを上げた。

「親父おやじを殺してでもやることがあったんだろうがっ！　だったら、逃げずに最後までやりやがれ!!」

「レーネディア……」

　デュランは血の混じったツバを吐き捨て、自じ嘲ちようの笑みを浮かべた。

「……そうだな。それくらいの覚悟はあったつもりだったよ。しかし、君を見ていたら自分のしてきたことに疑問を持った」

「オレ？」

　眉まゆを寄せてレネは訊きく。

「特殊な力があるとはいえ、君は私が考えた以上のことをやってのけた」

「オレだけの力じゃない。みんなの協力があったからだ」

「そうだな。いつの間にかミーガンも力を貸していたようだな」

「デュラン様!?　私はあくまでも――」

　ミーガンが思わず声を上げると、デュランは口元に笑みを浮かべて制した。

「わかっているよ」

「……デュラン様？」

　笑みの柔らかさにミーガンは戸と惑まどった。

　デュランはレネに視線を戻す。

「レニア様と話をして、おまえなら王座を譲ってもいいと思ったが、そうか……。私に最後まで泥をかぶれと言うのだな」

「いいや、あんたひとりじゃないさ」

　レネはニッと笑う。

「どういうことだ？」

「近衛指し揮き官かんに相応ふさわしいごついヤツがあそこにいるぞ」

　レネは少し離れたところに立つハイドにアゴをしゃくった。

「あん？　俺おれか？」

　いきなり振られて、ハイドは自分を指さした。

「王様なんて面倒だけど、国を守る意志は強いんだろ？」

　レネの問いにハイドは意図を悟ってうなずいた。

「……ああ、そういうことなら手伝わしてもらうぞ、兄貴」

　ハイドはデュランに手を差し出そうとしたところで、思い直したようにひざまずこうとした。

「いや、それは私が戴たい冠かんできた時にしてくれないか」

　苦笑したデュランはそう言ってハイドのごつい手を握った。

「安心しな。あんた以外に王座に座りたいってヤツがいたら、オレが黙らせてやる」

　レネは拳こぶしをぎゅっと握りしめると、背を向けた。

「それじゃな」

「レーネディア、君はどうするんだ？」

「さあな。また考えるさ」

　レネは肩をすくめて歩き出したところで、レニアと視線があった。気になっていたことを声を潜めて訊きく。

「おい、クソババア、デュランとは、その、なにもなかったんだよな？」

「はあ？　なにを言うかと思えば」

　レニアは呆あきれた顔でレネの額を指で小突いた。

「私はずっとあの人ひとすじよ。まして、デュラン殿でん下かはあの人の息子じゃないの」

「そ、そうか。そうだよな。デュランの態度が前と違ったから、なにかあったんじゃないかって思ってさ」

　レネはホッとしたように笑った。それを見てレニアは冗談めかして訊く。

「あら、嫉しつ妬と？」

「バ、バカ言ってんじゃねぇ、クソババアのくせに！」

　顔を赤くしてレネは声を上げた。

「でも、ま、なにを考えてるのか探るためにちょっかいかけたけどね」

「ええっ？」

　レネが驚き、メイロンが興きよう味み津しん々しんな顔をする。

「ど、どんなちょっかいですか？」

「それは言わぬが華よね」

　レニアは微笑ほほえみ、ミーガンに声をかけた。

「ミーガンさん、悪かったわね。不安な思いをさせて」

「わ、私はデュラン様を信じている」

「そうよね。でも、体をあわせていても、一方的に信じているだけでは辛いわ。はっきり言葉にして伝えるべきじゃないのかしらね？」

　レニアはなにか言いたげな視線をデュランに送る。デュランはフッと息を吐いて首を振った。

「貴女あなたには勝てませんね。陛下が見初めただけのことはある。『たかが女』というのは無礼でした。殿下、どうかお許しください」

　デュランはレニアに膝を折って頭を垂れると、ミーガンに視線を向けた。

「……ミーガン」

「殿下？」

　これまでにない改まった態度にミーガンは戸と惑まどった表情をする。

「心配させて悪かったな。怪け我がの具合はどうだ？」

「殿でん下かのためならこれくらいの怪我は――」

　いつもの兵士の顔で答えるミーガンを、デュランは遮さえぎった。

「いや、私が心配しているのだ」

「光栄です」

「そうではない。私は――」

　デュランはそこでレネの視線に気づいた。

「なにを見ている？」

　すかさずレニアがレネの背中を押しやる。

「ほらほら、後は当人たちに任せておきなさい」

「いや、でも……」

「まったく、野や暮ぼな男だねぇ、あんたは。いつまでたってもガキなんだから」

「それには同感します」

　ティナが小さく笑ってうなずいた。

「ホントにそうだよね」

　ターヤはクスッと笑って言う。

「はい、そのとおりですぅ！」

　メイロンが顔中口にして笑う。

「なんだよ、おまえらまで？」

「自覚がないのは当人だけやな」

　メイレンは大げさに肩をすくめた。

「いや、まったくですな！」

　ジャックスが腰に手を当てて笑う。

「おまえに言われる筋合いはないだろ！」

　レネがにらむと、ジャックスは余裕の笑みを浮かべて背後に手招いた。

「私は君とは違いますとも！　すべてを愛に捧ささげる決意をしたのですから!!」

　ジャックスはそう言って、歩み寄ってきたエルーラン女性の腰に手を回した。

「勝手にやってろよ」

　レネは呆あきれた顔で言うと、レニアにつっけんどんな声をかけた。

「おい、クソババア、行くぞ」

「どこに行くつもりです？」

　レニアは驚いて目を丸くした。そうしていると、まるでティナと変わらない年とし格かつ好こうに見える。

「自分の故郷に決まってるだろ。長老もみんなも待ってるぞ」

　しかし、レニアの表情は冴さえない。

「私には……あわせる顔などありません。皆を捨てて逃げたのですから……」

「なに、しおらしい顔してんだよ。似合わねーぞ、クソババア」

　レネが言うと、傷を負ったファルレがエルーランたちに支えられて歩み寄った。エルーランたちはエルラを放出したせいで一気に二〇歳ほど年を取ったような姿になっていた。

「レニア様、皆、お待ちしております」

　ファルレが頭を垂れる。

　レニアはしばらく彼らの姿を見つめ、うなずいた。

「その姿で乞こわれたら断れませんね。わかりました。参りましょう」

　レニアはファルレの手を握り、労をねぎらった。

「私も行くわ」

「はーい、もちろんでーす！」

　ティナたちが次々に声を上げ、レネは全員を見て苦笑する。

「まあいいか。行くぞ！」

　レネは声を上げた。



    

  
    
      



    

  
    
      
　山から下りてきた霧のせいで、陽ひが昇ると同時に辺りは真っ白になっていた。

　木の上に幾つもの家が建てられている。エルーラン居きよ留りゆう地ちだ。レネ、ティナ、ターヤ、シャル、メイロン、メイレンの全員でレニアを送ってきて、歓待された翌朝である。

　歓待の宴うたげではシャルが初めてのエルーランの家にはしゃぎ、初対面のレニアには『レネと禁断の愛をかわしましたわ』などと口走って全員に羽交い締めにされた。

　レネはひとりで割り当てられた部屋を出ると、建物の窓から外を見た。誰だれもいないのを確認して窓からそろりと外に出ると、ハシゴを伝って地面に降りる。すでに荷物も大剣も持ち、旅たび支じ度たくを調えている。

「悪いな。オレは行くから」

　家を見上げて一言つぶやくと、レネは小走りに歩き出した。

　霧の中、森の中を迷うことなく進むと、やがて道に出る。駐ちゆう屯とん地ちと森の外を繋つなぐ道だ。ためらうことなく駐屯地に向かって進む。

　と、行く手にぼんやりと人影が見えた。

「こんなに朝早く、どこに行くの？」

　ティナだった。長剣と短たん弓きゆう銃じゆうのホルスター。足元には荷袋。

「ちょっと散歩だ」

　レネは荷物を隠すように背中に回し、とぼける。

「そんな荷物持って？」

「ティナも何やってるんだ？」

「散歩よ。当然でしょ？」

「そんな荷物持ってか？」

　ふたりは顔を見合わせて苦笑を浮かべた。

「気が合うわね」

「ああ、そうだな」

「それなのに……黙って行くわけ？」

　ティナの声音に非難の響きが混じった。

「悪い。ただ、行きたいところがあって、そこがどう考えても危険なんだよな」

「でしょうね。宴会の時からそんな顔してたから」

「見てたのか？」

「ずっと、あなたしか見てなかったわ」

　ティナはレネの顔をじっと見つめて言う。

「わたしをこんな気持ちにさせて、責任も取らずに行くの？」

「――こ、こんな気持ちって？」

　レネの声が裏返った。

　それにムッとしたティナはつかつかとレネに歩み寄っていくと、右手を振り上げた。

　思わず目を閉じるレネ。

「こんな……気持ち……よ」

　思わぬ近くから声が聞こえ、目を開いた瞬間、ティナの顔が急接近してきた。

「な……」

　開いた口に唇がふれるかに思えた瞬間、レネの背後で咳せき払ばらいがいくつも聞こえた。

「往来の真ん中でいつまでいちゃいちゃしてらっしゃるのかしら？」

「素直になればとは言ったけど、抜け駆けは意外だったな」

「ご主人様ぁ、置いていくなんてひどいですよぅ！」

　シャル、ターヤ、メイロン、メイレンの四人が旅たび支じ度たくをして立っていた。

「お、おまえら……」

　レネは驚くと言うより呆あきれた顔で四人を見た。

「甘いわぁ。ウチに黙って行けるわけないやん」

　メイレンが得意そうなニヤニヤ笑いを浮かべる。

「あ、あなたたちね……」

　ティナの真っ赤な顔は恥はずかしさではなく怒りだった。

「私の一大決心を邪じや魔まして、無事に済むと思ってるの？」



    

  
    
      



    

  
    
      「へー、一大決心ってなんなんやろな？」

「そ、それは――」

　口ごもったティナだが、意を決してレネをにらむようにして叫んだ。

「わ、私はレネが好きなのよ！」

　レネはぽかんと口を開けてティナを見ている。

「え？」と間の抜けた声がレネの口から漏もれたのは、たっぷり数秒後。口を開くより早く、メイレンが残念そうな声を上げた。

「あー、なんや、言うてしもたんかいな」

「え？　知ってたの？」

「そんなこと、とっくに知ってましたわ。知らなかったのは本人とお兄様だけですわよ」

　シャルはおもしろくもないというように言い、

「でも、お兄様が私の物なのは変わりませんわ。禁断の関係になれるのは私だけなんですから。誰だれにも渡すつもりはありませんわ。さっさと諦あきらめた人とは違いますからね」

「誰が諦めるなんて言ったんだい？　ボクはこう見えても諦めが悪いんだよね」

　ターヤがシャルとにらみ合う。

「また一緒に行きますね！」

　メイロンがはしゃいだ声を上げてレネの腕を無邪気につかんだ。対抗するようにメイレンが反対側の腕をつかむ。

「もちろんウチも行くで。次は誰を殴りに行くんや？　ヨルクの皇帝やったら、ウチを連れてった方がええで。向こうの様子に詳しいんはウチだけやしな」

「そうだな。それもいいか」

　レネはニヤッと笑った。

　そこにシャルが割り込んでふたりをレネから引き離すと、腕を組んでレネを見上げた。

「それで返事はどうなさるんですの？　困ってらっしゃいますわよ。本来なら殿方の方から言うべきことではないのかしら？」

「……あ、そう……だよな」

　レネがティナをちらっと見て、困ったようにシャルたちを見る。

「もし、返事なさるんでしたら、私に聞こえないところでお願いしますわ」

　シャルはぷいっと顔を背けてしまった。

「えっと、ティナ……。いいか？」

　ティナの方に歩み寄る。

「な、なに？　さっきのことなら気にしないでいいのよ。こっちが勝手に――」

　慌あわてたように言うティナに顔を近づけると、レネは耳元で短くささやいた。

　その瞬間、ティナの顔は真っ赤に染まった。今度は恥はずかしさと、喜びで。



    

  
    
      
あとがき



　さあ、今回もメイルンと穂ほ村むらがお送りします！　はりきっていきましょう!!

　って、作者いないじゃないの？

　まあいいわ。好きなようにしようっと。

　あれ？　こんなところに手紙？



『探さないでください　穂村』



　ちょっと！　私まだあんたに伝えてないことがあったのよ!!　待ってなさいよっ！



　……行ったかな？

　えーっと、四巻ですっ！

　三巻からちょっと時間があいてしまいましたが、色々なことがあったわけです。大震災の直後に一いつ旦たん書き上げたものの、計画停電があったりして修正が思うようにできなかったり……。ホントに電気がないと生活できない社会なんですね。実感しました。

　読者の皆さんの中にも被災された方がいらっしゃると思います。この本でもなんでも、いっときだけでも楽しんでくだされば幸いです。

　さて！

　レネの親父おやじを殴りに行く旅は途中で自分の出生にまつわる陰いん謀ぼうと王国の命運に関かかわる旅になってしまい、そして、今回で終局を迎えます。果たしてレネの運命はいかにっ!?



　なんだか最後みたいね？



　はい、そんなわけで最終巻になりました。



　へー、最終巻なんだ？



　そう、なんとか当初の予定どおり四巻まで出せたのは、読者の皆さんのおかげです。これが最後ですが――って、いつの間に戻って!?



　あんたの思考くらいお見通しよっ！　私がメイ一家の三女だってことを忘れたの？



　……すいません。すっかり設定を忘れてました。



　こ……この……。

　で、私、一度も出番がなかったんだけど？　責任取ってよね！



　でも、お姉さんたちより出番多いですよ。なんたって一巻からレギュラーで出ずっぱりなんですから。



　ずーっと、このあとがきだけどね！



　ええやないの。うちなんて見せ場なかったんよ。



　あ、メイラン姉さん、仕事終わったんだ。でも、姉さんはアクションもあったでしょ？



　そやのうて、レネはんと艶っぽくふたり旅する予定やったのに。うちもヨルクで仕事しとったんやから役に立てるし。



　姉さんにそんな野望があったなんて……。



　ああ、ホンマに残念やわぁ。



　な、なんですか、その鞭むちは、メイランさん？



　穂ほ村むらはん、うちの楽しみ奪うばわはった報い、受けてもらいますえ。



　び、美人が台なしですよ。あ、あっちにレーネディアが！



　え？　どこどすか？



　では、皆さん！　また近いうちにお会いできることを!!



    

  









    
      　著者

　穂村元（ほむら・はじめ）

　　どうせ実るなら中身のぎっしり詰まった重たい穂になりたいなーと、映画や小説、コミックで修行の毎日を送る昭和生まれ。例年になく激しく苦闘した花粉症の春が終わって、そろそろ夏という頃に四冊目が仕上がりました。美味しく召し上がっていただけますように。



　イラスト

　千葉サドル（ちば・さどる）

　　大阪在住・福岡出身のイラストレーター。

　　『ありすとＢＯＢＯ』（ＧＡ文庫）『ロイヤル☆リトルスター』（スーパーダッシュ文庫）等の小説の挿絵や、

　　電撃大王ピンナップ連載・ＴＣＧ用イラスト等で活動中です。

　　最近のマイブーム：‥ナーン、豆助、リサガス。
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